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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　安曇雪伸
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　序章







　子供は残ざん忍にんだ。


　彼かれ等らを無む垢くと評する者は多いが、無垢という言葉は、無責任の同義語でもあると、理解している者は少ない。理解していても、普ふ段だんは意識しない。


「こっちくるなよなあ！」


「臭においが移るんだよっ！」


　泥どろにまみれなければ、分からない辛つらさがある。汚よごれなければ、知り得えない悲しみがある。それは理り屈くつではない。感覚だ。


　だから、それを知らない者たちは、いくらでも残ざん酷こくになる。残忍になれる。傷つけられた者の痛みを実感できないから。


　口くち先さきだけで優やさしさを説といてみたところで、さしたる効果はない。


「馴なれ馴なれしそうに近づかないでよ」


「あんたなんかと遊んでたら、こっちまで〈混じりっ子〉だって思われちゃうじゃない」


　子供という免めん罪ざい符ふに護まもられた者たちは、自分の言葉のもたらす結果に責任を持たない。


　だがそれを悪意とは呼ぶまい。痛みを知らないことを罪つみとは呼べまい。道理を知らぬ獣けものを、無む惨ざんと謗そしる者がいないのと同様に、その罪を問うても仕し方かたのないことだ。


　けれど……


「こいつ、馬ば鹿かじゃねえの？」


「なんだよ、その顔は。鬱うつ陶とうしいんだよ」


　それでも、残酷な仕打ちは、事実として犠ぎ牲せい者しやの心を傷つける。その無垢なるが故ゆえの残忍さに傷つけられ、痛みにうめく者は、今ここに、確かに存在するのだ。


「……どうしたの？」


「…………」


「名前は、なんていうの？」


「…………」


　名前は言えない。言えば、いじめられる。


　漂ひよう泊はく民みんの女が、街まちの若者との情じよう事じの末に産うみ落とした子の名前は、誰だれもが知っている。街という地ち域いき社会に紛まぎれ込んだ、異い物ぶつとして。


「お友達は？」


　首を振ふるのも億おつ劫くうだった。


「……いないの？」


　肯こう定ていも否ひ定ていもしない彼女をどう思ったのか、相手は泣き笑いのような表情を浮かべた。


「……実は僕ぼくもいないんだよ、お友達。引ひっ越こして来たばっかりだし……それに」


「……あ……」


　寂さびしそうな笑顔に、初めて彼女は口を開いた。開いたが……しかし言葉は出てこなかった。黙だまっていることに慣なれすぎたのだ。


　口を開けば、息が臭くさいと言われる。言葉を紡つむげば、生なま意い気きと決めつけられる。泣き声を出せば、やかましいとなじられる。


　だから彼女は言葉を忘れた。必要最低限の会話以外を、口にしなくなった。


「僕、身体からだが弱いんだ……走ったりできないから、みんな、『おまえと遊んでも、つまんない』って」


　彼女は瞬まばたきして差し出された手を見つめた。


　それは、あまりにも小さく、弱々しかったが……それでも、幼おさない彼女にとって、この世で唯ゆい一いつのものだった。望のぞんで望んで、それでもずっと与あたえられなかったものだった。


　だからこそ……


「……僕と、遊んでくれる？」


　拒きよ絶ぜつを恐おそれるかのように、おずおずとした口く調ちようで出された提案に……彼女は無表情にうなずいたのだった。




　第一章　旅人来たりて







「こンの年中無休黄たそ昏がれ野や郎ろうおおおーっ！」


〈大おお熊くま亭てい〉を震ふるわすような甲かん高だかい声に、ウイニアは皿さらを並べる手を一いつ瞬しゆんだけ止めた。


　ただし、あくまで一いつ瞬しゆんだけだ。琥こ珀はく色いろの瞳ひとみは、天てん井じようを……客室のある二階の方を、向きさえしない。


　毎朝毎朝、日課のように聞かされていると、いい加か減げん、慣なれてくるものだ。


　それに、えらく宿やど代だいを値切られたのは事実だが、金を払って泊とまっている以上、客は客である。今の時期、迷めい惑わくがる他の宿しゆく泊はく客きやくもいないし、客を選んでいられるような余よ裕ゆうも、〈大熊亭〉にはない。


　このタウルスの街まちが、マウゼル教徒であふれかえる巡じゆん礼れいの季き節せつならばともかく、季節外はずれの今、客は貴き重ちような存在なのだ。特にタウルスでも一、二を争あらそうほどの小さな宿である、〈大熊亭〉にとっては。


　地方都市タウルス。


　ラインヴァン王国東部に位置する、平へい凡ぼんな街である。国教であるマウゼル教の巡礼地百五か所の一つで、巡礼の季節には、それなりに賑にぎわったりもするが……他の時期には、単なる田舎いなか街に過ぎない。


　故ゆえに、この街には、いたる所に宿屋の看かん板ばんが掲かかげられているものの、大たい抵ていは農家などが片かた手て間まに行おこなう、季節限定営業である。


　ただし、それでも街かい道どうは整せい備びされているので、季節外れの物好きや、巡じゆん回かい商人、吟ぎん遊ゆう詩し人じんなどがちらほらとやって来ては、この街で、一夜の宿を求める。そしてそんな彼等を当て込んで、通年営業している宿屋も、少数ながら存在するのだ。〈大熊亭〉は、そんな例外的な宿屋の一つであった。


　……さて。


　怒ど鳴なり声はしばらく続いていたが、ウイニアが朝食の皿を並べ終わる頃ころには、静かになっていた。これも毎度のことである。


　やがて、 階段を降おりてくる足音が、一つ。


「おはようございます」


「はい、おはようございます」


　どこか間ま延のびした声に、いつも通りの応対をしながら、ウイニアは食堂に直結している階段を振ふり返る。


　そこには、これまたいつも通りに、長身瘦そう軀くの娘むすめの姿すがたがあった。


　背中の半なかば辺あたりにまで伸のびた長い髪かみも、濡ぬれたような瞳ひとみも、共に漆しつ黒こく。滑なめらかな肌はだと清せい潔けつそうな普ふ段だん着ぎの白さが、その艶つややかな夜色を一層引き立てている。積せつ極きよく的てきに他者に訴うつたえかける派は手でさはないが、その整ととのった顔立ちには、野の花のような清せい楚そさがある。


　美しい。誰だれもが認みとめるだろう。


　だが、寝起きの子供のように緩ゆるんだ表情をいつも浮かべているせいか、美しさよりは可か愛わいらしさの方が、印いん象しように残る……そんな娘であった。そのせいか、美人にありがちな、ある種の近づき難がたさは、彼女にはない。


　宿やど帳ちように記しるされた名前は、ラクウェル・カスールとなっていた。


「……何です？」


　ラクウェルが小さく首を傾かしげて尋たずねてくる。長く艶やかな黒髪がさらりと揺ゆれて、同性のウイニアでさえ、一瞬どきりとするような優美さが漂ただよっていた。


「い、いえ……別に」


　ウイニアはラクウェルから視線を外はずした。


（……神様ってのは不公平よね）


　彼女を見ると、ウイニアはいつもそう思う。


　癖くせの強い赤毛。そばかす。浅黒い肌。そして、あまり感情の色を示さない、妙みように大人おとなびて淡たん白ぱくな、琥こ珀はく色いろの瞳。


　美しくない。可愛くもない。


　不ぶ細さい工くというほどではないが、同時に他者の眼を引き付けるような、魅み力りよくや特とく徴ちようにも乏とぼしい……それが鏡かがみの中の自分に対する、ウイニアの評価だった。


　実際、十七年の人生を振り返ってみても、美しいだの可愛いだのといった、積極的な誉ほめ言葉とは、縁えんがない。


「毎日毎日、お元気ですね……お二人とも」


「ごめんなさいねえ」


　苦笑して言うウイニアに、やはりラクウェルが苦笑しながら答える。


「まあ、今の時期は他にお客さんもいませんから……部へ屋やを汚よごしたり、備び品ひんを壊こわしたりしなければ、殴なぐり合いしようと、輪わになって踊おどろうと、私の知ったことじゃないですけど」


　この小さな安宿の従業員は、二人。その一方である祖そ母ぼは身体からだが弱く、奥の部屋で寝ていることが多いため、〈大熊亭〉の実質的な主人は、ウイニアである。ちなみに両親とは、物もの心ごころつく前に死に別れている。父も母も、顔さえ覚おぼえていない。


「私って兄きよう弟だいいないから、よく分からないんですけど……兄妹喧げん嘩かって、ああもしょっちゅう、するもんなんですか？」


「さあ……他人様の家が、どうなっているのかは、私も知らないけど」


　そこでラクウェルは言葉を一いつ瞬しゆん止めた。


　その合あい間まを縫ぬうようにして、一人分の足音が階段を降りてくる。どうやら残りの宿泊客が、降りてきたらしい。


　ラクウェルは小さく肩を竦すくめて続けた。


「ウチはちょっと事情が複雑だから……」


「……おはよー……」


　眠そうな声で言いつつ、左手で頭を搔かくのは、やはり長身瘦そう軀くの青年であった。


　名前はシャノン。シャノン・カスール。


　いつもはその長い黒くろ髪かみを、白い細ほそ紐ひもで適当に縛しばっているので、あまり意識することはないが……こうして見ると、ラクウェルと双ふた子ごであるということが、よく分かる。


　ただし、印いん象しようは全まつたく違う。いつも柔やわらかい微び笑しようを浮かべているラクウェルとは反対に、シャノンはいつも物もの憂うげで、面めん倒どうくさそうな表情が貼はりついている。ラクウェルと似にている以上、かなりの美形ではあるのだが、この何ど処こか疲つかれたような雰ふん囲い気きのせいで、彼には、妙みように老ふけているような印象があるのだ。


　色々と気苦労が多いのかもしれない。


　そして。


「……おはよ」


　彼の右みぎ腕うでの先で、ぶらんぶらんと揺ゆれながら、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女が、不ふ機き嫌げんそうに言った。


　歳としの頃ころなら十代半なかばの、小こ柄がらで、可か憐れんな少女である。ただ顔立ちが整ととのっているというだけではなく、繊せん細さいな線で描えがかれたその容よう貌ぼうには、気品さえ感じられる。豪ごう奢しやなドレスでも着せて黙だまらせておけば、十じゆう分ぶんに深しん窓そうの令れい嬢じようとして、通用するだろう。


　ただし……猫ねこの子のように襟えり首くびを摑つかまれ、へそ丸出しでぶら下がっている彼女の姿すがたに、気品を感じるのは、無理かもしれない。


　いつもはきっちり結ゆい上げている長い髪も、寝ね癖ぐせがつきまくって、ぐしゃぐしゃ。これで喋しやべろうものなら、もう取り繕つくろいようがない。


　先さき程ほどの大声の主ぬしはこの少女である。


　彼女はパシフィカ・カスール。


　シャノンたちの妹いもうと、と聞いているが……髪と眼の色、顔立ち、いずれを見ても、彼かれ等らとは似ていない。養よう子しか何かなのだろうか。


　……うちはちょっと事情が複雑だから……


　ラクウェルの言葉が脳のう裏りに反はん芻すうされる。
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「仲がいいですね」


　呆あきれた口く調ちようでウイニアが言うと、パシフィカが器用に肩かたを竦すくめ、小こ馬ば鹿かにするように『ふんっ』と鼻はなを鳴らす。ぶら下げられたままなので、生なま意い気きな仕し種ぐさも、なんとなく愛あい嬌きようがあったりするが。


　察するところ、拗すねて動かない彼女を、シャノンが無む理り矢や理り、連れて降りてきたらしい。


「だーれが、こんな性格老人と仲がいいってのよ。いつもいつもいーっつも『面倒くさい』ばっかり連発してさ。いっそ『面倒くさい』って書いた看かん板ばん背せ負おって歩いたら？」


「おまえな……」


「せっかく、この私が優やさしーく、起こしてあげてんのにさ。『うるさい』とか言って寝返りうつばっかだし。起きるのも面倒くさいなら、おとなしく永えい眠みんしてなさいよ」


「……なあラクウェル」


　シャノンがうんざりした様よう子すで言う。


「この性格極ごく悪あく王女、このまま縛しばってどっかの軒のき先さきに、吊つり下げておいたら駄だ目めか？」


「保ほ存ぞん食しよく作ってるんじゃないんだから……」


「大体ねえ、臣しん下かとしての自じ覚かくと敬意が足たりないわよ、シャノン兄にいは！　そもそも臣下たるもの、敬けい愛あいすべき主人の側そばにいられることにこそ、無む上じようの喜びを感じてしかるべきで……」


「姫ひめ様さま……貴女あなた様に自覚云うん々ぬんを言われたかねーですな」


「お黙だまりっ！」


　……などというやりとりを、この兄妹は毎日のようにやっている。シャノンとパシフィカ双そう方ほうが、いい加か減げんに疲つかれてきたところへ、ラクウェルが仲ちゆう裁さいに入るというのが、基本の形だった。


　面おも白しろい関係だ、とウイニアは思う。


　何となく気になるのだ。いつも、ふと気づくと、無意識に彼らの動きを、眼で追ってしまっている。彼等の会話を、耳が捉とらえている。


　好こう奇き心しんが、刺し激げきされるとでも言うのか……奇き妙みようで騒そう々ぞうしい、けれど何ど処こか微笑ほほえましい彼等のやりとりが、ウイニアの眼には、妙に新しん鮮せんに映うつった。


　特に気になるのは……興きよう味みが引かれるのは、時折、彼等が会話の中でお互たがいを示すのに使う『姫』『臣下』などという言葉だ。


　単なるあだ名や、その場の冗じよう談だんにしては、頻ひん繁ぱんに出てくるし、使われ方に脈みやく絡らくがない。


　一体、この三人は何者で、どういう関係なのか？


　実は、パシフィカは、お忍しのび旅行中の貴き族ぞくの息そく女じよか何かで、シャノンたちは、身分を偽ぎ装そうしたその従じゆう者しや……という構こう図ずも考えたのだが、それとも少し違ちがうようだ。あまりにシャノンのパシフィカに対する扱あつかいが、ぞんざいというか、無ぶ遠えん慮りよというか……少なくとも姫君と従者のそれには到とう底てい見えない。


　たとえば……


「食べたわね？　それを食べちゃったのね？　見み損そこなったわよ、シャノン兄！」


　耳の穴あなに突つき刺ささって引っ搔かき回すような声が響ひびく。いや、普ふ通つうに喋しやべっていれば、それなりに可愛かわいらしい声なのだが……


「私が……この私が、オムレツが大だい好こう物ぶつなのを知ってて平然と！　自分一人で勝かつ手てに！」


「勝手に、もなにも、これは俺おれの分だろうが」


「お黙りっ！　自分さえ良ければそれでいいの？　そういう自分勝手な考え方が、他者を蹴け落おとすことを手段として是ぜ認にんする……えーと、何だっけ……あ、そうそう、画かく一いつ的てきで排はい他た的な競争原理を生うみ出し、ええと、その結果として生じる富とみの集中が、えっと、構造的な歪ゆがみを社会にもたらすのよっ！」


　服の袖そで口ぐちから出した小さな紙し片へんへと、ちらりちらりと視線をやりつつ言うパシフィカに、シャノンが呆あきれた様よう子すで突っ込みを入れた。


「いちいちアンチョコなんか作るなよ、おまえは……」


「ほっといて！　とにかく可愛い妹に、敬愛する主君のために、少しはオムレツを分けてやろうかなー、とか、そういう人間として忘れてはならない気持ちが、あるんじゃないかって言ってるのよ、私は！」


「そんなもん、ない」


「うう……ラクウェル姉ねえ～、シャノン兄が冷たいよう」


「はいはい、私の分あげるから、泣きながらシャノンの首を絞しめるのはやめなさい」


　と……一いち事じが万ばん事じ、この調子である。


　彼等を泊とめるようになって一週間になるが、本当に見ていて飽あきない。もっともそれは、一人っ子のウイニアの目から見ているから、かもしれない。実際に兄きよう弟だい姉し妹まいがいる人間からすれば、特に奇妙でも何でもない、普通の……。


「必ひつ殺さつダブル・フォーク・トルネード！」


「甘あまいな」


「と、見せかけて奥おう義ぎファントム・ナイフ・エクスキューション！」


「まだまだ」


「む、かくなる上は禁きん断だんの絶ぜつ技ぎ……」


「……だああ、やめんか、行ぎよう儀ぎの悪いっ！」


　……とも思えないが。


　ちゃんかちゃんかとうち合わされるナイフとフォーク。


（やっぱり変なの）


　いまいちよく分からない戦いを始めた、シャノンとパシフィカ──というか、一方的に仕掛けるパシフィカを、シャノンが右手のナイフで、平然とさばいているだけだが──を眺ながめながら、ウイニアは思った。








　淡あわい闇やみの中で、静かに佇たたずむ人ひと影かげがあった。


　数は四……だろう。断言をはばかるのは、ふとした拍ひよう子しに、個々の区別が曖あい昧まいになってしまうような相そう似じ性せいが、その男たちにはあるからだ。


　同じような髪かみ形がた。同じような背せ丈たけ。同じような衣い装しよう。


　いや……むしろ共通点よりも、相そう違い点てんを挙あげた方が早い。徹てつ底ていして個性というものを排はいしたその姿すがたは、整列していると、合わせ鏡かがみの中に佇む、虚きよ像ぞうの群むれのようにも見える。


　無論、鏡きよう像ぞうならぬ生なま身みの人間……個々の顔つきを見れば、それぞれに相違はある。だがそれらは、強制的に統一された印いん象しようの中に、完全に埋まい没ぼつしていた。


「……謹きん聴ちようせよ」


　薄闇に切り込んでくる白はつ光こう。


　男たちは、一いつ瞬しゆんのずれも、寸すん分ぶんの狂くるいもない動作で、振ふり向く。闇に慣なれた目には、毒どくとも言えるほどの光を、真ま正しよう面めんから受けながら、眼を細めるでもなければ、背そむけるでもない。同じ繰くり糸に繫つながれた人形の如ごとく、彼等は、ただ無表情に光を……その中に立つ人物を、見つめた。


「〈粛清使パージヤース〉よ……」


　それが、彼等の名前だった。


　他に彼等を示すべき名はない。個々の人格を区別する名前さえも、ない。その必要も意味もないからだ。


「汝なんじらに新たな使命を与あたえる」


　人影は静かな口く調ちようで告つげた。


　逆ぎやつ光こうの中で、詳しよう細さいは影の黒に塗ぬりつぶされ、その姿すがたは判然としない。だが、光を切り抜いて佇むその輪りん郭かくには、絶ぜつ妙みようの均きん衡こうがあった。


　単に美しいというだけではない。その姿を描えがき出す線には、隙すきというものがなく、そこから紡つむぎ出される気品には、凄すご味みにも似にた冷たさが絡からみ付いていた。


　美しさは感動を呼ぶ。そしてさらに、刃は物ものの如ごとく研とぎ澄すまされた美しさは、畏い怖ふさえも生み出す。この人物が帯おびているのは、そういう類たぐいの美しさであった。


「主しゆなるマウゼルの名において、呪のろわれた魂たましいを浄じよう化かせよ」


　だが……今、相あい対たいする男たちの表情には、何の感かん慨がいもない。


　彼等にとっては、美しさも醜みにくさも、単なる記号に過ぎない。あるのは、ただ信しん仰こうのみ。


　信仰のために生み出され、信仰のために生き、信仰のために死ぬ。


　他は全すべて、不浄の雑念だ。


「呪われた魂の名はパシフィカ」


　男たちが、小さく身じろぎする。まるで目標を定さだめて引き絞しぼられた、弓ゆみ矢やが震ふるえるように。


「〈廃はい棄き王女〉パシフィカ・カスールだ」


　だがやはり男たちの表情に変化はない。


〈粛清使パージヤース〉は驚おどろかない。怒いかりも、悲しみもしない。笑うなど論外だ。悩なやまず、感じず、考えず、ただ目標に向かって放はなたれるのみ。


　いかなる障害をも貫つらぬいて、標的を「浄化」するその能力と引き換かえに、人間性の全てを捨すててきた者たちであった。


「……行け」


　一いつ糸し乱れぬ動きで一礼すると、まるで存在自体が幻まぼろしであったかのように、彼等はその場から消えた。


　標的が決まれば、後は残ざん像ぞうも許ゆるさず疾はしる。躊躇ためらわない。迷まよわない。何な故ぜ……などと、疑問を抱いだくこともない。その形にのみ人間らしさを残した殺さつ傷しよう機き械かいには、相応ふさわしい去り方であったろう。


　彼等は何も考えない。何も疑わない。


　眼前の人物の影……床ゆかの平面に刻きざまれた輪りん郭かくの背はい後ごに、本体には存在しないはずの、巨きよ大だいな翼つばさの影が付属していたとしても。








「ウイニア～！　ウ、イ、ニ、ア！　ってば」


　などとパシフィカがウイニアのエプロンにじゃれついてきたのは、昼過ぎのことである。


　パシフィカは元より、小型の獣けもののようにはしっこい雰ふん囲い気きがあるが、こうして突とつ然ぜん、思い付いたようにじゃれてくる様さまなどは……そしてそれでも、その物もの腰ごしにどこか凛りん然ぜんとした、気品のようなものを帯おびている様は、まさしく猫ねこそのものである。


「ねえねえ、街まちの中案内してよ。観かん光こう名めい所しよとか、お勧すすめのお店とかさ」


「え？……でも私は……」


　小さな宿やど屋やといっても、仕事は幾いくつもある。特に、祖そ母ぼが寝込みがちになってからは、事実上〈大おお熊くま亭てい〉の労働力は、ウイニア一人だ。ベッドシーツやカーテンなどの洗せん濯たく、夕食の下準備、さらには傷いたんだ箇か所しよの修理と、慣なれていない人間ならば、聞いただけで、くらっ……としそうな量が彼女を待っている。


　もっとも、 ウイニアがパシフィカの頼たのみに躊ちゆう躇ちよしたのは、それだけが理由ではない。


　こうも開あけっぴろげに懐なつかれると、ウイニアとしては戸と惑まどってしまうのだ。


　人間嫌ぎらいというわけではないのだが、彼女には、他人との接せつ触しよくを必要最小限に抑おさえようとする傾けい向こうがある。感情をあまり表おもてに出さず、事じ務む的に他者と接する。それは十七年間の彼女の人生で身に付いた、ある種の自じ衛えい行動であった。


「あ、迷めい惑わくだった？」


　意外とあっさりと、パシフィカは引いた。


　シャノンに対しては、とことんわがままなパシフィカだが、不ふ思し議ぎと他人に対しては物分かりがよい。


「ごめん、ウイニアの都つ合ごうも聞かずに、ちょっと勝かつ手てだったかなあ……」


　こうも素す直なおに引かれると、人間はかえって罪ざい悪あく感かんを覚おぼえるものだ。


「いえこっちこそ……私も案内してあげたいんですけど、そろそろ季き節せつの変わり目ですし、シーツとかカーテンの色変えしたり、洗濯したりしなければならないものですから、ちょっと時間が」


「そういうのは、別の人に任まかせりゃいいの」


「別の人？」


　パシフィカは、食堂の隅すみで食後の香こう茶ちやを楽しんでいたシャノンを指差す。


　彼は思わず噴ふき出しかけた香茶を何とか飲み込み、見るからに迷惑そうな表情でこちらを振り返った。


「ちょっと待て、パシフィカ。俺に洗濯だの部へ屋やの模も様よう替がえだのしろってのか？」


「うん」


　一いつ瞬しゆんの遅ち滞たいも俊しゆん巡じゆんもなく、パシフィカはこっくりとうなずく。珍めずらしくにこにことした表情が、全すべてを物語っていた。


　……面おも白しろがってやがるな。


　エプロンなんぞを付けて洗濯をする、自分の姿を思い浮かべて、シャノンは思った。確かに、腹を抱かかえて笑える光景だろう……自分のことでなければ。


　嫌いやがるだけ無む駄だだということは、経けい験けん上シャノンはよく知っている。 まあ、ラクウェルがやるよりはましだろう……と自分に言い聞かせ、シャノンはぱたぱたとパシフィカたちを追い払うような仕し種ぐさで掌てのひらを振った。


「あー……分かった、分かりました」


　ちなみに、ラクウェルは他人から見るとおっとりしていて、家庭的に見えるらしいのだが……迂う闊かつに彼女に家か事じを任せるととんでもないことになる。


　無能なのではない。掃そう除じは無論、料理、洗濯、いずれも、まともにやらせれば、人ひと並なみ以上にこなす器用さが、彼女にはある。


　まともにやらせれば、だが。


　彼女は目玉焼き一つ作るのにも、いちいち軍ぐん用よう攻こう性せい魔法を使いたがる。掃除、洗濯にしても、必要もないのに魔法を使って、いちいち余よ計けいな結果を引き出してしまう。そういう娘むすめなのだ。


　昔むかし、家の大掃除の時など、洗濯用の簡かん単たんな命令を埋うめ込んだ仮か想そう精せい霊れいを起き動どうさせたはいいが、その精霊が暴ぼう走そうし、手当たり次し第だいに洗濯を始め……挙あげ句くに、自分が着ている服ごと洗濯されて、溺でき死ししそうになった経験が、シャノンにはある。


「好きにしろ……ただし一応、ラクウェルについていってもらえよ」


「うん、じゃ、ラクウェル姉ねえ呼んでこよ」


　困こん惑わくの表情を浮かべて、兄と妹を見み比くらべるウイニア。だがパシフィカは全まつたく気にせずに二階の客室へ上がっていった。


「あの……」


「とりあえず洗濯でもしとくよ。シーツにカーテンに枕まくらカバーってところか。まあ、細こまかい模も様よう替がえは、帰ってきてから指し示じしてくれ」


　苦笑するシャノンに、ウイニアが慌あわてて首を振る。


「やっぱり悪いですよ、お客さんにそんな」


「気にするな、気にするな……あいつの我わがままは、昨日きのう今日きように始まったことじゃないしな。ま、値切った宿やど賃ちん分は働くさ」


　シャノンは肩かたを竦すくめて笑った。








　中央大通りに立ち並ぶ商店。


　その中の一つ、タウルスで最もつとも大きい雑ざつ貨か屋やの店内に、パシフィカたちの姿すがたはあった。


　生活用品から土産みやげ物まで手広く扱あつかう店である。品ぞろえが豊ほう富ふで、大型店てん舗ぽの強みか、値段も安い。


　こういう店は、昔は商品供給量の豊富な王都にしか、なかったものである。


　だが、ここ二十年ほどラインヴァン王国では戦争もなく、街かい道どうの整せい備びも進んできたので、流通速度、流通量がともに向こう上じようし、地方でもこういう大型店舗がちょくちょく見られるようになってきた。色々と便べん利りなので客の姿も多く、繁はん盛じようしているようだ。


　さて……


「ああ、あれ可愛かわいいわ、可愛いわ、ね、そう思わない？　あ、これも可愛いわ」


　そんな店の中を、やたらと盛もり上がって、ぱたぱた駆かけ回っているのは、パシフィカ……ではなくて、実はラクウェルの方であった。


　ウイニアがパシフィカを案内するのに同伴してきた訳わけだが……はっきり言って、どっちが保ほ護ご者しやか分からない状じよう態たいになっている。地方特産の、人にん形ぎようをあしらった一いち輪りん挿ざしや、彫ちよう刻こく入りの木製本立て、柄がら布ぬので作ったペン入れ等など々など……ちょっとでも変わったものがあると、手にとってはいじくり回している。


　まあ、それでも無差別に衝しよう動どう買いしないのは、最後の一線で、なけなしの理性が働いている証しよう拠こだろうが……


「これも可愛いわ、これもこれも可愛いわ……ああああ、これもっ」


　十五年も姉し妹まいをしているパシフィカは、今いま更さら驚おどろきもしないが……さすがにウイニアは、はしゃぎながら小物雑貨を漁あさるラクウェルを、呆ぼう然ぜんと眺ながめている。


　黒こく衣いの美女が、幼よう児じのように目を輝かがやかせてはしゃぎまわるその姿は……妙みように微笑ほほえましくはあった。


「ちょっと外で休もうか」


　苦笑してパシフィカがウイニアに言う。


「ラクウェル姉、私たち、ちょっと向かいの屋や台たいで休んでるから」


　可愛いわ、を連発する合あい間まにラクウェルが手を振ったのを確認すると、パシフィカはウイニアと一いつ緒しよに雑貨屋を出、通りの向かいに出ていた果か実じつ水すいの屋台の前に立った。


「お、見ない顔だね、お嬢じようちゃん」


　屋台の主人が気さくに声をかけてくる。


「旅行者かい？　今の季き節せつには珍めずらしいが」


「うん、そう」


　パシフィカもまるで、十年来らいの知り合いのように、愛あい想そう良く応じる。こういう屈くつ託たくのなさは、ウイニアも羨うらやましく感じるときがあった。


「おじさん、お勧すすめのやつ二杯はいね」


「困こまったな、どれもお勧めだよ、うちのはさ」


「うにゅ。それは失礼」


　パシフィカはぺし、と自分の頭を掌てのひらで叩たたいてみせる。その仕し種ぐさが気に入ったのか、気楽に笑いながら主人は言った。


「ま、強しいてあげるならリンゴかな。今年は出で来きがいいんだよ」


「じゃあ、それ」


「あいよ」


　出てきた果実水のカップには、これでもか、というくらいに生クリームがのっかっていた。


「これはおまけだ、可愛いお嬢ちゃん」


「またまた。そーゆーことされちゃうと、惚ほれちゃうじゃないの」


「はっはっは。滞たい在ざい中ごひいきに」


　などという会話の後、パシフィカは屋台の周囲にちりばめられていた椅い子すの一つに腰こし掛かける。ウイニアもそれに倣ならって彼女の隣となりに腰を下ろす。


「……変な姉でしょ？」


　改あらためて雑貨屋の方を眺ながめつつ、生クリーム入りの果実水を差し出すパシフィカ。


「黙だまってれば美人なのにね」


　それを言うならパシフィカ自身も『黙ってさえいれば』のクチだが、さすがにウイニアも指し摘てきする度ど胸きようはない。曖あい昧まいに作り笑いを浮かべながら、果実水を受け取った。


「でも、ああいう風に夢中になれるものがあるっていうのは、素す敵てきなことだと思います」


「まあ、前からああいう小物はラクウェル姉、かなり集めてたんだけどね」


　姉の部へ屋やの様よう子すを思い出しながら、パシフィカは笑った。


　シャノンやパシフィカと同じ広さの部屋だったはずなのだが、はっきり言って兄の部屋と姉の部屋では、森しん林りんと砂さ漠ばくほどにも物の存在する密度が違っていた。きれいに整理されていたので足の踏ふみ場もない、という訳わけではなかったが。


　何がそんなに良いのかは、全然分からなかったが……それらの一つ一つを、姉がまるで宝たから物もののように、愛いとし子のように、大事にしていたのを、パシフィカは覚おぼえている。


「でも……旅に出るときに、まとめて処しよ分ぶんしちゃったから、久しぶりに見ると嬉うれしくなっちゃうんだろうね」


　そして……それまでの生活に対する未み練れんを断たち切ろうとするかのように、それらを残らず、火にくべていた姉の姿すがたも。


「はあ……そういえばパシフィカさんたちは何のために旅を？」


　観光旅行というわけではなさそうだし、マウゼル教徒の巡じゆん礼れいにしては季節がずれている。


　この街まちに来て一週間、何をするでもなくただのんびりと彼かれ等らは日々を過ごしていた。


「んー……聞きたい？」


「そうですね……失礼とは思いますけど、やはりお客さんの素す性じようは気になります。うちはワケありのお客さんが多いですから」


「ワケあり？」


　ぴくりとパシフィカの表情が動く。


「借しやつ金きん取りに追われてる人とか、宿やど代だいを踏み倒そうとする人とか。やはり安宿ですし、ほとんど私一人が経営してるようなものですから、なめられちゃうのかも」


「ああ、そういうのね。うんうん。そっかー、大変だね」


　顔中クリームだらけになりながらも、パシフィカは重々しくうなずいた。


「まあ、慣なれましたけど」「そりゃ客の素性も聞きたくなるわよね」


「いえ、まあカスールさんたちには前金で一週間分もらってますし、無理にとは……」


「そうね」


　ウイニアの言葉を遮さえぎるようにしてパシフィカが言う。


「その『お客さん用』の喋しやべり方をやめてくれたら、教えてあげてもいいかな」


　悪いた戯ずらっぽい微笑ほほえみ。


「あの……」


　一いつ瞬しゆん、ウイニアは困こん惑わくした。


「それは、どういう……」


　いや……尋たずねながらもウイニアには分かっていた。


　既き視し感かん。あの時と同じだ。


　ずっとずっと昔むかし、ただ一度だけ差し伸のべられた、小さな手……その記き憶おくが脳のう裏りを過よぎる。


　……僕ぼくと、遊んでくれる？……


　遠い日の思い出。遠すぎて今はもう、決して手の届とどかない思い出。


　もう彼はいない。いなくなってしまった。


「私……」


　彼女はずっと自分に、沈ちん着ちやく冷れい静せいな人間たる事を課かしてきた。他人に接する時は注意深く言葉を選び、相応ふさわしい行動をとり……他人に自分の心を見せないようにしてきた。


　感情の表ひよう出しゆつを抑おさえる。他人行ぎよう儀ぎな口く調ちようを崩くずさない。余よ計けいなことに興きよう味みを示さない。


　それは、必要以上に他人の心に踏み込んだり、あるいは踏み込まれたりしないよう、距きよ離りをとるためのものだった。


　ウイニアにとって、他人と深く関かかわるのは、苦く痛つうだったからだ。


　友達などもういらない。二度といらない。


　そう思う。思っていた。


「いえ、あの……」


「……ん？」


　何かを促うながすように、ウイニアの瞳ひとみをのぞき込むパシフィカ。


　打算も悪意もなく……けれどそれ故ゆえにこそ、この少女の瞳は、ウイニアを追いつめた。


「うん……」


　観かん念ねんしたウイニアは、ぎこちなく微笑みを浮かべる。けれど、それは決して悪い気分ではなかった。


「教えて、パシフィカ」


「まあ、色々あってね」


　パシフィカは満足そうに微笑んだ。


「結局は私のためなんだけど……私は、ひとところに定住しないほうがいいの」


「え？」


　それは一体、どういう意味なのか。


「だから、シャノン兄にいもラクウェル姉ねえも、私につきあって、こんな行くあてもない旅をしてくれてるのよね」


　あっけらかんとした口調だ。


　だがその表情に、どこか寂さびしげで、大人おとなびた色が潜ひそんでいるのを、ウイニアは見み逃のがさなかった。普ふ段だん、自分の感情を抑え込んでいる分、ウイニアは他人の感情変化には敏びん感かんなところがある。


　漂ひよう泊はくの旅というものは、傍はた目めから見るほどには、気楽なものではない。素す性じようを証しようするものがなければ、働くのもままならないし、帰るべき家がないという事は、ひどく神経をすり減らす。地方によっては、街からの追つい放ほうが即すなわち死刑を意味する場合さえあるのだ。


「私が、奪うばっちゃったのよね。ラクウェル姉やシャノン兄から、家も、趣しゆ味みも、友達も、故こ郷きようも、平へい凡ぼんな生活を、全部」


「ど……どういう意味？」


「それは……」


　わずかに言い淀よどむパシフィカ。


　教えるとは言っても、どこまでウイニアに語っていいものか、判断に苦しんでいるのだろう。


「それは、汝なんじそのものが禁きん忌きであるが故ゆえ」


　断じる言葉は彼女たちの背はい後ごから来た。


　愕がく然ぜんと振ふり返るパシフィカ。彼女の反応につられるようにして、その視線を追うウイニア。彼女等は、街角にたたずむ四人の男たちを見た。


　まるで実体なき影のごとく、街の喧けん騒そうから切り離されて立つ、四つの人影。


　いずれも短く刈かり込まれた頭とう髪はつと、灰色の外がい套とうは、共通している。いや、他の部分も、恐ろしいほどに似に通かよっていた。


　シャノンやラクウェルのように、元々の顔立ちが似ているというのではない。その仮か面めんのような無表情や、人にん形ぎようのように機械的な物もの腰ごし、細こまかな仕し種ぐさなどが、まるで性た質ちの悪い冗じよう談だんのように、統一されているのだ。


　男たちは一いつ斉せいにこちらに向かって歩き出す。


　懐ふところから、小さな三み日か月づき形を二つ組み合わせた、奇き妙みような道具を取り出すのも全まつたく同時であった。


「ウイニア、逃げて、早く」


　パシフィカが低く囁ささやく。


　彼女が緊きん張ちようしているのは、ウイニアにも分かったが……同時にただ混乱したり、困こん惑わくしているのでないことも、感じ取れた。


　それは事じ態たいを受け入れている者の冷静さだった。受け入れてなお、それに挑いどもうとする者の。


「あいつらは私が狙ねらいだから、逃げれば、ウイニアまでは追いかけないと思うわ」


　男たちの動きが、ごくゆっくりとしたものであるため、周囲の人々も、特に彼等に注意は払っていない。


　雑然と流れて行く街角の風景の中で、鏡きよう像ぞうの群むれのような男たちの姿すがたは、日常というものの中にぽっかりと空あいた穴あなであった。


　ウイニアはその落らく差さに思考が止まってしまうのを感じる。


　……何？　何なの？　何が起こって……


「早く！　一いつ緒しよにいると巻き込まれるわよ！」


「で、でも……あの……」


　男たちの持つ道具の周囲に輝かがやきが滑すべる。


　刃やいばだ。握にぎりの部分を除のぞき、彼等の持つ道具の外周は、剣にも勝まさる鋭えい利りさで研とぎ澄すまされているのだ。懐に隠かくせる小ささだが、握って使えば、剣の斬ざん撃げきを受け止め、ただ正せい拳けんを突き込むだけで相手を斬ざん殺さつしうる。投げて使えばその複雑な形状故ゆえに、予測し難がたい軌き道どうでもって、犠ぎ牲せい者しやを襲おそう。


　無論ウイニアは知る由よしもないが、それは双そう月げつ刃じんと呼ばれる、特とく殊しゆな暗殺用武器であった。


「粛清パージ」


　誰だれが言ったのかは、分からない。あるいは全員で唱しよう和わしたのかもしれないが、どちらにせよ、大差あるまい。


　男達は、一いつ斉せいにその双月刃を振りかぶる。小さな動きだ。殺意を込めるにはあまりにもささやかな、手の動き。


「だ……」


　ウイニアには、まだ事態がよく飲み込めていなかったが、彼らが、パシフィカに危き害がいを加えようとしているという事実だけは、はっきりと認にん識しきできた。


「駄だ目めっ……！」


　叫さけびを切り捨すてるように、放はなたれる刃。


　十分に速度と回転を与えられた四枚の刃は吸すい寄せられるようにパシフィカに迫せまり……


「……壁かべよ・阻はばめ」


　しゃん！


　涼すずやかな音が、通りに響ひびき渡る。突とつ如じよ、折り重なるようにして出現した、光る幾き何か学がく模も様よう……それが、パシフィカたちの直前で双そう月げつ刃じんをまさしく盾たてとなって防ふせいだのである。


　軍用防ぼう性せい魔法〈塞壁ミズガルズ〉。


「…………!?」


　それまで事態に気づいていなかった人々も、この時初めて、パシフィカたちを振り向く。


　そして。


　驚おどろきも焦あせりもなく、男たちが振り向いた先には、街がい路ろを吹き抜ける風に黒い髪かみと外がい套とうをなびかせて立つ、女魔ま導どう士しがいた。その飄ひよう然ぜんたる姿は、観みる者のため息を誘さそうほどに、美しく……


「ラクウェル姉！」


　……しかし、胸むな元もとに抱かかえた小物雑貨の紙かみ袋ぶくろが、ちょっと間抜けといえば、間抜けだった。表情にしても、いつもの、とろんと幸しあわせそうに緩ゆるんだままなので、いま一つ緊きん迫ぱく感かんがなかったりもする。


「うちの妹に、何か御ご用ようですか？」


　近所で、顔見知りに会ったかのような口く調ちようで、ラクウェルは言った。


「……〈粛清使パージヤース〉の方々」


　男たちは無む言ごん。


　そして次の瞬しゆん間かん、やはり一いつ斉せいに懐ふところから二枚目の双そう月げつ刃じんを取り出す。


　躊ちゆう躇ちよも困こん惑わくも無む縁えん。標的の前に立てばただ主しゆの御み名なにおいて滅めつ殺さつするのみ。


　対してラクウェルも右手を伸のばし唱となえる。


「炎ほのおの民たみよ・踊おどれ」


　同時に、ラクウェルの深しん層そう記き憶おくに圧あつ縮しゆくされていた起き動どう手順が解かい凍とうされ、魔ま導どう式しき実行処しよ理り用に設定された仮想意識エミユレータの中に展開、本ほん来らい必要とされる十分の一以下の時間で、軍用攻こう性せい魔法〈炎陣ムスペル〉が顕けん現げんする。


　爆音が通りの真ん中に弾はじけた。


　突如として生じた爆発に、人々が悲ひ鳴めいをあげて地に伏ふせる。もうもうと舞まい上がる爆ばく煙えんと砂さ塵じんが、街路の光景を白く塗ぬりつぶした。


「パシフィカ、ウイニア」


　煙けむりに紛まぎれて、二人に駆かけ寄ったラクウェルが言う。


「逃げましょ」


「やっつけたんじゃないの？」


　そう尋たずねるパシフィカに、ラクウェルは少し首を傾かしげて言った。


「相手は〈粛清使パージヤース〉よ」


　その口調はやはり穏おだやかで、悔くやしがる様よう子すもない。淡たん々たんと事実を述べるだけだ。


「私も出会うのは初めてだけど……噂うわさが本当なら、私じゃ勝てないわ。シャノンのところに戻もどらないと」


　そう言うと、ラクウェルは意外な力の強さで二人の手を引いて、走り出した。








「まったく……」


　何十度目かの愚ぐ痴ちを独ひとりこぼしながら、シャノンはシーツを洗せん濯たく桶おけに突っ込んだ。


　大の男がするにはちょっと情なさけない格かつ好こうで身を屈かがめながら、石せつ鹼けんを塗ぬり、洗濯板の上でこすり始める。もっとも、嫌いや々いややっているはずのこの作業、心なしか彼の表情は楽しそうにも見える。本人は気づいていないようだが。


「面めん倒どうくさいんだよな、この……染しみが……くそ、取れんな……うーむ」


　結けつ構こう、ムキになる方らしい。じゃぶじゃぶごしごしと、シーツの端に付いた汚よごれを執しつ拗ように洗う。何だかんだ言っても、こういう作業は嫌きらいではないのだろう。


「……良い嫁よめになれるな」


　不意に響ひびく声。


「余よ計けいなお世せ話わだ」


　シャノンは、驚きよう愕がくをなんとか意い志し力で抑おさえ込み、振り返りもせずに答えた。


　振ふり返れば、その瞬しゆん間かんに隙すきが生じる。彼に察知させずに、すぐ背はい後ごまで接近できるほどの者ならば、その隙に二度はシャノンの心しん臓ぞうを貫つらぬけるだろう。


　……何者だ？


　相手に殺さつ気きがないのを確認してから、シャノンはゆっくりと立ち上がり、振り返った。無論、それでも右手はいつでも腰こしに吊つったままの刀かたなを抜けるよう、軽く曲げて柄つかの部分に触ふれておく。


「ん……？」


　シャノンは眉まゆをひそめながら、その声をかけてきた人物を見つめた。


「〈守護者ガーデイアン〉カスール姉きよう弟だいの片割れ、シャノン・カスール。どんな奴やつかと思っておったが」


「…………」


「エプロンが似に合あう奴とは意外であった」


「余計なお世話だっつってんだろうが」


　シャノンは、エプロンを自分の身から剝はぎ取りながら言った。物もの憂うげな表情は崩くずれていないが、若じやつ干かん頰ほおが紅あかいところをみると、やはり恥はずかしいらしい。


「怒おこるな。意外に可愛かわいいと誉ほめているのだ」


「子供に言われたかねえよ」


　そう。


　今、シャノンの前に立っているのは……まだ十歳に達しているか、いないか、といった幼おさなさの少女であった。観みる者の視線を例外なく釘くぎ付づけにしそうなほどの、整ととのった顔立ち。少女にありがちな儚はかなさ、弱々しさは微み塵じんもなく、己おのれの身長にも匹ひつ敵てきするかのような長い蒼あおの髪かみを束たばね、ぴんと伸のびた紫むらさきのリボンが、獲え物ものの音を探さぐる獣けものの耳のようにも見えた。


　美しい……非常に美しい少女だ。


　ただ、何ど処ことなくその整い方が硬かたい。この少女には、まるで緻ち密みつな計算のもとに作り上げられた、人にん形ぎようのような印いん象しようがあった。


　美しいが、可愛げがない。この少女の帯おびているのは、縫ぬいぐるみの愛らしさではなく、硝子ガラス人形の美しさだ。


　無む限げん遠えんに焦しよう点てんを固定したかのような、紫水ずい晶しようの瞳ひとみが、シャノンを静かに映うつしていた。
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「ま、見た目通りではないんだろうけどな」


「ほう？　どうしてそう思うのだ？」


「こうして真ま正しよう面めんから向き合ってても、気け配はいを感じないからな。おまえは実体じゃない、幻げん像ぞうだ。光学系の幻げん影えい魔法なのか、心理系の幻げん想そう魔法なのかは知らんが、とにかく幻まぼろしならば、どんな姿すがたも思いのままだろうさ」


　シャノンの言葉を証するかのように、少女は妙みように大人おとなびた仕し種ぐさで肩かたを竦すくめた。


「ふむ。まあその通りだ……この姿を設定したのは、私自身ではないのだがな。まあそんな事はどうでもよい。今日きようは忠ちゆう告こくしに来てやったのだ」


「忠告？」


「新しい刺し客かくが来ているぞ。マウゼル教の暗殺部隊だ。今も襲おそわれておったようだが」


　少女はそこで、シャノンの反応を窺うかがうように沈ちん黙もくする。だが彼の表情は、やはり物憂げなまま、目立った変化を示さなかった。


「……驚おどろきも焦あせりもしないのだな。妹いもうとがどうなったか、心配ではないのか？」


「ラクウェルがついてるからな。もしパシフィカが殺されてたら、今ごろ、この街まちは焼け野原になってるよ」


　そう言ってから改あらためて、シャノンは眼を細めてその少女……の幻を見つめた。


「……どうせ、何者だ、と聞いても答えてはくれないんだろうな」


「信じてくれとは言わないが、私は君たちの味方だ。素す性じようについては、今は言っても信じまい。名乗る分にはやぶさかでないが」


　そして少女は一いつ瞬しゆん、考え込むような表情を見せてから、静かに言った。


「私のことはアーフィとでも呼んでくれ」


「愛あい称しようって訳わけか」


「いや、略りやく称しようだ。覚おぼえておいてくれ」


　少女……アーフィはそう言うと、その姿をゆらり、と揺ゆらめかせる。次の瞬間、少女の幻像は砕くだけ散るように無数の細さい片へんに分ぶん離りし、それらも虚こ空くうに溶とけ入るようにして消しよう滅めつした。


「……訳が分からんな」


　がりがりと後こう頭とう部ぶを搔かくシャノンの耳に、聞き慣なれた声が届とどく。どうやらパシフィカたちが、敵の攻撃を凌しのいで戻もどってきたらしかった。








「あ、あの……！」


　訳が分からずに、視線を右う往おう左さ往おうさせるウイニアの目の前で、てきぱきと荷物は片づけられていった。


　彼かれ等らはいつも、そうしてきたのだろう。慣れきったが故ゆえの手て際ぎわの良さが、ウイニアの眼にはむしろ、哀かなしく映うつった。


　迅じん速そくで的確な撤てつ収しゆう作業。


　後には何も残らない。思えば彼等が〈大おお熊くま亭てい〉に滞たい在ざいしたのは、わずかに一週間だ。立ち去ってしまえば、彼等が暮くらした日々の痕こん跡せきなど、残るはずもない。全すべては幻であったかの如ごとく、ただ追つい憶おくのみが残る。


　寄よる辺べもなく、友もなく、ただ追われ、戦い続ける日々。それがどんな生き方かは、ウイニアには想像もつかなかったが……


「ごめんね、変なことに巻き込んじゃって」


　短い荷に造づくりの後、パシフィカは言った。


「私さ、ちょっと甘あまえてたんだ。旅が長くって、疲つかれてたんだよね。そんなことあるはずないのに、つい思っちゃったのよ……この街なら普ふ通つうに生きていけるんじゃないかって」


「パシフィカ……？」


「友達がいて、帰る家があって……ついつい、そんな甘いこと考えちゃったの」


　誰だれもが当たり前のように持っているもの。かつては彼等さえ、それを持っていることに、何の幸せも意識していなかったもの。平へい凡ぼんでささやかすぎるはずの、喜び。


　それがパシフィカたちにとっては、ひどく遠い……手の届とどかないほどに、遠いところにあるのだ。


「でも安心してくれていいよ。私たちがいなくなれば、ウイニアに危害が及およぶことはないと思うから」


　……行ってしまう。


　ウイニアは思った。


　彼等は元より、この地にはただ立ち寄っただけの旅人だ。出て行けばもう二度と会えない。少なくともパシフィカたちは、もう二度と会わないように……会って迷めい惑わくをかけないように、ウイニアの元から去ろうとしている。


　ウイニアの胸むねに焦しよう燥そう感かんがつのった。


　仲良くなれると思ったのに。


　せっかく……パシフィカが手を差し伸のべてくれたのに。こんな私に、手を差し伸べてくれたのに。私も、ただ純じゆん粋すいに、彼女たちのことが好きになれると思ったのに。


　なのにパシフィカ……あなたたちまで行ってしまうの？


　嫌きらわれたのならば、別れるのは仕し方かたない。追い求めるものがあるのならば、引き止めることはできない。でも、こんな理り不ふ尽じんなことで、別れるなんて。


「あ、あの……」


　戸と惑まどいながらも、引き留とめるための言葉を口にしようとするウイニア。だがこんな時に限って言葉が出てこない。


　本心からの一言、ただそれだけでいいはずなのに……


「……まずいな。もう来たか」


　シャノンのつぶやきと同時に、〈大熊亭〉に硝子ガラスの割れる音が響ひびき渡った。








〈粛清使パージヤース〉たちは窓まどを蹴け破やぶり、〈大熊亭〉の食堂に飛び込んだ。


　足が床ゆかを踏ふみ締しめるまでの、わずかな一いつ瞬しゆんに、〈粛清使パージヤース〉たちは目標を視し認にん、攻こう撃げきに移ることができる。彼等の着地の足音が響いた時には、全すべてが終わっているという寸すん法ぽうだ。


　空中で四よん対ついの眼が、食堂の片かた隅すみに立つシャノンを捕ほ捉そくする。


　……粛清パージ目標視認。


　声もなく、目くばせさえなく、四人の暗殺者は、同じ思し考こうで同時に結論する。


　……粛清パージ！


　迸ほとばしる四枚の刃やいば。


　まったくの同時攻撃である。刀とう剣けんの一本では防ふせぐことはできまい。


　純じゆん白ぱくの色しき彩さいが広がる。


　彼等の投げた双そう月げつ刃じんは、いずれも打ち振られたテーブルクロスによって弾はじかれていた。普ふ段だんはただ、食卓を清せい潔けつに飾かざるだけの布でも、適切な回転と速度を与えてやれば、それは凶器を弾き飛ばす盾たてとなりうる。


　双月刃は虚しく床に転ころがり、あるいは壁かべに突き刺ささって、止まった。


「……ああ」


　うめくような声が漏もれる。


「折角、洗ったってのに……」


　シャノンはテーブルクロスを投げ捨すてながら言った。


〈粛清使パージヤース〉たちの第一撃を見み事ごとに防いだ白布だが、さすがに凶きよう器きがこすった部分は、糸のほつれや裂さけ目ができてしまっている。


〈粛清使パージヤース〉たちは既すでに次の攻撃態勢に移っていた。


　四人が、それぞれシャノンを半円状に囲かこんで展開、新しい双月刃を両手に持って、拳けん闘とう家かのような構かまえを示す。


　食堂は〈大熊亭〉の中で一番大きな部へ屋やではあるが、それでも野や外がいに比くらべると動きは 著いちじるしく限定される。本ほん来らい、双月刃はその間合いの小ささを投とう擲てきすることで補おぎなうが、屋おく内ないの戦せん闘とうともなれば、その欠点がそのまま長所となるのだ。


　刀とう剣けんは間合いが長い反面、それを振り回すには相応の空間が必要になる。ただ殴なぐるという作業で相手に致ち命めい傷しようを与えられる双月刃と、どちらが立ち回り易いか、いうまでもあるまい。


　やはり互たがいに何の合あい図ずもなく、しかし同時に四人分の手が、足がシャノンを襲おそう。


　素す早ばやく身をひねってかわし、あるいは刀かたなで受け止めるシャノン。だがかわしきれなかった一撃が、彼の頰ほおをこすって過ぎた。


　一瞬遅れて……思い出したかのように血の珠たまが彼の頰に浮かぶ。


「ち……」


　強敵だ。一人一人は倒せない相手ではないが、四人まとめての格かく闘とう戦せん能力は、シャノンを上うわ回まわっている。一瞬でも気を抜いたら、双月刃は彼の急所に突き込まれるだろう。


　パシフィカたちはとりあえず奥の厨ちゆう房ぼうに立てこもらせてあるので、そちらを気にする必要はないのだが……


「〈粛清使パージヤース〉か……」


　次々と繰くり出される刃やいば。


　攻撃と攻撃とのつながりに、全まつたく隙すきがない。ただでさえ一対四という不利な条件の上、〈粛清使パージヤース〉たちは、異常に統制のとれた動きをする。寸すん分ぶんの狂くるいもなく同じ体術で、同じ急所を狙ねらってくるのだ。その様さまはまるで、四人で一匹ぴきの獣けものであるかのようであった。


「教会が独自の暗殺部隊を持ってるってのは、話には聞いてたが。まったく暑あつ苦くるしい連中だな。揃そろいも揃って同じ顔しやがって」


　攻撃が同質な分、一度慣なれてしまうと一打一打の防ぼう御ぎよはたやすい。だが、同じ容よう貌ぼう、同じ体術、同じ武器が、同じ技わざで続けざまに打ち込まれてくるのだ。休みなくさばいていると、自分が何人と闘たたかっているのか、認にん識しきが曖あい昧まいになってくる。


　無限に続く合わせ鏡かがみの悪あく夢む。


　しかもこの悪夢は人を刻きざみ殺す。


　既すでにシャノンの身体からだのあちこちに、双月刃の傷が刻まれていた。傷自体は浅く、それぞれ大した出しゆつ血けつではないのだが……流りゆう血けつと共に活力がゆっくりと奪うばわれてゆく。


「…………！」


　厨房へ続く扉とびらの隙間から、その様を見ていたウイニアは、悲ひ鳴めいをかみ殺した。


　まるで激しく汗あせをかくかのように、己おのれの血を全身に浮かべているシャノン。本物の戦闘というものを、初めて間ま近ぢかに見たウイニアは、ただ、喘あえぐように息を荒らして見つめるだけだった。


　だが……


「全すべては主しゆなるマウゼルのために」


「我われらは個にして全、全にして個」


〈粛清使パージヤース〉たちの声が、厳おごそかに響ひびく。まるで聖句を唱となえるかのごとく。


「裏切りも背はい約やくもなく」


「我らは信しん仰こうによりて一つとなる」


「信仰こそが我らの全まつたき絆きずな」


　彼等に「仲間」という意識はない。


　互たがいが互いの一部であり、分身である。それ故ゆえ、事前の打ち合わせも合あい図ずも必要なく、同じ技、同じ力、同じ思考をもって、彼等は僅わずかな狂いもなく動くのだ。一匹の獣が、いちいち自分の四し肢しの動きを意識しないのと同じく。


「…………」


〈粛清使パージヤース〉たちの言葉は、ウイニアの心に鋭するどく響いた。


　完全なる絆。


　絶対に絶たたれることのない、つながり。


　そこに裏切りはなく、孤こ独どくもなく、絶望もなく……


　ウイニアは喘ぐように息を吐はいた。


　一いつ片ぺんの疑いもなく、互いを自分自身として信じきれる彼等の姿すがたは、ウイニアには、羨うらやましく見えた。たまらないくらいに、羨ましく見えた。


　けれど……


「……何が絆だ」


　動くたびに傷口から紅あかい雫しずくを撒まきながら……しかしシャノンの声にあるのは、恐きよう怖ふでも焦しよう燥そうでもなく、ただ物もの憂うげな響きであった。


「確かに連れん繫けいは大したもんだ」


　実際、シャノンは反撃の糸口をつかめないでいる。防ぼう御ぎよとて無限に続けられるわけではない。このまま流血が続き、疲ひ労ろうが蓄ちく積せきされれば、いずれ致ち命めい的てきな隙すきを生じさせてしまうだろう。


「だがな、てめーらのは信しん頼らいでも何でもない。てめえらは、怖こわかったんだろう？　他人に触ふれるのが怖くて……裏切られたり傷つけられたりするのが怖くて、自分以外の人間を否ひ定ていしたんだろう？」


　一いつ瞬しゆん、シャノンの表情に獣けもののような獰どう猛もうな笑いが浮かぶ。


「…………！」


　その横顔を見ながら……まるでそれが、彼の言葉が、自分に向けられたものであるかのように錯さつ覚かくして、ウイニアは身を震ふるわせた。


「信しん仰こうだ？　笑わせるな。てめえらは何も信じる勇気が持てなかったから、ただ、考えるのを止やめただけだろうがっ！」


〈粛清使パージヤース〉たちは無む言ごん。


　だが一瞬ながらその動きに滑なめらかさが失うしなわれたように、ウイニアには見えた。


　一番手近な〈粛清使パージヤース〉に向けて、強ごう引いんに突とつ進しんしながら、シャノンが刀かたなを叩たたき込む。無論、〈粛清使パージヤース〉は双そう月げつ刀じんでそれを受け止めはしたが、彼の勢いきおいまでは殺せなかった。


　刃やいばを交まじえたまま、渾こん身しんの力でシャノンは〈粛清使パージヤース〉の身体からだを〈大おお熊くま亭てい〉の壁かべに叩き付ける。壁に激突した〈粛清使パージヤース〉は背せ骨ぼねを傷いためたか、苦く鳴めいを漏もらして動きを止めた。だが同時にシャノンも隙だらけの背中を残りの三人にさらすことになった。


　……好機！


　そう判断して、残りの三人が一いつ斉せいにその背中に向かう……


「だからこんな単純な手に引っ掛かるんだよ」


　背中を向けたままそう言うと、シャノンは……いきなり、倒れるように床ゆかに伏ふせた。


　予想外の動きに、双月刃を空から振ぶりさせる三人の〈粛清使パージヤース〉。彼らは自分たちが『集められた』とは気づかなかったろう。


「……雷槌ミヨルニルよ・撃うて！」


　壁かべ越ごしに響ひびくラクウェルの声。


　既すでに起き動どう準備されていた攻こう性せい魔法は、水平に薙なぐようにして放はなたれた。強きよう烈れつな電光が、壁をぶち抜いて教会の暗殺者たちを打ったのは、次の瞬間であった。　








　馬車に荷物を積み込んでから、パシフィカが振り返る。


「……じゃあね」


　笑顔を取り繕つくろってはいるが、ウイニアにはその奥に押し込められた彼女の寂さびしさが見えたような気がした。


「この一週間楽しかったよ。ありがとうね」


　そう言ってパシフィカはウイニアに背中を向ける。そのひどく小さく見える背中に向けて、ウイニアは言った。


「……待って」


　すがるような声に、パシフィカやシャノン、ラクウェルの背中が揺ゆれる。


　動どう揺ようを押し隠かくすようにして振り返ったシャノンたちが見たものは……にっこりと、異い様ようなくらいに、愛あい想そう良く微笑ほほえむウイニアであった。


「まさか、このまま知らん顔して行けると思ってるんじゃ、ないですよね？」


「え……いや……」


　シャノンの額ひたいに冷ひや汗あせが浮かぶ。


　対して……よく見ると、微笑むウイニアの額に怒いかりの血けつ管かんが浮かんでいたりする。


「俺おれたちがここにいては、君や街まちの人たちに迷めい惑わくがかかる……だから」


「そんなこと言ってごまかそうたって、だめです。どうしてくれるんですか、この有あり様さま？」


　そう言ってウイニアが指さし示す先には、厨ちゆう房ぼうから食堂、外がい壁へきにかけて、抉えぐられるように破は壊かいされた〈大おお熊くま亭てい〉の無む残ざんな姿すがたがあった。


　元より老ろう朽きゆう化かしていた上に、シャノンが〈粛清使パージヤース〉と暴あばれ回り、さらにはラクウェルの攻性魔法がとどめを刺さした形になっている。


「いや、それは……」


「弁べん償しようしてもらいますよ、カスールさん。ちゃんと修しゆう繕ぜんして、お客様をお迎むかえできる〈大熊亭〉に修復できるように」


「しかし、その……持ち合わせがだね」


　旅に出て早、一年余あまり。家から持ち出した金はそろそろ底をつくし、旅先でちょこちょこと小こ遣づかい稼かせぎに引き受ける仕事の報ほう酬しゆうなど、たかがしれている。


　要するに、シャノンたちには即そく座ざに弁償できるだけの、まとまった金の持ち合わせがないのだ。そもそも金に余よ裕ゆうがあるのならば、〈大熊亭〉に、しかも値切って泊とまりはしない。


「ないなら働いて作ってください。それまでは勝かつ手てに出ていくなんて許ゆるしません！」


「いや、しかし殺し屋が……」


「そんな言い訳わけは通用しません。どうせこのままだと、商売できなくて首を吊つるしかないんですから」


　両手を腰こしに当てて三人を睨にらみ据すえながらウイニアが言う。彼女の発する予想外の迫はく力りよくに、シャノンたちはろくに反論もできず、ただ呆ぼう然ぜんとしている。


　ただ……怒おこっているはずのウイニアの表情は、どことなく嬉うれしそうにも見えた。


「えーと……いや、だから……」


「それまでは宿しゆく泊はく費ひは実じつ費ぴだけにまけといてあげますから、ちゃんと働いて修繕費を返すこと。いいですね？」


「いや、その……」


「い・い・で・す・ね？」


「……はい」


　三人は揃そろって首をうなだれる。


　こうして。


　シャノン、ラクウェル、パシフィカの三人は、タウルスの街まちでの滞たい在ざい期間をもう少し延えん長ちようすることとなったのである。




　第二章　美女と魔ま獣じゆう







　古こ今こん東とう西ざい……そもそも人間が文明という衣ころもを帯おび、獣けものと違ちがう道を歩み始めた時より、貧ひん富ぷの差というものは、常つねに人々の生活に付きまとってきた。


　富とみは偏かたより、その集中はさらなる集中を生む。その一方で、貧ひん困こんはさらなる貧困を呼び、貧まずしき者を苦しめる。困こん窮きゆうの末に、そこからの脱だつ出しゆつを死に求める者たちも、後を絶たたない。


　無論それは、避さけ得えない事じ態たいではある。


　人間は決して平びよう等どうではない。命の価値は平等であっても、肉体、精神、環かん境きよう、といった各種の資質は、生まれながらにして既すでに不公平の極きわみである。そして、それを社会は容よう認にんする。理想はともかく、容認せざるを得ない。競争原理は社会発展の基き礎そである。無能有能を区別しない画かく一いつ的てきな管理の方が社会としては不ふ健けん全ぜんと言えよう。


　とはいえ。


　現に貧困に苦しむ人間にとって、そのような小こ癪しやくな理り屈くつは意味がない。


　明日あしたに食べるパン一切れさえないような生活を送ってみれば、誰だれもが世の不平等に怒いかりを覚おぼえるはずだ。それが特権階級の搾さく取しゆによるものか、単に自分についてまわる不運によるものかは、ともかく。


　さて。


　貧困という苦く境きように陥おちいった者たちにとって、そこからの脱出、あるいはさらなる苦境に陥らないための現状維い持じ策さくとして、とるべき選せん択たく肢しはそう多くない。


　一つは前ぜん述じゆつの通り、死だ。


　逆に、希望を胸むねに、ひたすら地じ道みちに働くというのも、手ではある。


　だが……若い娘むすめの身となれば、ひどく安あん易いな、けれどそれだけに手っ取り早い道というものが開ける。開いてしまう。それが美しい娘ならなおさらだ。


　女であること、美しいこと……それはある意味、資産だ。それを利用するのは、歴史ある金きん銭せん取しゆ得とくの方法である。元もと手では自分自身。まず必要な準備金というものもない。


　無論、人によってはそれを堕だ落らくと謗そしるだろう。


　だが、それでも選択の余よ地ちがない場合というのは、人生において少なからず存在する。


　つまり……


「あの……私……」


　心持ち恥はずかしそうな表情を浮かべて、ラクウェルは言った。


　長い黒くろ髪かみの美しい娘だ。非常に整ととのった顔立ちだが、どことなく緩ゆるんだ表情が、愛あい嬌きようを感じさせる。


　そして、そこはかとない色いろ気けも。


「こういうことをするの、初めてで……」


　そう言う声に重なる、衣きぬ擦ずれの音。


　普ふ段だんは背の高い童どう女じよ、といった雰ふん囲い気きの彼女だが、こうして着ているものの大部分を脱ぬぎ、薄い下着姿になると、やはり歳とし相応の……いや、同年代女性の平へい均きんから比くらべれば、それ以上の、艶つやっぽさというものが見える。もっともそれでもどこか清せい楚そさを失うしなっていないのは、彼女の特質だろう。


　男という生き物は、こういう雰囲気に弱い。


　悲しいかな、そりゃーもう、弱い。


「ええと……どうでしょう？」


　そう言って、ラクウェルは相手によく見えるように、くるりとその場で回った。


　白いエプロンの胸に、大きく書かれた「ボランド商店」の文も字じが目立つ。


「うん、上じよう出で来き、上出来」


　販売促進キャンペーン用の衣い装しよう──といっても、単なる女じよ給きゆう服ふくだが──に着き替がえたラクウェルを眺ながめながら、ミシェル・ボランドは大きくうなずいた。








　シャノンたちはここ数日、タウルスの街まちで仕事を探さがし回っていた。


　言うまでもなく、彼らの立ち回りで壊こわしてしまった〈大おお熊くま亭てい〉の厨ちゆう房ぼうと食堂を修しゆう繕ぜんする費用を稼かせぐためだ。大だい工くの見み積つもりを頼たのんだところ、シャノンたちが思っていたほどには高くつかないようだったが、それでも提示された金額は、決して安くなかった。


　そのため、シャノンたちはとりあえず働き口を探して回ったわけだが……街とはいっても、特に大きな産業もない田舎いなかで、そうそう、よそ者に割の良い働き口など見つかるはずもなかった。


　低てい賃ちん金ぎんでも仕事があれば、まだましである。ラクウェルは人当たりが良いせいか、ちょこちょこと近所で家か事じ手伝いや、赤ん坊ぼうの子こ守もりなどして小こ銭ぜにを稼いでいたが……シャノンはというと、仕し方かたなく暇ひまなときは〈大熊亭〉の炊すい事じ洗せん濯たくをしたり、『包ほう丁ちよう研とぎます』という手製の看かん板ばんを脇わきに置いて、大通りに座すわったりもしていた。


　ちなみにパシフィカはというと、『私って扶ふ養よう家族だもーん』とのたまって、街をぶらぶらと歩き回っている。まあ、何だかんだ言いつつも、彼女は彼女で仕事を探し回っているようだったが。


　そんなある日。


　遅ち々ちとして進まない借しやつ金きん返へん済さいに苦く悩のうするシャノンたち──というか、主おもに苦悩していたのはシャノン一人だが──の元へ、〈大熊亭〉も多少ながら取引のあるパン屋、ボランド商店から、ちょっとした仕事の依い頼らいが舞まい込んできたのだ。








「要するに」


　台の上に丸くて小さなパンを並べながら、ミシェルは言った。焼きたてなので、香こうばしい匂においがそれだけで通りに拡がってゆく。


「新商品を売りだすんだけどね」


　ミシェル・ボランド……今回の雇やとい主ぬし、ボランド商店の一人娘である。


　短めに整ととえた茶色の髪かみや、くるくるとよく動く黒い瞳ひとみのために、明るく活動的な印いん象しようを受ける。歳としは十七、ウイニアと同じだ。


「ちょっと人手も足たりないし、うちの親おや父じも今回はかなり自信作らしいし、どうせならちょっと派は手でにやろうかと思ってね。今回の新作の基本販売方針コンセプトは『ほろ苦にがい初恋の味』だから、下へ手たにそこらのおっさんおばさんに手伝ってもらうより、妙みよう齢れいの美人に手伝ってもらった方がいいでしょ」


「……で、これか」


　シャノンが呆あきれたように言った。


　二人……いや、女給服姿のラクウェルを含ふくめると三人……がいるのは、ボランド商店の前、商しよう店てん街がい通りの一いつ画かくである。ボランド商店そのものは、構造木材の色をそのまま生かし、落ち着いた雰ふん囲い気きを持つ店みせ構がまえなのだが、今、その店先にはやたらと派手な色使いのノボリが立ち並び、これまた派手な柄がらの布をかけた机つくえに、もっと派手な色のチラシが、でん、と積まれていた。


「お願いしまーす……ボランド商店、自信の新作を、是ぜ非ひご賞しよう味みくださいー」


　ラクウェルはというと、いつものとろんと緩ゆるんだ幸しあわせそうな笑顔を、垂たれ流……いや、振りまきながら、手に持った盆ぼんの上のパンを、道行く人々に勧すすめている。


　パンそのものの味が良いのか、それともラクウェルの魅み力りよくなのか、あるいはただノボリやチラシに呆れただけか……とにかく、足を止めた人々はそのまま、ボランド商店を取り巻く人ひと垣がきへと変化しつつあった。


　はっきり言って盛せい況きようである。


「だからっていきなりこんな真ま似ねするこた、ないと思うが。こういっちゃなんだが、田舎いなかのパン屋に販キ売ヤ促ン進ペ活ー動ンなんているのか？」


「甘あまい、甘いわよ、シャノンさん。うちのクリームパンの約２・３５倍くらい甘いわよ」


　ちっちっち、と人差し指を振ふりながらミシェルが言う。


「……どーでもいいが、約、とか言いながら数字が細こまかいな」


「そっちこそ細かい男ね。女に嫌きらわれるよ？」


「ほっとけ」


　憮ぶ然ぜんとした口く調ちようのシャノンに対して、彼が気に入ったのか、ミシェルの口調は妙みように馴なれ馴なれしい。もっともそれが嫌いや味みにならない程度に抑おさえているのは、やはり客あしらいに長たけた商人故ゆえであろうか。


「タウルスには四軒ほどパン屋があるんだけどさ。クーナン商店ってとこの親父が、うちの親父と仲悪くてね。私も、あんまりあのクーナンの親父さんって好きじゃないけど。すぐ小こ娘むすめ小娘って馬ば鹿かにするし。とにかく、表おもて立だって喧けん嘩かとかはしないけど、ことあるごとに張りあってるのよね。で、最近売り上げで半年ほど負け続きだから、うちの親父も、何とか起き死し回かい生せいの策さくをとろーと思ったらしくて」


「……パン屋も大変だな」


　どーでも良さそうな口調でシャノンが口を挟はさむ。


「そーよ。大変なのよ」


　などとしみじみした口調で語るが、ミシェルの表情は明らかに面おも白しろがっていた。


　変な娘である。


「ま、丁ちよう度ど、ラクウェルさんみたいな人材がいて良かったわ」


「看かん板ばん娘なら自分でやりゃよかろうに」


　遠えん慮りよなくじろじろとミシェルを上から下まで眺ながめながら、シャノンが言う。


　特とく筆ひつするような美人ではないが、彼女には誰だれもが親したしみ易いような、気さくな雰ふん囲い気きが備そなわっている。


「話題性よ、話題性。私がやるより、素す性じようのはっきりしない神しん秘ぴ的な美女のほうが、お客さんも気になるってもんよ」


「神秘的……」


　シャノンは一いつ瞬しゆん、首を傾かしげてラクウェルの方を眺める。彼の双ふた子ごの姉は、にこにこと微笑ほほえみながら、厚あつくなってゆく人ひと垣がきにパンの切れ端はしを配くばっていた。


　常つね日ひ頃ごろから一いつ緒しよに行動している、双子の姉ではあるのだが……実際には何を考えているのか、分からなくなる時がある。いつも無意味に幸せそうな表情を見ていると、ふと衝しよう動どう的に、ぶん殴なぐって泣かせたり、怒おこらせたりしたくなる時もある位だ。


　パシフィカと並んで、シャノンにとっては身近な家族だが、つくづく双子といっても違う人間なのだと、実感させられる時は多い。


「まあ、ワケわからんとゆー意味なら、確かに神秘的かもな。ま、そのおかげで俺おれも、炊すい事じ洗せん濯たくから解放されたし、不満があるわけじゃないが……」


　ちなみにノボリだの、チラシだのは昨日きのう、徹てつ夜やでシャノンとミシェルが作ったものである。あまり良い出で来きとは言えない代しろ物ものだが、こういうものは目立てばそれでいいのだ。


「……どうしたのよ。落ち着かない様よう子すだけど？」


　妙みようにあちこちに視線をさまよわせているシャノンに気づいて、ミシェルは眉まゆをひそめた。


「今け朝さから妹いもうとの姿すがたが見えなくてな」


　一度、仮か眠みんを取りに〈大おお熊くま亭てい〉に戻もどると、パシフィカがいなくなっていた。ウイニアに尋たずねると、誰かと会う約やく束そくをしていると、言っていたという。


　パシフィカも自分の立場を理解しているので、あまり人ひと気けのない場所などには行かないだろうが……それでも事情が事情だけに、自分たちの目の届とどくところにいないと、どうしても不安を覚おぼえる。


「ああ、パシフィカちゃん、だっけ？」


「本当にもう野の良ら猫ねこみてーな奴やつでな。ちょっと眼を放はなすと、何をしでかすやら」


「うふふ。そこが可愛かわいいのね」


「…………」


　シャノンは無む言ごんでミシェルを振り向き、そして見せつけるようにため息をついた。


「部外者は気楽でいいよな」


「またまたあ」


　ぱたぱたとあおぐように掌てのひらを振ってミシェルは笑った。


「照てれちゃって。確か十五歳だっけ？　妹が可愛いのも分かるけどさ、そろそろ彼氏の一人もできたりする年とし頃ごろなんだから、野や暮ぼなことして、邪じや魔ましちゃ駄だ目めよ、おにーちゃん？」


「あのわがまま娘と付き合う奴がいるとすれば、よほど出で来きた奴か、被ひ虐ぎやく趣しゆ味みの変へん態たいか、そうでなければ、ただの馬ば鹿かだな」


　シャノンは苦笑する。


「何にしろ、俺の分ぶん担たんはもう終わりだろ。ちょっと妹を捜さがしてくる……」


　彼がそう言った時……


　順調にボランド商店を取りまいて膨ふくれつつあった人ひと垣がきが、いきなり一部、ほころびた。


　人々のざわめきが広がってゆく。それと同じくしてほころびも広がり、やがて人垣は真ん中から二つに割れた。


　飄ひよう然ぜんと通りに立つ、小こ柄がらな影。


「……なんだ？」


　眼を細めてつぶやくシャノン。


　そこには……奇き妙みような物体がいた。


　物体だ。生き物を模もしているが、明らかにその姿形はずんぐりむっくりで、一見して人じん工こう物ぶつと分かる。要するに……布や綿わたで創つくられた、いわゆる着ぐるみだ。


　緑色の、極きよく端たんな幼よう児じ体形。


　ほとんど、ばたつかせるためだけに存在しているような、短い手足。


　ぼさぼさの、髪かみだかトサカだかよく分からないもののせいでやけに体積の大きい頭部。


　申し訳わけ程度についている、角つのと、尻尾しつぽ。


　にこやかに細められていて、おもわずこじあけたくなるような眼。


「……ワニ？」


「ドラゴンだっ！」


　と答えたのは、当の物体ではなく、その背はい後ごから出てきた男だった。


　背はやや低めで太りぎみ、少々額ひたいの辺あたりりが涼すずしくなりつつあるような……まあ典てん型けい的てきな中年親おや父じである。胸むねに書かれた『クーナン商店』の文字が、雄ゆう弁べんに男の正しよう体たいを物語っていた。


「ドラゴン……」


　伝説的な魔ま獣じゆう。創そう世せい戦争において神とも渡り合ったといわれる最強の生物。今のダストヴィン大陸世界において、ドラゴンという単語から一いつ般ぱん的な人間が描えがき出すのは、そういった断だん片ぺん的な印いん象しようである。


　神しん話わ時代ならともかく、現在は実在する生き物でないため、その姿形の解かい釈しやくは様さま々ざまだ。


　タウルスのマウゼル教教会にも、創世戦争を描えがいた壁へき画ががあるが、ひどく抽ちゆう象しよう的てきで、あまりはっきりした描びよう写しやではない。その一方で、やはり創作意い欲よくをかき立てられる素そ材ざいなのか、宗しゆう教きよう画が家かなどが何枚もその姿をキャンバスに塗ぬり込んでもいる。だが、それも画家によって全まつたく違う形けい態たいに描かれていて、定説というものがない。


　恐おそらく、神と同じで、定さだまった形がないからこそ、時代を超こえて語り継つがれる魔獣なのだろうが。


　しかしそれにしても……


「すげえ解釈の飛ひ躍やくだな」


　どう見ても出で来き損そこないのワニにしか見えないそれを眺ながめつつ、シャノンがうめくように言った。角がなければ、どう見ても直ちよく立りつ歩ほ行こうする寸すん詰づまりのワニである。


「可愛かわいいだろう」


　自信たっぷりに言うクーナンに、ほんのちょびっとシャノンは戦せん慄りつした。


「うちはな、今度このスーピイくんを中心に、商品を展開してゆくつもりだ。スーピイくんクリーム、スーピイくんチョココルネ、スーピイくんデニッシュなどなど……死し角かくのない商品展開で、さらなる飛躍を目め指ざしている。そして、このスーピイくんでお子様の人気を獲かく得とくし、ゆくゆくは王都への支店設せつ置ちも考えているのだ。わはははは」


　などと大それた野や望ぼうを語りながら、クーナンが手持ちの袋ふくろから取り出したのは、問題の着ぐるみそっくりのパンだった。やたらと緻ち密みつに作られたそれが、クリームパンなのかジャムパンなのかは謎なぞだったが。


「そ……そんなものは邪じや道どうよ！」


　びし、と指を突つきつけながらミシェルは言った。とはいえ動どう揺ようしているのか、指先が揺ゆれていたりもする。


「パン屋としての誇ほこりはどこに行ったの？　正々堂々と味で勝しよう負ぶしなさい、味で！」


「……人のことを、とやかく言えた義理じゃないと思うが」


　ラクウェルの方を見ながらシャノンが言う。


　で……そのラクウェルはというと。


「か……」


　エプロンの前で両手を祈いのるように組み合わせ、カスール家の長女は夢見るような瞳ひとみでつぶやいた。


「可愛いっ……！」


「……やっぱり」


　シャノンが独ひとり、頭を抱かかえる。案の定じようというか何というか……とにかく、こうなったらラクウェルはまるで役に立たない。


「ちょっと、ラクウェルさん！」


　ふらふらとその着ぐるみに引き寄せられるラクウェルを、背はい後ごから羽は交がい締じめにし、ミシェルが喚わめいた。


「商売敵がたきの販はん促そく品ひんに心奪うばわれてどうすんの！　ちょっと！」


「ああ……スーピイくん……」


　ミシェルの声などてんで聞こえていない様よう子すで、うっとりとつぶやくラクウェル。


　でもって、そのラクウェルをうっとりと見つめる男たち。こういう時のラクウェルの、常つねにもまして潤うるんだような眼は、妙みように男心をかき立てるものがある。


「はっきり言って、どっちもどっちだが……」


　うんざりした様子でつぶやくシャノン。


「俺としては、ああいう間抜けな縫ぬいぐるみに入る奴やつの気がしれんな」


　物もの憂うげなシャノンの台詞せりふが聞こえたのか、びく、とその着ぐるみが震ふるえた。中に誰だれが入っているのかは分からないが、ちょっと傷ついたらしい。


「何を言うか。この愛らしさが分からんとは、心の貧まずしい人間だな、あんたも」


「苦労してるもんでな」


　ずりずりと雇やとい主ぬしを引きずったままスーピイくんに寄ってゆくラクウェルに、最後の手段とばかりに、ミシェルが叫さけんだ。


「ああああ、もう、時給、下げるわよ、ラクウェルさん！」


　そう言われて、初めてラクウェルの瞳ひとみに理性が戻もどった。まあ、かなり焦しよう点てんのぼやけた理性ではあるが。


「ふはははは。見たか、恐ろしいまでのスーピイくんの魅み力りよく！」


　確かにラクウェルだけでなく、その場にいた女性や、子供たちにも、結けつ構こう受けているようである。その短い手をぶんぶんと振るたびに、人ひと垣がきから笑い声や歓かん声せいがあがっていた。


「うぬぬぬぬぬぬぬぬ」


　ミシェルはラクウェルの背中に猿さるのようにへばりついたまま、苦く悩のうの声を上げた。


「く……こうなったら勝負よ！　ラクウェルさんとスーピイくん、どっちが優すぐれた販はん売ばい促そく進しん効こう果かを持つか！」


「望むところだ。だが、広くご家庭に受け入れられる可愛いスーピイくんと、ただ男の煩ぼん悩のうに訴うつたえるだけの小こ娘むすめと、どちらが優れた販促素そ材ざいかは、競きそうまでもなく明確だがな」


　クーナンが胸むねを張って応じる。まあ、一理ある主張ではあったが……


「……着ぐるみと同列扱あつかいか……」


　シャノンが哀あわれむように言う。


　それでもって……


「ええっ……？」


　……若じやつ干かん、ずれて悲ひ壮そうな声をあげたのはラクウェルであった。


　自分の背中に張り付いたままのミシェルに、無む理り矢や理り首を向けて尋たずねる。


「私が、スーピイくんと……闘たたかうんですか？」


「そうよ」


「そんな、そんな……」


　苦く悩のうすることしばし。


　だがすぐに持ち前の割り切りの良さが出たのか、ラクウェルは意を決した、といった様よう子すで拳こぶしを握にぎりしめ、うなずいた。


「所しよ詮せん、血ち塗ぬられた道なのですね……」


「血塗られてない血塗られてない」


　シャノンの突っ込みは無視。


「分かりました。では」


　そう言うとラクウェルは右手をあげた。


「貫つらぬきて滅ほろぼせ・我わが槍やりよ……！」


「やめんかい」


　攻こう性せい魔法を唱となえる双ふた子ごの姉にすたすたと歩み寄ると、シャノンはその後こう頭とう部ぶを掌てのひらで押す。つんのめりながらも振り返るラクウェルに、シャノンは面めん倒どうくさそうに言った。


「いきなり〈神槍グングニル〉なんぞ唱えて、何をしようてんだ、おまえは」


「だって……所詮、相あい容いれない定さだめなら、相手を侮あなどらず、全力で闘う……それが人としての道だと思うの」


「ヤな道だな……」


　恨うらみがましそうな眼のラクウェルを眺ながめながら、シャノンはため息混じりに続けた。


「いや、じゃなくて……いきなり相手を抹まつ殺さつしてどうする。勝負ってのはあくまで人気勝負だろうが。どっちが客に受けるかという……」


「そうなの？」


　眼を瞬しばたたかせてラクウェルが尋ねる。


「そ、そうだけど……」


　若干びびり気味に答えるミシェル。


　御ご禁きん制せいの攻性魔法をいきなり唱えられては、びびりもしようというものである。


　一いつ般ぱん的に、公的組そ織しきに属ぞくするか、公的組織からの免めん許きよがない限り、魔ま導どう士しといえども攻性魔法は使用を禁じられている。習しゆう得とくそのものに制限はないし、非殺さつ傷しよう系けいの軽い攻性魔法なら、わざわざ罰ばつ則そくが適用されることもないのが現状だが……


　ちなみに〈神槍グングニル〉というのは第一級の殺傷用魔法である。


「闘うっていうから、私てっきり……」


「……ひょっとして私、とんでもないのを雇やとったんじゃ……？」


　この少女にもラクウェル・カスールがどういう人間なのか、ちょっとは分かってきたらしい。もっとも、今いま更さら、後こう悔かいしても遅いが。


「では、勝負だ！」


　駄だ目めを押すように、クーナンが高らかに宣せん言げんした。








　久しぶりに祖そ母ぼが身体からだの調子がいいというので、〈大おお熊くま亭てい〉の番を頼たのみ、ウイニアはカスール三姉兄妹きようだいの様よう子すを見に、商しよう店てん街がいへと出てきた。


　確か、ボランド商店で何やら短期集中の仕事をもらったとラクウェルが言っていたが。


「変なことになってなければ、いいけど……」


〈大熊亭〉は客に出すパンの大半は自家製だが、たまに凝こった菓か子しパンを出したりする時はボランド商店と取り引きしている。その関係で、ウイニアはそこの一人娘むすめ、ミシェル・ボランドとも面めん識しきがあった。


　元々ボランド一家はもっと大きな街まちで商売をしていたらしいのだが、使用人が金を持って逃げたために一度店をたたみ、このタウルスで改あらためて店を出したのだという。元々が都会育ちのミシェルという少女は、何かとこの田舎いなか街に退たい屈くつしているようで、つまらないことを余よ計けいな騒さわぎにまで発展させてしまうような悪あく癖へきがあった。


　決して悪い人間ではないのだが……


「今け朝さからパシフィカの姿すがたも見えないし……え？」


　ウイニアは眉まゆをひそめて立ち止まった。


　商店街の一いつ画かく……丁ちよう度どボランド商店がある辺あたりに、人だかりができている。断続的に歓かん声せいなどもあがっているようだ。


「何……？」


　ウイニアは小走りに人だかりへと走り寄ると、人の波をかき分けて前に出た。


　そこで彼女が見たものは。


「８番、スーピイくん、でんぐりがえりします！」


　クーナンが宣せん言げんすると、何やらわけの分からない生き物を模もした着ぐるみが、お立ち台の上で宣言通り、ころんと前転した。単純な動作だが、身体からだに対して異常に頭部が大きく、手足は異常に短いので、意外と困こん難なんな作業なのか、どうにも動きがもどかしい上に、終わった後でも立ちあがれずに、手足をばたばたと動かしている。


　はっきり言ってどんくさいことこのうえないのだが……


「きゃああ、可愛かわいいーっ」


「おおおお、可愛いぜ、スーピイくんっ！」


「スーピイくんいかすう！」


　それがまた観かん衆しゆうには可愛く見えるらしい。スーピイくんとかいう名前の着ぐるみも、受けるのが嬉うれしいのか、くい、と首を傾かしげる。その小鳥のような無む垢くな仕し種ぐさに、また観衆がわいた。


「ああ、スーピイくん、おまえってやつはああ！　可愛いぜちくしょー！」


「スーピイくん、こっち向いてー！」


　ウイニアは呆ぼう然ぜんとその様さまを眺ながめながらつぶやく。


「何なの……これ」


「……何なんだろうな、本当に」


「あ、シャノンさん」


　見れば……すぐ隣となりに、腕うでを組んでシャノンが立っていた。まあ物もの憂うげな様子はいつもの通りだが、何やら若じやつ干かん、疲つかれの色が濃くなっているようにも見える。


「ラクウェルさんは？」


「…………」


　黙だまってシャノンが顎あごをしゃくる。


　丁ちよう度ど、その先……お立ち台の上に、女じよ給きゆう服ふくを着たラクウェルの姿があった。


「９番、ラクウェル、恥はずかしがります！」


　前もって打ち合わせしてあったのか、お立ち台のすぐ横で、ミシェルが叫さけんだ。


　ラクウェルは女給服のエプロンの裾すそを両手の指先でつまみ、そっと口元に引き上げて……一言。


「……もう……馬ば・鹿か」


　次の瞬しゆん間かん、今度はおおよそ半分の観衆が……そのほとんどは男だったが……歓かん声せいをあげた。


「うおおお、可愛いいー！」


「こっち向いてくれええっ！」


「好きじゃああああああ！」


「お姉ねえさま、素す敵てきいいー！」


　ラクウェルはぼんやりとした表情でミシェルを振り返って、尋たずねる。


「……これでいいんですか？」


「イケてるわよ、いーわよ、その調子よ、ラクウェルさん……いいえ、これからは、おねーさまと呼ぶわ！」


　く、と握にぎりしめた拳こぶしを突き出しながらミシェルがうなずいた。既すでに眼の色が尋じん常じようでなかったりする。


「ええと……」


　呆ぼう然ぜんとその様さまを眺ながめながらウイニアは改あらためてシャノンに尋ねた。


「……だから、何なんですか、これ？」


「……うーむ」


　うなるような声を漏もらすだけでシャノンは答えない。


　そんな間にも、奇妙な戦い──というか何というか──は続いていた。


「10番、スーピイくん、寝ます！」


「11番、ラクウェル、上うわ目め遣づかいします！」


「12番、スーピイくん、踊おどります！」


「13番、ラクウェル、小さく舌したを出して『えへ』とか言います！」


「14番、スーピイくん、頰ほおに手を当てて小首傾かしげます！」


「15番、ラクウェル、モップをかけている途と中ちゆうでドジ踏ふんで転ころびます！」


「ぬぬ。通つう好ごのみなネタを。ならば16番、スーピイくん、『イヤイヤ』をします！」


「むう、やるわね……こうなったら最終手段、17番、ラクウェル、脱ぬぎます！」


　うおおおおお！


　男たちが狂きよう喜きする。まあ、当然といえば当然だが。


　思わず場の勢いきおいにのまれて服に手をかけたラクウェルだが、さすがに途中で我われに返って、非難するような表情をミシェルに向ける。


「ならばこちらも禁じ手！　18番、スーピイくん、油飲んで火を噴ふきます！」


「にょえええええ？」


　これにはスーピイくん──というかその中の誰だれか──も驚おどろいたのか、思わずくぐもった声が着ぐるみの中から漏もれる。


「無理よ、いくらなんでも！」


「ええい、黙だまれ！　貴き様さま、試ためしもしないで最初から無理ときめつけるような根こん性じようなしに、育てた覚おぼえはないぞ！」


「育てられてないわよっ！」


　眼を血走らせたクーナンと、スーピイくんがぎゃあぎゃあと言い争あらそいを始める。


「シャノンさん……あの着ぐるみ」


「……言うな」


「中身は、パ……」


「言うな、頼たのむから」


　疲つかれ果はてた口く調ちようでウィニアの言葉をさえぎった。


「朝から姿すがたが見えないと思ったら、あの馬ば鹿か……姉妹揃そろって、何やってんだか」


　その一方、ミシェルはミシェルで、ラクウェルの衣い装しようをはぎとらんと、女じよ給きゆう服ふくのスカートの引っ張り合いをしている。


「さあ、おねーさま！　女は見られてこそ美しくなるものよっ！　ぱっといきましょう、ぱーっと！」


「いえ、あの、ミシェルさん？　これって、ちょっと、そういうのとは違うと思……」


　当然ながら、ラクウェルも抵てい抗こうするので、結局、女給服姿の若い娘むすめ二人が、台の上でくんずほぐれつ絡からみ合うという、異い様ような……というか、男たちにとってはまことに嬉うれしい 状じよう況きようになっていた。


「いけえ！　脱がせええ！」


「そこだああ！　ちいいっ、惜おしいっ！」


「いいぞおおおっ！　今だあ！」


　ますます盛もり上がる観客。


　というか……ここまで盛り上がってしまうと、誰が何をしても盛り上がりを加速するだけだ。笑い転ころげている人間には、空が青いのも雲が白いのも、おかしいのと、同じ理り屈くつである。


　とはいえ……


「そろそろ止めた方がいいんじゃ……？」


「俺もそう思う」


　シャノンはため息をついて前に出た。








　結局。


　何がなんだか分からない勝しよう負ぶは、決着がつかないままに終わった。


　まあ、街まちの住人たちも勝しよう負ぶ云うん々ぬんよりも、時ならぬ騒さわぎを楽しんでいただけのようだが。これがボランド商店及びクーナン商店の売り上げ増加に貢こう献けんしたかどうかは、シャノンたちにもさっぱり分からなかった。


　そして、その晩。


〈大おお熊くま亭てい〉の食堂でのこと。


「スーピイくん……」


　ため息をつくような声で、ラクウェルは言った。いつも幸せそうな表情が、今夜はやや、憂ゆう愁しゆうを帯おびて見える。夕食の皿さらを並べつつ、それを見ながらウイニアが言った。


「よほど気に入ったみたいですね、ラクウェルさん」


「……理解できん」


　シャノンは頭を抱かかえている。


「理解できないってこともないでしょうに……双ふた子ごなんだし」


　苦笑混じりのウイニアの問いに、シャノンは顔をあげて首を振った。


「だからって頭の中身まで一いつ緒しよなわけじゃないだろ。家族っていっても別の人間だしな」


　何なに気げないシャノンの口調ではあったが、ウイニアはわずかに表情を動かした。


「でも……でも、家族って信じあえるものでしょう？　ずっと一緒に暮くらして、一緒に育って……だから相手のことも全部理解できるから、だから信じていられるんじゃないんですか？」


「何だ？　いきなり……」


「いえ、あの……」


　余よ計けいなことを言った、とウイニアは後こう悔かいするが、もう遅い。もっともシャノンは特にそれ以上追つい及きゆうする様よう子すもなく、不ふ思し議ぎそうな表情でウイニアを見つめ、そして言った。


「何から何まで分かった相手と一緒にいるのは、多分辛つらいぞ」


「そ……そうですか？」


「そんなもん、自分独ひとりでいるのと変わらないじゃないか。ラクウェルの言葉を借かりれば、『違う人間だからこそ、一緒にいて、新しい発見がある』んだそうだが」


「それは……」


　言いよどむウイニアを片手で制し、さらにシャノンは続ける。


「信じてるとか信じてないとか……それって相手の考えが分かってないと、だめなのか？」


「……え？」


「信じたいものを信じればいいんだと、俺は思うけどね。分かっていようといまいと」


「……でも。裏切られたり……」


「裏切られたら……そうだな、まあ、そんな相手を信じた自分が馬ば鹿かだってだけのことさ。信じるのはその人の勝かつ手て。ただし責任をとるのもその人。俺はそう考えてるけどな」


「そんな風に……考えたこともなかったです、私は」


　シャノンは肩を軽く回しながら言った。言い慣なれない説せつ教きようじみた台詞せりふを言ったせいで、肩が凝こったのかもしれない。


「あくまで俺の考えだよ。ウイニアが真ま似ねる必要はない。自分で考えればいいし、自分で信じるか、信じないか、決めればいい」


「そう……そうですよね」


　ウイニアはほんの少し微笑ほほえんでうなずく。


「おなかすいたー……」


　丁ちよう度どその時、そう言いながら二階に続く階段から、パシフィカが降おりてきた。


「ご飯まだ～？」


「もうすぐよ。ちょっと待ってて」


　言いながらウイニアはパシフィカと入れ違ちがいに、半はん壊かいした厨ちゆう房ぼうへとサラダを取りにゆく。


「そういやおまえ、今日きようどこに行ってたんだ？」


「ん……ちょっと」


　シャノンの問いに、珍めずらしく曖あい昧まいな表情でパシフィカが言う。


「あ、そうだ、シャノン兄にい？」


　パシフィカは小さく首を傾かしげて頰ほおに手を当てた。


「……可愛かわいい？」


　静せい寂じやくが落ちる。しばしの絶ぜつ句くの後、シャノンは眉まゆをひそめて言った。


「……何か変なもん食ったのか？」


「スーピイくんデニッシュとスーピイくんカレーパンとスーピイくんハムタマゴ」


「それだけ食って、まだ食うか……」


「うるさいわね。成長期なの。それよりも、少しは『うん、可愛いよ』とか何とか、言えないもんかしらね、この性格夕ゆう暮ぐれ男は」


「可愛いだのなんだのは、今日で懲こりた」


「まあ、そうだろうけど」


　パシフィカは苦笑する。


「そうだろうけどって、おまえ、今日何があったか知ってるのか？」


「え？　いや……まあ。聞いたの。うん。別にその場にいたってわけじゃないよ」


「ほおう？」


　意味ありげな眼つきで、シャノンは妹いもうとを眺ながめる。慌あわててそっぽを向くパシフィカの額ひたいに、一ひと筋すじ、汗あせの滴しずくが滑すべり落ちた。


「な、何よ」


「……ま、いいか。どうでも」


「ああ、スーピイくん……」


　その隣となりで、まだラクウェルが黄たそ昏がれ色いろに染そまっていた。








　ちなみに。


　その後、クーナン商店のスーピイくん戦せん略りやくは見み事ごとにはずれた。


　まあ、可愛いのはいいのだが、可愛ければ可愛いほど、その形をしたパンを食べるのは、抵抗がある、という基本的な事実を、すぽんと見落としていたらしい。


　結局、読みの失敗でクーナン商店は赤字、結果としてボランド商店が六か月ぶりに売上高でクーナン商店に勝利したとシャノンたちは聞いたが……まあ、それはどうでもよいことではあった。




　第三章　歌姫







　黄たそ昏がれ色いろの光が室内を染そめている。


　全すべてが気け怠だるい彩いろどりに侵おかされた室内で、ベッドに横たわる黒くろ髪かみの娘むすめを見守るのは、彼女とよく似にた顔立ちの青年であった。


　疲つかれ果はてたかのように、重いため息を……最も早はや、自分でも何度目か分からないため息をつくと、彼はベッドの脇わきの椅い子すに、倒れこむようにして腰こし掛かけた。


　その端たん整せいな顔を覆おおうのは、苦く悩のうの色だ。


　かすれた娘の吐と息いきを……明らかに病やまいに冒おかされていると分かる吐息を、眼と耳で確認し、彼はうめくような声で呟つぶやく。


「嫌いやだ……俺おれは認みとめないぞ……ラクウェル……まさかこんな……」


「シャノン……」


　浅い息の合あい間まから双ふた子ごの弟おとうとを呼ぶ姉あねの声。


　普ふ段だんの声とは似にても似つかぬ、ひどくひび割れたその響ひびきに、彼の苦悩は一層深まった。


「ごめんね……」


「謝あやまるな……謝って何になる！」


　シャノンはそっと伸のばされた手を振り払って立ち上がる。彼は何かを断たち切るように、ラクウェルに背を向けて窓まど辺べに立った。


「……シャノン」


　おずおずとしたラクウェルの言葉が、震ふるえる彼の背中に空むなしく触ふれ、そして散る。彼女が今の彼にしてやれることはもう、幾いくつもない。


　静せい寂じやくの中に、絶望が重苦しく横たわる。


　だが……


「シャノン兄にい～～～～～っ！」


　突とつ如じよとして響き渡る、場ば違ちがいに陽気な声が、琥こ珀はく色いろの世界に亀き裂れつを入れた。


「ねえ、これどう？　よく似に合あうと思うの！」


　蝶ちよう番つがいごと吹っ飛ばしそうな勢いきおいで、扉とびらを開いて入ってきたのは、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの小こ柄がらな少女であった。可愛かわいらしい顔に、妙みように嬉うれしそうな表情を浮かべて少女……シャノンたちの妹いもうとパシフィカはシャノンに駆かけ寄る。


「でも、こっちも捨すて難がたいのよね。このフリルなんてもう可愛くって萌もえ萌もえってー感じで！　同色のリボンと合わせようか。きっと可愛いわよお」


　などと言いながら、パシフィカが両手に携たずさえているのは、それぞれ真しん紅くと紺こん碧ぺきのドレスであった。いずれも悪あく趣しゆ味みの一歩手前、といった際きわどい派は手でさである。そのまま着て道を歩いたりなどすると、間ま違ちがいなく正しよう気きを疑われるだろう。


　もっとも、元よりパーティドレスや舞ぶ台たい衣い装しようなどというものは、そういう日常性からの乖かい離りが売りではあるのだが……
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「…………」


　窓から外を見つめたままのシャノンの背中が、震える。


「あ、そうそう。下着は駄だ目めよ、身体からだの線が崩くずれるから」


「パシフィカ……」


「あ、そうだ、化け粧しよう品ひんとか毛抜きもいるわね」


　苦く悩のうに満ちた声は完全に無視された。


「……パシフィカ」


　……みきっ。


　苦痛に耐たえているかの如ごとく、軋きしむほどの強さでシャノンの手が窓まど枠わくをつかむ。


「すね毛の処理とか、しなきゃねー」


「パシフィカっ！」


　耐えかねたように叫さけぶシャノンの声に、パシフィカはぴたりと喋しやべるのを止やめて彼の背中を見つめ直す。


「おまえ……そんなに面おも白しろいのか？」


「当然じゃないの」


　蒼あおい瞳ひとみに、ほとんど邪じや悪あくとさえ言えるような光を宿やどし、少女は兄の背中を見つめる。


「さあ、風か邪ぜひいちゃったラクウェル姉ねえの代わりに、ちゃっちゃとこれ着て歌ってもらうわよ、シャノン兄！」


　……ぴし。


　勝ち誇ほこった口く調ちようで宣せん言げんする妹の声と同時に、シャノンの握にぎる窓枠に亀き裂れつが走った。








〈野の馬うま亭てい〉。


　タウルスの街まちの宿屋兼けん酒さか場ばとしては、老舗しにせの一つである。


　もっとも通年営業の〈大おお熊くま亭てい〉と異ことなり、季き節せつ外はずれの今は、夜に酒場のみ営業中である。部へ屋や数や建たて物もの自体の大きさも〈大熊亭〉の三倍はあり、酒場としても、タウルスの街ではかなり大きい部類に入るだろう。


　何しろ酒場の奥おくにはちょっとした舞ぶ台たいが設しつらえられており、専属の歌うた姫ひめがいるくらいだ。


　だが……


「イリスの奴やつが、急に風邪ひいちまってなあ」


　頭を搔かきながら〈野馬亭〉の主人サフィール・コルトは言った。小こ柄がらな初老の人物だが、人ひと懐なつっこい笑顔には、若者のような壮そう健けんさが見て取れる。


「最近、流は行やってるらしいな。とにかく丁ちよう度ど、代役を立てようと思ってたところなんだよ。しかもラクウェル、君が歌うって噂うわさが広まっただけで、見てくれ、この予約席！」


　サフィールが両手を広げて指さし示した〈野馬亭〉の食堂兼酒場は、三十近くもあるテーブルのほとんどに『予約席』の札ふだが置かれている。中には明らかに急きゆう場ば凌しのぎで作ったと知れる、書きなぐったような字の札もあった。


「まあ、客を入れるにはまだちょいと時間がある。ゆっくり下見でもしておいてくれ」


「はい」


　と返事をするのは、即そく席せきの歌姫ではなく、介かい添ぞえ役やくという名めい目もくでついてきていた少女二人のうちの片方……パシフィカである。


「ん、どうした？　具合でも悪いのか？」


「悪かねぇ……」


　何か言おうとした娘むすめが、思い直したかのように口をつぐむ。


　その左足の上には、密ひそかに、しかし床ゆかまで貫つらぬかんばかりの勢いきおいで踏ふみ降おろされたパシフィカの靴くつ底ぞこがあった。


「いえいえ絶ぜつ好こう調ちようですよ、ね、お姉ちゃん？」


『お姉ちゃん』の部分に微び妙みような響ひびきを込めてパシフィカが言う。


「そうか？　ならいいが。俺は料理の仕込みがあるから失礼するが、奥の厨ちゆう房ぼうにいるから、用があればいつでも呼んでくれ」


　サフィールはそう言い残すと、上じよう機き嫌げんで奥へと引っ込んだ。後に残されるのはパシフィカと、彼女よりは幾いく分ぶん歳とし上うえの、やや色の濃こい膚はだをした赤毛の少女……〈大熊亭〉のウイニア、そして。


「……だから言ったろう、無理だって」


　次の瞬しゆん間かん……


「きゃははははははは！」


　パシフィカは耐たえきれずに爆笑した。普ふ段だんは物事から半歩引いたような態度で、あまり大きく表情を変えないウイニアも二人に背を向けて肩かたを震ふるわせながら言う。


「でも……ま……まだ、ばれてませんよ。こういう時、双ふた子ごって……便利ですよね」


「そういう便利さなんぞ、いらんわい」


　憮ぶ然ぜんとした口く調ちようで言うのは、ラクウェル……では無論なく、彼女に変へん装そうしたシャノンである。


「しかし……うぷぷ、み、見み事ごとに……く、くうくくく、化ばけたわ、ねえ」


　パシフィカはまだ発ほつ作さ的に笑っている。


　まあ双子であるということを除のぞいても、確かに見事な化けっぷりではあった。


　極きよく力りよく、身体からだの線が出ないような衣い装しようを選び、胸むねは適当に布を詰つめて偽ぎ装そうし、喉のどなどもスカーフで覆おおって隠かくしてある。顔立ちも巧こう妙みように化け粧しようでその線をごまかした。


　一見すればちょっと大おお柄がらな女性、で通るだろう。


　だが何よりも傑けつ作さくなのは……


「笑うな」


　物もの憂うげにシャノンが言った瞬間に、再ふたたび爆笑するパシフィカ。


「か、か、か、可愛かわいいわよ、シャノン兄にい！」


　……声だ。


　外見は衣装や化粧である程度誤ご魔ま化かせても、声はさすがに作り声程度でどうにかなるものではない。そこで、仕し方かたなくラクウェルに声を変調させる魔法を掛けてもらってあるのだ。これで確かに声質そのものはラクウェルそっくりになっているのだが……口調がいつものシャノンなので、妙みようにおかしい。


　ちなみに、声を変えることができるなら、姿すがた形かたちも魔法でどうにかできないのか、とはウイニアも尋たずねたのだが……


「声は音……要するに口、というか、喉を基点として発生する空気の振しん動どうに過ぎないの。だから、割合簡かん単たんに合成できるけど、姿を丸ごととなると、途と端たんに難なん易い度どが上がるのよ。　前後左右上下全すべての角度から見ても、破は綻たんしない光学的な幻げん像ぞうをシャノンの上に展開して重ねようとすると、莫ばく大だいな量の情報をもとに、魔ま導どう式しきを構成して、処理しなくちゃならないわ。


　心理系の幻げん想そう魔法ならば魔法としては簡単だけど、来るお客さん全員に、いちいち個別に魔法をかけなきゃならないし……」


　……とはラクウェルの弁である。


　ウイニアにはちんぷんかんぷんだったが、要するに、風か邪ぜをひいて集中力の衰おとろえているラクウェルには無理な作業らしい。結果として、嫌いやがるシャノンに無む理り矢や理りラクウェルの変装をさせることになった訳わけだが……


「まあ確かにリュートは俺も一応、扱あつかえるけどな。大体、なんで俺が女装までしてラクウェルの代わりをやらにゃならんのだ」


「もう前金でもらった報ほう酬しゆうの半金は、新しい壁かべの修しゆう繕ぜん費ひに使っちゃったし、あの予約席を見たでしょう？　今から中止なんて言ったら……コルトさん、卒そつ倒とうしちゃいますよ」


　ようやく普ふ段だんの落ち着いた表情を取り戻もどしたウイニアが言う。


「とにかく、がんばって修繕費稼かせいでくださいね。じゃあ、私は戻ります」


　出ていこうとするウイニアの手を、慌あわててシャノンが捕つかまえる。


「ちょっと待て、ウイニア、俺を一人で置いてゆく気か？　いくら変装してても、ぼろが出ないように補ほ助じよしてくれる者がいないと」


「パシフィカがいるじゃないですか」


「…………」


　まだ涙なみだを流して笑っている妹を一いち瞥べつし、シャノンは至し極ごく真ま面じ目めな口調で言った。


「……あれは、敵だ」


「でも私、宿の仕事もありますし。ラクウェルさんの看かん病びようもしなくちゃ」


「そうそう、大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫」


　パシフィカは馬ば鹿か笑いを微び笑しように無理矢理切り換かえ、眼をきらきら輝かがやかせながら、人差し指をシャノンの鼻先に突きつけた。


「お兄様ったらとってもカ・ワ・イ・イもの」


　情なさけない表情で脱だつ力りよくしたシャノンの手から逃のがれると、ウイニアはさっさと〈野馬亭〉から出ていってしまった。これ以上ややこしいことになる前に逃げたのだ。


　賢けん明めいである。


「パシフィカ……」


　面めん倒どうくさそうなのを通り越こして、瀕ひん死しの病人のような口調で言うシャノンに、パシフィカは罪ざい悪あく感かんなど微み塵じんもない表情で言った。


「さて！　私は美お味いしいものでも食べながら、客席でお兄様、いえ、お姉様の晴はれ舞ぶ台たいを見守っているわ！」


　孤こ立りつ無む援えん。


　シャノンは長い黒くろ髪かみをかきむしりたくなるのを必ひつ死しにこらえて──念入りに髪をといて整ととのえたのが、無む駄だになるからだ──独ひとり、頭を抱かかえた。








　街かい道どうというものにも色々ある。


　大都市間を結ぶ主要街道ともなると、整せい備びに専門の役所が置かれ、各種産業発達の礎いしずえとなるよう、徹てつ底てい的てきに管理されている。


　だが、首都を遥はるかに離れた田舎いなかにおいて街道と呼ばれるものの実体は、単に長い歳さい月げつ、往おう来らいしていた人々の靴くつや蹄ひづめ、馬車の車輪などが踏ふみ固めた地面に過ぎない。特に舗ほ装そうされているでなし、灯とう火か施し設せつなどが置かれているわけでもない。タウルスに通じる街道は比ひ較かく的整備されている部類に入るが、それは単に街道の最低幅はば──馬車が譲ゆずり合わなくても互たがいにすれ違える──と、一定距きよ離りごとの道標の設せつ置ちが法定されているというだけのことだ。


　だからこそ……日が暮くれた後の街道を行くのは非常に危険である。


　肉にく食しよく性せいの獣けものも出れば、それよりももっと危険な連中……野や盗とう、山さん賊ぞくの類たぐいも出る。それを知った上で行くとなれば、それは単なる馬ば鹿かか、自殺志し願がん者しやか、そうでなければ……


「……あそこか。報告にあったのは」


　タウルスの街まちの灯あかりが道の彼方かなたに見える。


　暗い街道の真ん中に二ふた組くみの騎き馬ばの姿すがたがあった。


　馬は共に栗くり毛げの、しかしごく一いつ般ぱん的な種類だ。ただし知識ある者が見れば、その二頭が非常に特とく殊しゆな訓くん練れん……戦闘用軍馬の訓練を受けたものだと分かるだろう。本ほん来らいの臆おく病びようさ、繊せん細さいさは拭ぬぐい去られ、猟りよう犬けんにも似にた忠ちゆう誠せいと胆たん力りよくが、その草そう食しよく動物の眼には潜ひそんでいる。


　そしてその上の騎手は、それぞれ大おお柄がらな体たい軀くの男と、それに対たい照しよう的てきな、細ほそ身みの少年だ。


　男は三十歳前後であろうか。銅像のような印いん象しようがある。何ど処ことなく角かく張ばった顔立ちを覆おおう、冷れい静せい沈ちん着ちやくそのものの表情が……そこから窺うかがえる意志の強さが、鉱こう物ぶつの硬かたさと冷たさを連想させるのだ。


　加えて、短く刈かり込んだ金きん髪ぱつや、鋭するどい蒼あおの瞳ひとみを見れば、男の職業はある程度想像がつく。


　一方、少年の方はというと、こちらは上品で美しい顔立ちをしている。


　男と同様の灰色の旅たび装しよう束ぞくを着ているが、むしろ貴き族ぞく的な……手て間ま隙ひまをかけて仕立てられる高級礼服の類たぐいが、良く似に合あいそうな雰ふん囲い気きがあった。


「〈粛清使パージヤース〉は本来、素人しろうと相手の暗殺専門だ」


　男は淡たん々たんとした口く調ちようで言う。


「戦術の基本も知らないような連中だが、体術そのものは相当な技量を備そなえているという。それを退しりぞけるとなると、〈守護者ガーデイアン〉カスール姉きよう弟だいは相当な戦闘力を持っていることになる。君きみが敗れたのも無理はないな」


「そう言ってもらえると、僕ぼくとしても気が楽なんですけどね」


　少年は肩を竦すくめて笑った。


「一度戦たたかって彼等の手の内は分かっているつもりですから、今度は勝てると思いますが」


　ふと……彼等の周囲に、気け配はいが湧わいた。


　暗くら闇やみに光る、眼、眼、眼。


　本能的な飢うえ以外には、いかなる感情の色も示さない、硝子ガラス玉の如ごとき爬は虫ちゆう類るいの眼だ。


　夜や行こう性せいの、山大蜥蜴マウンテンリザード。場合によっては山やま猫ねこや狼おおかみよりも危険な生物である。大きさは大型の犬ほどもあり、生命力は犬以上だ。


　普ふ段だんはあまり人ひと里ざと近くにまで降おりてこない生き物だが、冬とう眠みんを前にして、食い溜だめのための餌えさを捜さがしているのだろう。


　この生物の恐ろしさは、徒と党とうを組むところにある。無論、その中ちゆう途と半はん端ぱな知能では高度な連れん繫けい行動などは無理だ。急所を狙ねらうような智ち恵えもない。ただ我われ先さきにと獲え物ものに襲おそい掛かり、委い細さい構かまわず食らい付くのだ。


　だが、最初の一嚙かみで絶命できれば、むしろ幸運だろう。最悪の場合、犠ぎ牲せい者しやは全身を貪むさぼり食われる苦痛を存分に味わい、長々と苦しんだ上で、死ぬ。


「その割にはあまり気が進まない様よう子すだが」


「まあ……殺されても文もん句くは言えないところを、見み逃のがしてもらったわけですから。恩おんを仇あだで返すようなものです」


「私し情じようは忘れろ。無理ならば後こう方ほう待たい機き中の部下と交こう代たいさせてもいいが」


「いえ、結けつ構こうです、スターム少しよう佐さ。もう一度彼らと戦ってみたかったのも事実ですし」


　男と少年は、平然と会話を続けている。馬たちさえ怯おびえる様子はなかった。いかに鈍にぶくても、周囲に漂ただよう強きよう烈れつな飢き餓がの気け配はいに、気づかないはずはない。気づかないはずはないのだが……


　いきなり蜥蜴とかげの一匹ぴきが飛び掛かった。


　狙ねらうのは少年。そちらの方が小こ柄がらで襲い易やすい。小こ賢ざかしくもその程度の智ち恵えは働くらしい。


　一いつ瞬しゆん。


　蜥蜴の身体からだは空中で止まったように見えた。錯さつ覚かくだったろう。だが次の瞬間起こった出で来き事ごとは、紛まぎれもない事実だった。


　蜥蜴の身体が頭から尻尾しつぽまで、綺き麗れいに二つに裂さかれて、少年の馬の左右に落ちたのだ。両断された身体はしばらく痙けい攣れんするように暴あばれていたが、すぐに静かになった。


　少年の手には、長大な武器……長柄戦斧ハルヴアードが握にぎられていた。柄えを折りたためるように改造したその武器を、一瞬の早はや業わざで外がい套とうの下から展開して迎むかえ撃うったのだ。


「ならば行くぞ」


　そう言いながら男は馬を進める。その背中に別の蜥蜴が襲い掛かった。


　馬上で男は振り向きもせずに懐ふところに片手を滑すべり込ませ、何かを抜き出す。それは鞭むちのようにうねりながら蜥蜴に向けて走り、空中でその巨体を幾いく重えにも捕ほ縛ばくした。


　ぎじゅっ……！


　男が軽くその武器……黒い紐ひもを握る手をひねると、瞬時に蜥蜴を捉とらえた輪は狭せばまり……蜥蜴は勢いきおい良く絞しぼられた雑ぞう巾きんのように、全身から鮮せん血けつを迸ほとばしらせて絶命した。


　こちらも一瞬の早業である。
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「ルーク・スタームの〈自在紐ギヤレツト〉……初めて見ました。一度、手合わせ願いたいものです」


　興きよう味み津しん々しんといった様子で男の武器を見つめる少年に、男は素そっ気けなく応こたえる。


「私の白はく兵へい戦せん技能はあくまで護ご身しん用の余よ技ぎだ。君のそれと比ひ較かくするのは意味がない」


「そういうものですか」


「駒こまにしろ技わざにしろ万ばん能のうなどというものはない。使う時と場所というものがある。それを間ま違ちがえば、実力の半分も発はつ揮きできんし、適切に行こう使しすれば何倍にも活いかせる」


　男……ルークの言葉には慢まん心しんもなければ謙けん遜そんもない。淡たん々たんと計算結果を告つげているだけのように、冷静な口く調ちようだった。


「最もつとも重要なのは戦術を決定するに必要な情報だ。まずは問題の〈守護者ガーデイアン〉たちを観察・分ぶん析せきする。仕掛けるのはそれからだな」


　二人はそのまま何事もなかったかのように、街まちへと馬を進める。無む防ぼう備びそのものの背中に見えたが……他の蜥蜴たちは凍こおり付いたようにその場に伏ふせたまま、動かなかった。


　ほとんど本能だけで動いているかのような彼等にも、分かるのだ。自分たちが挑いどんだ相手がいかなる存在であったか。


　餓うえをその腹に抱かかえたまま、蜥蜴たちは男と少年の姿すがたが見えなくなるまで、ずっとその場にうずくまっていた。








「そろそろですね」


　窓の外の月を眺ながめながらウイニアが言う。


　ウイニアが病人食として作ったシチューをベッドに腰こし掛かけてすすりながら、ラクウェルは頷うなずいた。ちなみに先日の戦せん闘とうで破は壊かいされた厨ちゆう房ぼうの代わりに、〈大おお熊くま亭てい〉の調理はシャノンが庭先に組んだ即そく席せきの石いし竃かまどで行おこなっている。


「私も聴ききたかったわ……シャノンの歌」


　ラクウェルはおっとりした口調で言った。


「結けつ構こう、上う手まいのよ。子供の頃ころは楽がく師しになりたがってたしね。多分、今でも歌そのものは私より上手いと思うわ」


「そ……そうなんですか？」


　意外な事実である。


「でもシャノンさん、相当嫌いやがってましたけど……パシフィカも、わざわざ彼の嫌がるようなことばっかり言うし」


「あれがあの二人の『団だん欒らん』だから。ああ見えても、パシフィカはお兄ちゃんっ子なのよ」


　ラクウェルは淡あわい苦笑を浮うかべて言った。


「言われてみれば、そうですね……パシフィカが無む理り難なん題だい言っても、色々けなしても、ぶつぶつ文もん句く言いながら、結局はシャノンさん、本気で怒おこったりしないですもんね」


（ちょっと……羨うらやましいです）


　口から出掛かったそんな言葉を、ウイニアは飲み込んだ。


　ウイニアには『家族』と呼べるような人間が祖そ母ぼしかいない。両親とは幼おさなくして死に別れ、彼女は祖そ父ふ母ぼの手で育てられた。兄きよう弟だい姉し妹まいはいない。無論、祖父母──祖父は去年亡なくなったが──は彼女のことを非常に可愛かわいがってくれた。


　だが、祖父母は息子むすこの忘れ形がた見みを溺でき愛あいするあまりに、腫はれ物を扱うように接する部分があった。あまりにも違いすぎる歳としや、幼くして両親を亡くしたウイニアに対する憐あわれみもあったのだろう。何にしても、そこには世せ間けんで言うところの『家族』とはどこか違うような気が、ウイニアにはしていた。


　そう。まるで一枚薄うす布ぬのを間に挟はさんだ関係のような。


　相手のことは見える。聞こえる。触さわることだってできる……だが布越ごしに。決して直接ではない。


　だから、互たがいにまったく遠えん慮りよ会え釈しやくなく、直接的に我がをぶつけ合っている──少なくともウイニアにはそう見える──シャノンとパシフィカの関係に、ウイニアは興きよう味みを引かれたのだ。


「ウイニア」


　黙だまり込んだウイニアのことをどう思ったのか……ラクウェルが何かを思い付いたような、静かな声をかける。


「……何も聞かないのね」


　ウイニアの表情が、一いつ瞬しゆん、強こわ張ばる。


　聞きたいことはある。たくさんある。


　彼等が何者で、何な故ぜ、故こ郷きようを出たのか。何故パシフィカは命を狙ねらわれるのか。何故……


　パシフィカ。シャノン。ラクウェル。


　思えばウイニアは彼等について何も知らないのだ。


　けれど……


「いいんです……別に」


　ウイニアは自分に言い聞かせるように、ゆっくりと言った。


　聞かないのではない。聞けないのだ。


　知らない方がいいことだってある。知れば失うしなってしまうかもしれない。築きずき上げたものの全すべてが壊こわれてしまうかもしれない。


　……あの時のように。


　彼等は旅人だ。いつかはここを出てゆく。自分とは、住んでいる世界も違ちがう。それは分かっている。だがそれまでは……


「私、パシフィカもシャノンさんもラクウェルさんも、皆みんな好きです……好きだと、思います。だから、いいんです。それだけで、十じゆう分ぶんなんです」


　まるでそう自分に言い聞かせるかのように……頑かたくなとも言える態度で、ぎこちなく微笑ほほえむウイニアを、ラクウェルは、無む言ごんで見つめていた。








（なんで俺はこんなとこにいるんだ？）


　なんとなく世の無常感みたいなものを感じつつ、シャノンは胸むねの内で呟つぶやいた。


〈野の馬うま亭てい〉は大だい盛せい況きようである。


　各テーブルやカウンターは無論、椅い子すが足たりずに床ゆかに座すわっている連中や、後方から立ち見の連中もいる。本ほん来らい、酒さか場ばの歌うた姫ひめなどというものは場の雰ふん囲い気きを盛もり上げるためのものであって、客の全員が舞ぶ台たいに注ちゆう目もくしているなどという事じ態たいは、尋じん常じようでない。


　これだけ注視されていれば、一人や二人は変へん装そうに気づく奴やつがいそうなものだが……シャノンの不安をよそに、そういう気け配はいはまったくない。どうも誰も彼もが、かなり早い調子で酒を飲んでいて、注意力はとっくの昔むかしに散さん逸いつしているらしい。


　てんでばらばらに、しかし盛大に沸わき上がる拍はく手しゆ喝かつ采さい。


　内心苦笑しながらシャノンは悟さとった。


　恐おそらく彼等は「ラクウェルの歌を聴ききにきた」……というより「歌を歌うラクウェルを見にくるのを口こう実じつとして、お祭まつり騒さわぎをしにきた」のだろう。無論、口実に使われるだけの人気がラクウェルにあったのも事実だろうが。


　日常生活によって蓄ちく積せきされた疲ひ労ろうと鬱うつ憤ぷんを、まとめて拭ぬぐい去るための儀ぎ式しき。浮かれ騒いで昨日きのうを忘れる。明日あしたから再ふたたび始まる日々の営いとなみと、新たな気分で向かい合うために。


　それはともかく。


　観客の中にパシフィカを見つけて、シャノンはそちらに視線を飛ばす。こちらの苦労も知らないで……いや、十分知っている上で、パシフィカはにっ、と笑うと、握にぎりこぶしから親指を一本立ててみせた。


　一応、がんばれ、という徴しるしらしい。


（仕し方かたねーな……）


　ため息を一つ。そしてシャノンは舞ぶ台たいの中央に進み出て、リュートを軽くかき鳴らした。


　ぴたり、と歓かん声せいが止やむ。


　押し潰つぶされるような沈ちん黙もく。それを振ふり払はらうように、シャノンは歌を紡つむぎ始めた。


　高く。低く。リュートは軽かろやかに鳴り、歌声と共に旋せん律りつは酒さか場ばを満たす。情感豊ゆたかに伸のびあがる声は、一つの物語を描えがき出す。


　…………


　旅立つ男。見送る女。


　残るのは「必ず帰る」の一言のみ。


　信じて待つ女の元を季き節せつは幾いく度どとなく巡めぐり行き、しかし男は戻もどらない。信じて待つことに疲つかれた女は、別の男の腕うでに抱かれる。そこに幸しあわせを見み出いだしてしまう。


　やがて、幾度となく死線を潜くぐり抜けて、帰ってきた男が見たものは、平へい凡ぼんだが、幸せそうな家族の情景。


　男は、自分の居場所が、もうそこにはないと知る。


　戦たたかって。戦って。戦って。生き延のびて。


　そうして帰り着ついてみれば、もう何も残っていない。還かえるべき場所も。戦ってきたことの意味さえも。


　悪かったのは、信じきれなかった女か。


　それとも、女が信じて待っていてくれることに、甘あまえていた自分か。


　分からぬまま、男は傷ついた身体からだを引きずって去って行く。


　女が落ちていたペンダントから、かつての恋人の帰き還かんを知った時、既すでに彼は地平の彼方かなた。


　男の行方ゆくえは誰も知らない。


　果はたして男は答えを見つけられたのか……


　…………


　消えて行く男の背中に、祈いのりの言葉を捧ささげてシャノンは物語を閉とじた。


　硝子ガラスのような静せい寂じやく。


　そして……次の瞬しゆん間かん、それを砕くだき割る拍はく手しゆ喝かつ采さいが酒場に満ちた。


　杯さかずきを掲かかげる者、賛さん辞じを声の限りに叫さけぶ者、涙なみだを流す者、屈くつ託たくない笑いを浮かべる者……反応は人それぞれだが、誰もが急きゆう場ば凌しのぎの歌い手の、意外な技量に驚おどろき、魅みせられたのは間ま違ちがいなかった。


（ま……悪い気はしないよな）


　それがシャノンそのものに対するものではなく、ラクウェルの声と姿すがたに向けられた賞しよう賛さんではあっても。


「では次の曲……」


　小さく苦笑しながら、リュートを軽く弾はじいて音感を整ととのえる。期き待たいに満ちた人々の眼まな差ざしを受けながら、シャノンは再ふたたび歌い始めた。








　宴うたげも後半に入ると、場の方向性というか、まとまりというか……そういったものが損そこなわれてくる。


　ひたすら酒をあおる若者、酔よいつぶれて床ゆかに寝る娘むすめ、昔むかし話ばなしに興きようじる老人、調子はずれの歌を壁かべに向かって歌う男……秩ちつ序じよなどはとっくの昔に瓦が解かいし、混こん沌とんが顔をもたげてくる。


　そんな中を、シャノンは請こわれるままに給きゆう仕じの真ま似ね事ごとをして回っていた。歌が終わってさっさと控ひかえ室へ戻ろうとしたところを、数人の客に引き止められて、この場から逃のがれる機会を逸いつしたのだ。


「まあまあ、飲んで、飲んで、おお、いけるクチじゃなないか、ラクウェル！　意外だな」


（俺だからいいが……間違っても本物には飲ませないほうが身のためだぞ）　


　などと思いながら、数人の男女に囲かこまれてシャノンは酒を飲まされていた。


　実を言うと、彼はあまり酒は強くない。子供の頃ころから、よく父親の晩ばん酌しやくに付き合わされていたので、飲めなくはないのだが……すぐ酔ってしまう。双ふた子ごゆえか、その体質はラクウェルも同じだ。


　だが彼女の場合、下へ手たに酔うと大変な事になる。彼かれ等らの父ユーマですら、ラクウェルが十五の時に一度、酒の相手をさせてから二度と自分の愛まな娘むすめとは飲もうとしなかった。


「俺ぁまだ、命が惜おしい」とは翌よく朝あさの父が漏もらした言葉だ。


「ああ君ってば本当にいい女だよなあ、俺はもう、他の女なんか目に入らないよお」


「そ、そうですか……ありがとう」


　酔っ払いの一人が肩に回してくる手に鳥とり肌はだをたてながらも、シャノンは適当に答える。完全な下げ戸こであれば、酔っ払いのあしらい方を覚おぼえるものだが、中ちゆう途と半はん端ぱに飲めるシャノンは、そういうことに長たけていない。結果的にあちこちのテーブルで飲まされ、場合によっては尻しりまで撫なでられ、思わず暴あばれ出したくなるのを必ひつ死しに堪こらえるという拷ごう問もんのような時間が続いていた。


「ああ、ラクウェル！」


　別の男が反対側から言う。


「ああ、僕ぁもう、僕ぁもう！」


「ちょっ……！」


　抗こう議ぎする間まもあればこそ。


　その男はきらきらと目を輝かがやかせながら──無論、酒しゆ気きで濁にごってはいる──シャノンに抱きつく。ぎゅう。


「あ、このやろ抜ぬけ駆がけしやがって！」


「駄だ目めよ、お姉様は私と禁じられた愛に生きるのよっ！」


「俺も混ぜてくれー！」


　……と他の客たちは勝かつ手てな声せい援えんを送ったり、後に続こうとしたり。


「ああ、ラクウェルさん、僕はもう、僕はもう、貴女あなたのつぶらな瞳ひとみも、柔やわらかな髪かみも、ああ、そしてこの、胸むねも、ああ、僕ぁ……」


　両手両足でシャノンにしがみつき、ドレスの胸むな元もとに顔を埋うずめた若者は、そこで一いつ瞬しゆん怪け訝げんそうな表情を浮かべる。


「あれ？」


　ごっ！


　かなり危険な音をたてて、シャノンの拳こぶしが若者の頭とう頂ちようにめり込んだ。


「おおっ！」


　酔よっ払ぱらい一同がどよめく。


（しまった）


　酔いが回りかけた意識でシャノンは思う。


　つい反射的にやってしまったが、これでは胸が作り物だとばれなくても、同じことだ。


　だが。


「凄すげえ！　いいぞお！」


「お、俺も殴なぐってくれ！」


「もっとやれー、ぶっ殺せー！」


「ああん、次は私よおっ！」


　あまり問題はなかったようだ。


　だが調子に乗った酔っ払いたちは、いきなりシャノンに襲おそい掛かる。老ろう若にやく男なん女によ、十数人に組み付かれては、さすがのシャノンも対たい処しよのしようがない。相手が敵ならば、容よう赦しやなくぶん殴って逃げることもできたろうが……


「て……てめーら……」


　シャノンの額ひたいには、怒いかりの血けつ管かんが浮かんでいたりするが、組み付いている者たちを含ふくめ、周まわりの連中は一いつ向こうにお構かまいなし。


「まあそう怖こわい顔しないで！」


「ずるいですよラクウェル！」


「一人だけ素面しらふだなんて！」


「僕も酔うから君も酔えーっ！　わははははっ！」


　シャノンが渾こん身しんの力で人間肉ダンゴを解ほどこうとした瞬間……


「……とゆーことでっ！」


　いきなり口に酒さか瓶びんの口がねじ込まれる。


「これで仲間よっ！　にゃははははっ！」


　と喚わめくのは、聞き覚おぼえのある声……というか、パシフィカである。酒瓶をシャノンの口にねじ込みながら、げらげらと笑っている。


　直接臓ぞう腑ふに流し込まれる酒。


「やめ……パシフィ……」


「えーい、四の五の言わずに酔わんかーい！」


　よく見るとパシフィカの顔も紅あかく染そまり、まるで首の骨がないかのように、ふらふらと揺ゆれている。左手にはシャノンに飲ませたのとは別の、果か実じつ酒しゆの瓶が一本。どうやら口当たりがいいので、酒だと思わずに飲みまくったらしい。


「いか……ん」


　ぐにゃりと視界が歪ゆがむ。興こう奮ふんしていたこともあって、酔いは一瞬のうちに全身に広がった。組み付いている連中の中には、不ふ埒らちなことを考えている奴やつもいるらしく、首くび筋すじやら太ふと股ももやら、その奥やら……を触さわってくる手の感かん触しよくもある。


「んー、なんだぁこりゃあ？」


「やめ……」


　酔いと悪お寒かんに脳のうみそをかき回されて、シャノンは理性が溶とけて行くのを感じる。


　そして。


　どこかで何かが決定的に崩ほう壊かいした。


「てんめええええらあああああっ！」


　渾身の力を暴ぼう発はつさせて身をひねり、シャノンは組み付いている酔っ払いたちを振り飛ばす。何人かは壁かべ際ぎわまですっ飛んでいったが、そこは酔っ払い、ぐにゃぐにゃに力の抜けた身体からだは、いずれも怪け我が一つせずにころん、と床ゆかに転ころがった。


　酒瓶片手にすっくと立ち上がると、シャノンは大声で叫さけんだ。


「でえい、来るなら来い！　ラクウェルには指一本触ふれさせん！」


　……もう無茶苦茶である。


　無論、ラクウェルの格かつ好こうをしたシャノンが言うのだから、何がなんだか分からない光景なのだが……生あい憎にく、その不条理さを指し摘てきできる理性を残した者は、もうこの場には残っていなかった。シャノン本人すら、自分で何を言っているのか分かっていない有あり様さまである。


「一番、鍛か冶じ屋やのファルク、二十七歳独どく身しん、趣しゆ味み、庭いじり、行きます！」


　そう叫んで抱き付いてくる若者を、肘ひじ打うちの一撃で床に沈しずめて、シャノンが吠ほえる。


「一昨日おととい来やがれっ！」


　だが酔っ払いたちは臆おくすることなく、次々とシャノンに飛び掛かって行く。


「二番、パン屋のミシェル、花も恥はじらう十七歳、今日きようの運勢はちょぴりドキドキ、お姉様との愛に生きますっ！」


「愛に死ねえっ！」


「三番、パシフィカ、なんだかよく分からないけどがんばりまーす！」


「お酒は大人おとなになってからっ！」


「四番、医者のランダル……」


「爺じじぃは寝てろおっ！」


　……こうして。


　酒場〈野馬亭〉の夜は、ラクウェル争そう奪だつ戦せんだか、格かく闘とう技ぎ最強決定戦だか分からないようになりながら、ふけて行くのだった。








　でもって……深夜。


　ほとんどの客がごろごろと〈野馬亭〉の床ゆかに伸のびている頃ころ──半分は酔いつぶれ、半分はシャノンだの他の連中だのにぶん殴なぐられて、気絶しているのだが──シャノンはふらふらになりながら、控ひかえ室に戻もどった。


「……二度と酒なんざ飲まんぞ、俺は……」


「ご苦労さん」


　苦笑混じりの声がシャノンを呼び止める。


　振ふり返ると水差しを持ったサフィールの姿すがたがあった。


「皆みんな、悪わる気ぎがあったわけじゃないんだ。こんな田舎いなか街まちじゃ、娯ご楽らくも少なくてな。何かと口こう実じつを作っては宴えん会かい騒さわぎさ」


「それは分かりますが……」


「まあ……これに懲こりずに、また遊んでやってくれ、シャノン」


「二度とごめん……」


　言いかけて、シャノンは愕がく然ぜんとサフィールを振り返る。まあ、あれだけ無茶苦茶をやっていたのだから、ばれても当然なのだが。


　サフィールは怒おこるでもなく、にこにことした表情のまま、水の入ったコップを手て渡わたした。


「いつから気づいてたんです？」


「歌った時からだな」


　サフィールは肩を竦すくめて笑った。


「一度、試ためしにラクウェルには、歌ってもらったことがあったからな。歌なんてもんは、同じ旋せん律りつ、同じ調子で演やっても、歌い手が違えば、違う歌になっちまう」


「えーとですね、これには理由が……」


　冷ひや汗あせをかきながら言い訳わけしようとするシャノンを、サフィールは片手を挙あげて制した。


「まあ、結果的に盛せい況きようで終わったから今いま更さら、理由は問わんよ」


「はあ……」


「しかしお世せ辞じ抜きに上う手まかったな、シャノン。何ど処こで習ならった？」


「死んだ母親が、元々宮きゆう廷てい楽がく士しの家系でしてね。魔ま導どう士しになったんで、家は継つがなかったらしいですが、嗜たしなみ程度には覚おぼえてたらしくって。俺もラクウェルも子供の頃ころに少し……」


　大人おとなたちに混じって、がーごーといびきをかきながら寝ている少女を振り返り、サフィールが尋たずねる。


「パシフィカは？」


「あいつが四歳の時ですよ、俺たちの母親が死んだのは。後はラクウェルが母親代わりです」


　シャノンは一気に水を飲み干ほす。冷たい水が酷こく使しした喉のどに心ここ地ちよい。


「そうか……何にしろ、これだけ客が入れば、こっちとしても美お味いしい。今度はラクウェルと一いつ緒しよに出ないか？　専属契けい約やくも考えるぞ」


「勘かん弁べんしてください……元々あんまりこの街には、長なが居いするつもりじゃなかったですし」


「この街は嫌きらいかい？」


「……いえ」


　否ひ定ていの言葉は不ふ思し議ぎと自然に口から出た。


「いい街ですよ。宿しゆく場ば街まちだからってこともあるでしょうけど……俺たちのようなよそ者でも、すぐ溶とけ込める。懐ふところが深いんでしょうね」


　シャノンは酒さか場ばを振り返りながら笑う。


「でもだからこそ……あんまり俺たちは長居してはいけないんですよ。俺たちにとっても、この街にとっても」


「理由は……聞かない方がいいんだろうな」


「すいません」


　シャノンは素す直なおに頭を下げた。


「残念だが仕し方かたない。だが、まだしばらくはいるんだろう？」


「まあ〈大おお熊くま亭てい〉の修しゆう繕ぜん費ひを稼かせぎきるまでは」


　苦笑してシャノンは言う。サフィールはがりがりと頭を搔かきながら、一いつ瞬しゆん、躊ちゆう躇ちよの表情を見せ……そして言った。


「なあ……無理を承しよう知ちで一つだけ、約やく束そくしてくれんかな？」


「何です？」


「ウイニアのことさ。同じ宿屋をしてる縁えんで、あの子のことは生まれた時から知ってるんだがね……人一倍苦労して育ったせいか、あんまり感情を表おもてに出す子じゃなかったんだよ。いつもこう……変に大人おとなびてるというか。だが君きみ等らが来てからは歳とし相応に、ちょくちょく笑うようになったように思う。だから」


　サフィールがひどく真しん摯しな眼でシャノンの眼をのぞき込む。


「君等がどういう事情を背せ負おっていて、どうして旅をしているのかは知らんが……あの子とは納なつ得とくいく別れ方をしてやってほしいんだよ。そしてできれば、また帰ってきてやってくれ。できる範はん囲いで、構かまわんから」


「……努力します」


　小さく微笑ほほえんで、シャノンは頷うなずいた。








　同どう刻こく……タウルスからやや離れた雑ぞう木き林ばやし。


　街の灯あかりを遠くに望む樹じゆ木もく群ぐんの間かん隙げきには、氷のような静せい寂じやくが満ちていた。


　耳に突つき刺ささるかのような無音である。


　人ひと里ざとの外、時刻は夜……もし、この場に誰だれか居い合あわせたとしても、特に異常を感じることはないかもしれない。


　だが、注意深い者ならば気づくはずだ。


　あまりに静かすぎることに。音そのものを消されたかのように。そこには虫の声すらない。


「……作戦内容を確認する」


　唐とう突とつに……全まつたく唐突に声が湧わく。


　応じる声はなく、発した者の姿すがたもない。無意味な独ひとり言ごとのように、声は虚むなしく夜の闇やみに響ひびいた。


「各かく班はん、所定の位置に移動、作戦区く域いき一帯を人じん的てき封ふう鎖さ。その後、スターム少佐より別命あるまで待たい機き。実行命令がなかった場合は、壱いち弐に〇ぜろグロックの経過をもって待機命令は失しつ効こう。順次撤てつ収しゆう。実行命令があった場合」


　声は淀よどみなく続けた。


「住民全すべての排はい除じよをもって〈廃はい棄き王女〉に関する第一級機き密みつ保ほ持じ処理を実行する」


　やはり応ずる声はない。非難の声も苦く悩のうの声もなく、言葉は当然の如ごとく夜や気きの中に溶とけ消え……やがて思い出したかのように、雑木林に虫の音ねが響き始めた。


　まるで何事もなかったかのように。




　第四章　特務戦技兵再び







　繊せん細さいさと無ぶ骨こつさ。


　武器……特に刃は物ものとは、そういう矛む盾じゆんする二つの要素の間で揺ゆれ動く、微び妙みような道具だ。


　鋭するどければその分、刃は脆もろさを帯おび、反対に鈍にぶければ切れ味を損そこなう。


　装そう飾しよく用、儀ぎ礼れい用といった例外はともかく、実戦用、しかもそれなりの使い手が携たずさえるべき刃物の製作と維い持じは、その矛盾する要素の妥だ協きよう点てんを、手て探さぐりで探さがすような作業とも言える。鋭すぎれば頑がん強きようさを損ない、頑がん丈じようさを優先させればどうしても刃は鈍どん磨まする。


「シャノン兄にい～」


　だが、鋭えい利りさと頑強さと……どちらにどれだけ重点を置くかは、使い手の技わざの傾けい向こうや武器の形状によっても異ことなる。どちらを優先するのが正しい、というわけではないのだ。


　極きよく端たんな話、使い手と武器の数だけ、その妥協点は存在する。ただ型通りの作業をこなしていれば良いというものではない。


「シャノン兄、シャノン兄ってば」


　現場での過か酷こくな使用条件に耐たえるため、武器というものは常つね日ひ頃ごろから、手入れを要求される。だがそれは、非常に手間と暇ひま、そして何よりも神経を遣う、細こまやかな作業となる。


　わずかな怠たい慢まんや判断の誤あやまりが、使い手の命を奪うばうこともあるのだから、当然の話だ。


「ねえ、ちょっと、ねえ、ねえ」


　つまり、武器の手入れ作業とは、事ことほど左さ様ように、重要かつ細さい心しんの注意をもって行おこなわれるべきものであり……


「聞いてんのお？　ちょっとー。おーい」


　雑念などはもってのほか……


「こーんなことしちゃったりして。えいえい」


　つまり……


「あ、可愛かわいい。じゃあこれ、次これ」


「……やめんかい」


　パシフィカがシャノンの長い黒くろ髪かみを三つ編あみに結ゆい始めた時点で、さすがに彼の忍にん耐たいも底をついた。


　ちなみに、シャノンの髪を普ふ段だん、首の後ろで束たばねている紐ひもは、妹の手で解ほどかれ、今は彼の頭の右側で髪を一ひと房ふさ、束ねるのに使われていたりする。


　ウサギの耳のようににゅっと伸のびた髪が、ゆらゆらと揺れる様さまは……まあ、可愛いといえなくもない。間抜けにも見えるが。


「おまえなー……」


　シャノンたちが滞たい在ざいしている宿やど屋や〈大おお熊くま亭てい〉……その裏庭。


　暑あつくもなく寒くもなく、午後の睡すい魔まを誘さそうような秋の日差しの中で、様々に色づく木々も、ぼんやりと、まどろんでいるように見える。


　さして広くはない庭だが、花か壇だんと小さな池があり、一応、宿しゆく泊はく客きやくが庭先で御お茶ちやを楽しめるように、白いテーブルと椅い子すが置かれている。もっとも今は、そのすぐ横に、無ぶ骨こつなシャノン手製の即そく席せき竃かまど──半はん壊かいした厨ちゆう房ぼうの代わりである──があったりして、雰ふん囲い気きはぶち壊こわしだ。


「黙だまってりゃまあ、人の髪で好き放題やりやがって」


〈守護者ガーデイアン〉シャノンは、父の形かた見みの刀かたなを手入れする手を止め、彼の命を懸かけても護まもり通すべき最愛の妹いもうと──のはずである、多分──をにらんだ。


「えー、でも可愛いのに～」


「そんなに可愛いのがいいなら、自分の頭でやらんかい」


「私は十分に可愛いからいいのよ」


「…………」


　胸むねを張って言う妹の顔を、シャノンは無表情に見つめ……小さなため息を一つつくと、何事もなかったかのように作業を再開した。


「ちょっと、何よ！　今の沈ちん黙もくは！　私が可愛いとゆー、絶対にして不ふ変へんの事実に対して、不ふ遜そんにも否ひ定てい的な意見を持ってるように見えたんだけど！　ねえ、ちょっと！　君くん主しゆの質問に答えなさいってば、シャノン・カスール！」


　シャノンは自分の襟えり首くびを摑つかんで揺さぶるパシフィカの顔を見つめた。恐おそらくは、黙っていれば、誰だれしもが可愛いと評するであろう容よう貌ぼうに向かって、言う。


「いえいえ姫ひめ様さま、貴女あなたは私の知る限りにおいて、最高にして至し高こうの美しさを、その身でもって体現されておりますです、はい」


「面めん倒どうくさそうに棒ぼう読よみするんじゃないっ！」


「いちいち細こまかい奴やつだな、おまえは」


「シャノン兄が大おお雑ざつ把ぱすぎんのよっ！」


「そんなことはどーでもいいから……何か用事があったんじゃないのか？」


　いつもの応おう酬しゆうを切りあげて言うシャノンに、パシフィカが頷うなずいた。


「あ、そうそう。そうだった。えっとね、ウイニアがさ、買い物に付き合ってほしいってさ。色々まとめ買いするから」


「荷物持ちね。面倒くさい……と言えるような身分でもないな」


　実じつ費ぴだけで〈大熊亭〉に厄やつ介かいになっている身としては、拒きよ否ひできるはずもない。


「少し待つように言ってくれ。もうちょっとで手入れも終わるから」


「ん。分かった」








　タウルス郊こう外がい。


　街まち並なみを一望できる小高い丘おか。その上に、悠ゆう然ぜんと立つ一人の男の姿すがたがあった。


　その風ふう貌ぼうは鋼こう鉄てつを思わせ、ただそこに佇たたずむだけでも、静かな威い圧あつ感かんを放はなっている。生なま半はん可かなことでは揺ゆるぎも傷つきもしない、重く硬かたい鋼はがねの凄すご味み。


　ルーク・スターム。それがこの男の名だ。


　だが彼をよく知る者は単に『少しよう佐さ』と……その一語に畏い怖ふを込めてそう呼ぶ。


「状じよう況きよう報告」


　呟つぶやくようなルークの声に、彼の周囲の光景がわずかに揺らいだ。幻げん影えい系けいの魔法により、周囲の光線を屈くつ折せつさせて姿を隠かくした、彼の部下たちである。


　ラインヴァン王国軍諜ちよう報ほう部ぶ特とく務む処しよ理り班はん……通つう称しよう〈ブラック・ホーク〉。


　闇やみ夜よを舞まう漆しつ黒こくの鷹たかは、決してその姿を表おもて舞ぶ台たいにさらすことはない。だがその爪つめは狩しゆ猟りよう鳥ちようの名に相応ふさわしく、必ひつ殺さつの力をもって獲え物ものを狩かる。


　謀ぼう略りやく。暗殺。誘ゆう拐かい。どんなに卑ひ劣れつ卑ひ怯きようなことであろうと、それが必要ならば、躊躇ためらいもなく的確に遂すい行こうする男たち。第四特務部隊〈クリムゾン・ソード〉や、第五特務部隊〈オブスティネート・アロウ〉と並び、王国軍の暗部を司つかさどるとされる、最強の破は壊かい工作班……それが〈ブラック・ホーク〉であった。


「第二班、巡じゆん回かい商人のキャラバン七名を拘こう束そく。第五班、男一名を拘束、いずれも全員第二種留りゆう置ち処しよ置ち。以上、前回定時報告より全班状況変化なし。人じん的てき封ふう鎖さ続行中」


　ルークは軽く頷うなずいただけだった。


「全班、現状維い持じ」


「しかし少佐……よろしいのですか、あの特務戦技兵に任まかせておいて」


　揺らめきが発する声には、若じやつ干かんの不満が見え隠れしていた。


「兵士単体の戦せん闘とう能力としては、あの少年は文もん句くなく超一流だ。さすがは〈オブスティネート・アロウ〉の兵士だな」


「いえ、そういう意味ではなくて……」


　軽く手を振って部下の言葉を制し、ルークは続けた。


「分かっている。だが自他共に一流と認めるからこその、意地や面子もあるだろう。敗はい北ぼくしたままでは、気が済すむまいよ。本人はともかく、あの〈バロネス〉はな。我われ々われの作戦に、色々と名めい目もくをつけて彼を送り込んできたのがその証しよう拠こだ。雪せつ辱じよく戦せんの機会として初しよ手てを譲ゆずってやれば、貸かしになる」


「……なるほど」


「彼が勝てばそれでよし、負けても我々が失うしなうものは何もない。むしろその後あと始し末まつを行おこなうことで、貸しが増ふえる」


　ルークの口く調ちようは、まるで当然の計算結果を読み上げるように淡たん々たんとしている。その『後始末』が場合によっては街まちの住人の皆みな殺ごろしを意味するとしても。


　冷れい酷こくではない。非情でもない。だが事が任務となれば感情を忘れる。そういう男だ。


　そうでなければ〈ブラック・ホーク〉の長など務つとまるはずがない。いかなる感情であろうと、意い志しの力で圧あつ殺さつできる人間……それが王国にとって必要とあれば、何の罪つみもない幼おさな子ごであろうと、眉まゆ一つ動かさずにその手で絞しめ殺せる人間でなければ。


「だが」


　一いつ瞬しゆん……ほんの一瞬だけ、ルークの顔を表情がかすめた。


「勝てはせんだろうな」


「恐おそらくは。勝てたとしても苦しむでしょう」


　部下の声にも何ど処こか哀あわれむような、いや、懐なつかしむような響きがあった。遠い昔むかしに捨すててきた何かを、想おもい出すかのような。


「鋭するどすぎる刃やいばは、武器には向かない」


　タウルスの街まち並なみを見やりながらルークは言った。








「はい、お待ちどうさま」


　商しよう店てん街がい通りの店の一軒けん。


　その窓まど際ぎわの席に座すわりながら、彼は外の通りに向けていた視線を戻もどした。今、店の中に他の客はいない。


　テーブルの傍かたわらに、歳としの頃ころなら彼より少し上……十代後半の少女が一人、にこやかな表情を浮うかべて立っていた。


　美人ではないが、女の子にしては短く整ととのえた茶色の髪かみのためか、それとも潑はつ剌らつとした黒こく瞳どうの輝かがやきのせいか、やんちゃ盛ざかりの少年のような軽快な印いん象しようを与える。


　少女の手には、パンと香こう茶ちやを載のせたトレイがあった。


　このパン屋は入り口近くに幾いくつかのテーブルが置いてあり、買ったばかりのパンをその場で食べられるようになっている。商店街での買い物に疲つかれた客が、気軽に寄って休めるように、喫きつ茶さ店てんの真ま似ね事ごとをしているのだ。


　ちなみに彼が注ちゆう文もんしたのは、新製品らしい。店中にべたべたと『淡あわいほろ苦にがさ』『初恋の味！』『おねーさまも絶ぜつ賛さん！』などと書かれたチラシが何枚も貼はってあるので、何となく注文してしまったのだが……


「……ふふ」


　少女は注文の品をテーブルに置くと、にこやかに微笑ほほえんで彼の顔を見つめている。


「…………？」


　一いつ向こうに立ち去る気け配はいを見せない少女に、彼は問い質ただすような視線を向ける。


「あなた……」


　少女は何か面おも白しろいものを見つけた子供のように、興きよう味みに輝く眼を彼に据すえて、言った。


「……恋をしてるわねっ？」


　……ずる。


　脱だつ力りよくで椅い子すから滑すべり落ちそうになりながらも、何とか体勢を整える。


「……はあ？」


「その憂うれいを帯おびた表情と、時折つくため息が何よりの証しよう拠こ！」


「いや……僕ぼくは」


　言いかけた彼を押し留とどめるように、掌てのひらを突き出す少女。


「いい、皆みなまで言うな、少年よ！　このミシェル様は全部お見通しよっ！　こういう場所で給きゆう仕じなんかしてるとね、よく来るの、あなたみたいなお客さん。切せつない思いを胸むねに秘め、瞳ひとみに映うつるは黄たそ昏がれの空か、愛いとしい人の幻まぼろしか、くうっ、青春の光と影、ここにあり！　いいなあ青春！」


　歳としからすれば自分も青春真まっ只ただ中なかのくせに、やたらと年寄りじみた言い方をする少女。その後こう頭とう部ぶに店の奥から怒ど鳴なり声が飛ぶ。


「くぉら、ミシェル！　またてめえはっ！　お客さんで遊んでねえで、とっとと窯かま出だし手伝わんかいっ！」


　どうやらこの少女、それが趣しゆ味みなのか、それらしい客を捕つかまえては、からかって遊んでいるらしい。


「やべっ」


　少女は小さく舌したを出すと、慌あわてて奥おくに引っ込み……かけて振ふり返る。


「頑がん張ばってね～」


　そうして少女は店の奥に消えた。


　なんだかよく分からないが、元気な少女だ。


　彼女が香茶を運んで来る前と違い、彼は静せい寂じやくが妙みように重くわだかまっているように感じた。


「……僕らしくもない」


　彼は苦笑して手元のパンを見つめると、それを小さくちぎって、口に運ぶ。何かの香こう草そうを混ぜて焼いてあるのか、そのパンは薫かおり高く、少しほろ苦にがい味がした。


「恋……か」


　確かにそう見えるのかもしれない。


　誰だれが言った言葉だったろうか……愛情と憎ぞう悪おは非常に近い感情だと。それは心を狂くるわせ、判断を鈍にぶらせる。自分の心が理解できず、制せい御ぎよできなくなってしまう。


　そもそも彼は、他人に対して人ひと並なみな感情を覚おぼえたことはない。覚えないようにもしている。だからこそ、冷れい徹てつに任務を遂すい行こうできるのだ。必要とあれば、彼は、眉まゆ一つ動かさずに幼よう児じを絞しめ殺すこともできる。


　それができるからこそ、彼には存在価値があった。できない者たちは早々に死んだ。


　だが。


　シャノン・カスール……あの偽ぎ善ぜん者しや。


　彼のことを考えると夜も眠れない。寝ねても覚さめても彼の面おも影かげと声が脳のう裏りに焼き付いて離れない。何ど処こで何をしているのか。何を見、何を聞き、何を感じているのか。


　ならばこれは憎悪か？　それとも愛情か？


　彼は苦笑した。我われながら陳ちん腐ぷな問いかけだ。


「悪いけど、きっちりと決着を付けるために、もう一度戦やらせてもらうよ……〈守護者ガーデイアン〉シャノン・カスール」


　ラインヴァン王国軍第五特とく務む部隊〈オブスティネート・アロウ〉所属の特務戦技兵・クリストファ・アーマライト。


　彼は静かに微笑ほほえみながら、窓の外を……通りを隔へだてた反対側を、連つれらしき少女と歩く黒こく衣いの青年を、眺ながめていた。








「えっと……」


　買い物品ひん目もくを記しるした紙片を片手に、商店街を歩きながら、ウイニアは首を傾かしげた。香こう辛しん料りよう二種類。小こ麦むぎ粉こ。新しい皿さら。ランプ用油。その他諸もろ々もろ、九品目。これで全部だ。


「これで終わり……ですね」


「それは良かった」


　ウイニアの隣となりを歩きながら、若じやつ干かん左に傾かたむき気味の姿し勢せいで言うのは、シャノンである。


　いつものように左腰こしに刀かたなを差し、それに加えて買い物した荷物のほとんどを彼が、しかも左手一本で持っているからだ。彼の腕わん力りよくからすれば別に重い代しろ物ものではないが、やたらとかさばるので非常に歩きにくい。どうしても平へい衡こうをとろうとすると体が傾いてしまうのだ。


「これ以上増ふえたら、どうしようかと思ってたところだ」


「両手で持てばいいじゃないですか」


「俺おれは荷物を左手で持つのが好きなんだよ」


　シャノンはそう言うと、不意にウイニアの方へと右手を伸のばした。


「……え？」


　軽い衝しよう突とつ音おん。


　地をボールが跳はねる音に重なって、慌あわてた口く調ちようで謝あやまる子供の声が届とどく。すれすれのところでシャノンの右手が弾はじいたわけだが、遠くから見ればウイニアの頭にボールが命中したように見えたろう。


「おっとっと」


　左手の荷物によろけながらも、シャノンは右足で地を跳ねるボールを捉とらえると、声の方へと向かって蹴けり飛ばした。


「どうも、ありがとう！」


「気を付けて遊べよー」


　教え諭さとすにはあまりにおざなりな声で言うと、シャノンは再ふたたび歩き始める。一いつ瞬しゆん、何が起こったのか分からずに立ち尽つくしていたウイニアも、慌てて歩き出し、彼の隣に並んだ。


「あ……ありがとう」


「どういたしまして」


　シャノンの口調は、やはりいつものように面めん倒どうくさそうだ。まるで世の中のこと全すべてがどうでもいい、とでも思っているかのような風ふ情ぜいである。


「やっぱり私も半分、持ちます」


「いいよ。いちいち持ち換かえるのが面倒だ」


　そう言うとシャノンはやや歩調を速めて歩く。あえて今度は隣に並ばず、その背中を眺ながめながら、ウイニアは苦笑した。どうあっても彼女には荷物を持たせないつもりらしい。


　不器用で無ぶ愛あい想そうな青年だが、ウイニアとしては、好感が持てる……少なくとも、そこらの愛想だけ振りまくのに器用な男に比くらべると。


　本当に優やさしい者は、その優しさをあからさまに示したりはしない。


　そんなことを考えながら歩いていると。


　目の前に広がる漆しつ黒こくの色しき彩さい。


「むぷっ……？」


　急に立ち止まったシャノンの背中に、ぶつかったのだ。ウイニアはぶつけた鼻はなを押さえながら、彼の黒い後ろ姿すがたに声をかける。


「シャノン……さん？」


　一瞬。


　全身の毛が逆さか立だつような感覚が駆かけ抜ける。


　理由は分からない。だが、通りの真ん中で立ち止まったまま、虚こ空くうを見つめるシャノンの横顔が、ひどく凄せい惨さんなものに見えた。


「あ、あの……？」


　小さな金属の響ひびき。


　シャノンがいつのまにか刀かたなに添そえていた右手を握にぎり込んだのだ。無む造ぞう作さに左手の荷物も地に落とし、いつでも最大速度で抜ばつ刀とうできるように、鞘さやへと添える。


「…………！」


　何か冷たいものを感じて、ウイニアは思わず半歩、彼から離れた。


「あ……あの、えーと、こ、こんなところで立ち止まってないで、早く帰りましょう……またパシフィカが怒おこりますよ、遅いー！　って。えっと……荷物多くて面倒くさいのは分かりますけど、でも、あの」


　慌あわててしどろもどろに言葉を並べつつも、ウイニアは心の底の醒さめた部分で思った。


　違ちがう。何を言っているんだろう。


　シャノンが立ち止まったのは、そんな理由ではない。分かっている、自分が全然見けん当とう違いの、間抜けなことを口走っているのは。だが、他に言うべき言葉を見み出いだせなかった。


　……敵だ。


　恐おそらくまた敵が来たのだろう。その殺さつ気きだか何だか……ウイニアには想像もつかないが、その気け配はいのようなものを感じて、彼は武器に手をかけたのだ。


　だがウイニアは、そのことを認めたくはなかった。そのことを認めてしまうと、彼やパシフィカ、ラクウェルが遠くに……自分とは違う世界に、行ってしまうような気がして。


　無愛想だけれど優やさしいシャノン。面倒くさがりなくせに、なんでもいざ始めると熱中してしまうシャノン。しょっちゅう喧けん嘩かしているくせに、何だかんだで妹には甘あまいシャノン。


　けれど。


　ウイニアの眼は彼の腰こしに……彼が握っている長ちよう刀とうに吸すい寄せられるように向く。


　刀。凶きよう器き。人殺しの道具。


　矛む盾じゆんする二つの印いん象しよう。


　ウイニアは戦せん慄りつするような想おもいで、自分の目の前の背中を見つめる。


　彼は、人を殺したことが、あるのだろうか？　妹を護まもるために……一つの命を庇かばうために、別の命を奪うばったことがあるのだろうか。


「……気のせいか？」


　シャノンは呟つぶやく。


　そしてそこで初めてウイニアに気づいたように、肩かた越ごしに振り返った。


「あ……すまん。何だって？」


「え、あの……夕食の時間も迫せまってますし、急いで帰りましょうって……」


「ああ、そうだな」


　シャノンも一いつ瞬しゆん前までの緊きん張ちよう感かんを噓うそのように消して、荷物を拾ひろう。


　ちゃりちゃりと荷物が鳴った。


「……あ」


「ああーっ！」


　ウイニアは音の意味するところを知って、思わず叫さけぶ。シャノンの方を見ると、その表情にはっきりと『しまった』と書いてあった。


「お皿さら！」


　落とした拍ひよう子しに割れたらしい。


「ああ、やっぱり何枚か割れてる！　だから気を付けてくださいねって言ったのに……」


「いや、あの……」


　言い訳わけの言葉が一通り脳のう裏りを過よぎり……


「……ごめん」


　シャノンは無ぶ難なんに頭を下げた。


「シャノンさんは先に帰っていてください。私、もう一度買ってきます」


「え？　いやしかし……」


「あんな出で物もの、滅めつ多たにないんですから。早く押おさえとかないと」


　そう言うとウイニアは駆かけ出した。


　反射的に彼女の後を追おうとして走りかけ……そして砕くだけた食器の音に、シャノンは脚あしを止められた。この状態で走ろうものなら、無ぶ事じだった皿まで破は片へんが傷きず物ものにするだろう。


「まあ……いいか」


　夕ゆう暮ぐれ時の人込みの中に消えるウイニアの姿をしばらく見送ってから、シャノンは〈大おお熊くま亭てい〉へと帰るべく、踵きびすを返した。








　窓まどから染しみ入る陽光はすっかり夕ゆう陽ひ色に変わっていた。宿やど屋やや食堂は無論、そろそろ普ふ通つうの家でも夕ゆう餉げの支し度たくを始める時間である。


「遅いねえ、あの二人」


〈大熊亭〉の食堂でラクウェルと香こう茶ちやを飲みながら、パシフィカが言う。もっとも〈大熊亭〉には高級品である機械式時計はないので、正確な時間は分からないのであるが。


「そうねえ」


　病やみ上がりのラクウェルは、本を片手に気のない相あい槌づちをうつ。ちなみに題名は『魔ま導どう式しき大たい全ぜん』。要するに、王おう立りつ魔導院が正式に認みとめた魔法実行用の魔導式が、記き載さいされている辞じ書しよのようなものである。


　載のっているのは基本的な魔法ばかりで、勿もち論ろん、習しゆう得とくを厳きびしく制限される軍用魔法や、特とく殊しゆな魔法は記載されていない。


　ただ、ラクウェル程度の魔導士ともなれば、魔導式の組み合わせで新しい、別な効果を持つ魔導式を組み上げることもできる。寝ね床どこで療りよう養よう中に色々と思い付いた魔導式があったらしく、昨日きのう今日きようと、ラクウェルは食事もそこそこに、本に没ぼつ頭とうしていた。


「買い物っていったって、そんなにたくさんのもの買うわけじゃないと思うんだけど」


「そうねえ」


「何かあったのかなあ」


「そうねえ」


「…………」


　パシフィカは冷たい目で姉あねを見やる。そんな妹の視線に気づいているのかいないのか、のんびりと本の字を目で追うラクウェル。


「デート、だったりして」


「そうねえ」


「……シャノン兄って、ウイニアみたいなのが好このみだったっけ？」


「髪かみは、長い方が好みだって聞いたことがあるけど」


　即そく座ざに答えるラクウェル。


「まあ、あれで結けつ構こう、日にち曜よう学校ではもててたみたいだから、女の子見る目は肥こえてると思うわよ……あ、そうそう、胸むねの大きさとか足首の細さとかには、特にこだわらないとか言ってた記き憶おくがあるわね」


「ラクウェル姉って、昔むかしっからそうよね」


　一いつ瞬しゆん、自分の胸むな元もとに視線を落としてから、パシフィカは横目で姉をにらむ。


「ぼー……っとしてるように見えて、ちゃんと、押さえるところは押さえてるんだもん」


「失礼ねえ」


　ぼーっとした口く調ちようでラクウェルが言う。


「ぼーっとなんかしてないわよ……っと」


　本を閉じて、ラクウェルが顔を上げる。のんびりした表情の中に、悪いた戯ずらっぽい笑みが含ふくまれていることに気づいて、パシフィカは一瞬、たじろいだ。ラクウェルがこういう表情をすると、ちょっとまずい。


「な……何よ」


「本当にもう……パシフィカはお兄ちゃんっ子なんだから」


「だ、誰がっ！」


　叫さけんでそっぽを向く。


「『お兄ちゃん、とっちゃやだあ』」


　誰かの真ま似ねなのか、駄だ々だっ子のような口調で言うラクウェルに、パシフィカの血が団体で頭に昇のぼった。


「覚おぼえてる？　五歳の時に……」


「忘れたわよっ！　忘れたわ！　全然覚えてないわ！　本当よ！　もう完全無む欠けつに忘ぼう却きやくの彼方かなた！」


　両手でばんばんとテーブルを叩たたきながら喚わめくパシフィカ。だがラクウェルはまるでそれが眼に入らないような様よう子すで言葉を続ける。


「シャノンが近所の女の子と遊びに行こうとしたら……」


「うぬあーっ、やーめーてーっ！」


　頭を抱かかえながら床ゆかの上をごろごろと転ころがるパシフィカ。よほど恥はずかしいらしい。


　……結局、ラクウェルが覚えている限りの『実例』を列れつ挙きよし終わる頃ころには、パシフィカは床の上で憔しよう悴すいしきっていた。


「うう……ひどい」


「だってパシフィカ、私にはそんな風に甘あまえてくれないんだもの」


　ちょっと拗すねたような口調で言うラクウェルの方が、ある意味、パシフィカよりもはるかに子供っぽい。


「だから甘えてないっつーの！」


　喚きながら椅い子すに座すわり直すパシフィカ。


「……パシフィカ」


　ラクウェルの声に微び妙みような変化を感じてパシフィカは眼を瞬しばたたかせた。


「な……何よ」


「大だい丈じよう夫ぶ」


　全すべてを見み透すかしているような、姉の眼。伸のばされた白い手が、パシフィカの髪かみに触ふれる。


「何ど処こへも行ってしまったりしないわよ、シャノンは」


　わずかな沈ちん黙もく。唐とう突とつな言葉の意味を十じゆう分ぶんすぎるほど理解した上で、パシフィカはテーブルの端に視線を落としながら言った。


「分かってる……でも」 


「私もそう。たとえそれが『家族ごっこ』だとしても……だからこそ、当たり前のように一いつ緒しよにいるだけの関係より、かえって尊とうといと、私は思うのよ。だから大丈夫。私たちは義ぎ務むとか、義理とかじゃなくて……望んであなたの側そばにいるのだから」


「……うん」


　パシフィカは少しはにかむような表情で、小さく頷うなずいた。








　永ながく一つの街まちに住んでいると、その街独特の、匂においのようなものが嗅かぎ分けられるようになる。


　無論、自分もその街の住人である以上、その匂いを普ふ段だん意識することはない。だが、逆に街の住人以外の者と出会うと、それが改あらためて気になる。感じてしかるべき匂いというものが、ぽっかり欠けつ落らくしていて、そこに別の匂いがはまっているのだ。


　それはその人物が育ってきた街の匂いであったり、所属する集団の匂いであったりする。吟ぎん遊ゆう詩し人じんのような孤こ独どくな旅人でさえ、その物もの腰ごしにはある種の匂いがまつわりつく。


　あるいはこれが、気け配はいと呼ぶようなものなのかもしれない……何となくウイニアはそう思っていた。


「こんにちは」


　だが、目の前の少年にはそれがなかった。


　恐ろしいほどに匂いがない。人にん形ぎようかと一瞬思ったほどだ。実際、計算され尽つくして作られた人形のように、その容よう姿しには隙すきもない。異性の好意と同性の嫉しつ妬とを同じ数だけ集めそうな、冷たく美しい姿すがた。十代半なかばといえば、まだ幼おさなさを引きずっているはずの年とし頃ごろなのだが、それもない。まったくない。


「……何か？」


　ウイニアは目の前に立ちふさがった、その栗くり色いろの髪の少年に尋たずねた。


　夕ゆう暮ぐれ時の街がい路ろ風景。家いえ路じを急ぐ人々の群むれ。窓まどには灯あかりがともり始め、夕ゆう餉げの香かおりがあちこちから流れ出てくる。遠くで子供を呼ぶ、母親らしき声も聞こえた。


　だがその最さ中なかにあって、少年は浮いた存在だった。何がと問われればウイニアにも明確な言葉は出てこないが、明らかに少年には、周囲の風景には馴な染じまない何かがあった。


　まるで草そう食しよく動物の群れの中で身を潜ひそめる、夜や行こう性の狩しゆ猟りよう獣じゆうのように。


「シャノン・カスール……ご存ぞん知じですよね？」


　その一言にウイニアは身を強こわ張ばらせた。


　いくら戦せん闘とうだの暗殺だのに縁えんのない生活を送ってきたとはいっても、さすがに想像がつく。この少年は、パシフィカたちの、敵だ。


「知らな……」


「駄だ目めだよ、お姉さん、噓うそをついちゃ」


　駆かけだそうとしたウイニアの肩に鋭するどい痛みが食い込んだ。少年が、林りん檎ごでも握にぎり潰つぶせそうな握あく力りよくで彼女の肩をつかんでいるのだ。


「誰だれか！　誰か助け……」


「……ウイニア？」


　これぞ天の助けか。悲ひ鳴めいらしい悲鳴をあげきる前に、彼女の側そばを一人の大おお柄がらな若者が通りかかった。


　顔見知りだ。仕事の腕うで前まえは一流とは言い難がたいが、客の細こまかな注ちゆう文もんにも誠せい実じつに応じてくれると、近所でも評判の、若い鍛か冶じ職人……ファルクだった。


「どうした？　絡からまれてるのか？」


　大おお雑ざつ把ぱな作りの顔に小さな茶色の眼……人の良さそうな顔立ちだが、ウイニアよりも頭一つ以上もある上うわ背ぜいは、側に来ると十分に迫力がある。無論、それくらいの体格がないと、重労働の鍛冶屋などやっていられないだろうが。


「おい、坊ぼうや、何か事情があるのかもしれないけどな、嫌いやがる女の子を無む理り矢や理り捕つかまえるのは、よくないぞ」


「関係のない人は、引っ込んでいた方が無ぶ難なんだよ」


　少年はあくまで朗ほがらかな口く調ちようで言うと、軽く片手を振ふる。華きや奢しやな少女を思わせる白い手が描えがく軌き跡せき上に、ファルクの身体からだがあった。


「ぐげっ？」


　胃い液えきを吐はくような濁にごった音を漏もらしながら、鍛冶屋の若者の身体は宙に浮いた。たっぷり数歩分の距きよ離りを飛んで、地に落ちる。


「お……おまえ……？」


　ざわめきが少年とウイニア、そしてファルクを中心に広がってゆく。人々は脚あしを止め、何事かと三人の姿に見入っていた。


　苦く悶もんの表情を浮かべながらも身を起こすファルクに、少年は微笑ほほえんだ。


「手て加か減げんはしたけど……素人しろうとにしてはたいしたものだね」


「親おや方かたが厳きびしい人でな。餓ガ鬼キの頃ころからよくぶん殴なぐられたよ」


　そう言ってファルクは両手を胸むな元もとに構かまえた。何かの格かく闘とう技ぎの型というよりは、自然に身についた喧けん嘩かの構えだろう。


「そう。でも中ちゆう途と半はん端ぱな強さは損そんだよ。今ので気絶していたら、楽だったのにね」


「子供が、そういう大人おとなをなめた態度を取るのは、感心しないぞ」


「素人が、そういう玄人くろうとをなめた態度を取るのも、感心しないね」


　ファルクは少年に迫せまり、少年を押さえ込もうと両手を伸のばす。やはり、まだ子供といっていいような歳としの相手を殴るのは、気が引けるのだろう。いくら少年が並なみ外はずれた腕わん力りよくを備そなえているとはいっても、そもそもの体重が違うのだから、押さえ込めば勝ちだ……そんな思おも惑わくがファルクにはあったに違いない。


　だが……


　鈍にぶい音が響ひびく。少年の着ていた灰色の外がい套とう……その左右の合わせ目から一本の棒ぼうが伸びているのに、ウイニアは気づいた。


「ぬ……？」


　うめくファルク。少年が腕を振ると、ファルクのみぞおちに食い込んでいた棒は素す早ばやく旋せん回かい、金属音と共にさらに伸しん長ちようする。


　それは、一いつ瞬しゆんにして彼の身長にも匹ひつ敵てきする武器……長柄戦斧ハルヴアードとなった。


「おやすみ」


　少年の囁ささやくような声と共に、旋回した戦せん斧ぷの柄えは、苦痛に身をかがめていたファルクの後こう頭とう部ぶを直撃する。今度こそ、声もなく地に沈しずんで、ファルクは動かなくなった。


　悲鳴があがる。ウイニアと、そして近くで何事かと見物していた野や次じ馬うまたちの悲鳴だ。


「……さて」


　周囲の悲鳴と慄おののきの視線など、全まつたく意に介していない様よう子すで、少年はウイニアに向き直った。大の男一人を地に這はわせておいて、息一つ乱していない。いや、それどころか、ウイニアの肩をつかんだ手も、一瞬たりとて離していない。


「お姉さんには、餌えさになってもらうよ」


　少年はにこやかな表情で宣せん言げんした。








　近づいてくる気け配はいにシャノンは顔を上げた。


　傍かたわらで、果くだ物もの包ぼう丁ちよう片手に林りん檎ごを剝むいていたラクウェルに、目め配くばせする。ラクウェルは眼を閉じて、既すでに起き動どうしてあった警けい戒かい用結けつ界かい魔ま法ほう陣じん〈楽園〉アスガルドからの情報を確認した。


　夕方、殺さつ気きのようなものを感じたシャノンが、念のためとラクウェルに施せ法ほうを頼んでおいたのだ。


〈楽園〉アスガルドは、一度起動してしまえば一いつ昼ちゆう夜や、魔導士本人が眠っていても作動し続け、警戒範はん囲い内に入った生物の存在を捕ほ捉そくする。だがその便利さの反面、非常に高度な魔法であり、何日にもわたって起動し続けると、魔導士の精神に悪あく影えい響きようが出る。


「武器と思われる金属の携けい帯たいはなし。身長、体重、歩ほ幅はば……んー……多分、〈野の馬うま亭てい〉のコルトさんだと思うわ」


　脳のう裏りに描えがいた情報画面からそれだけのことを瞬時に読み取り、ラクウェルは頷うなずいた。


　程ほどなく扉とびらを叩たたく音がする。


　テーブルで突つっ伏ぷしていたパシフィカが、音に反応する猫ねこのように、ぴょこんと身を起こした。


「ウイニア？」


「じゃ、ないようだぞ」


「うう、おなかすいたよう」


　再ふたたびテーブルの上に突っ伏すパシフィカの横を、苦笑して通り過ぎ、シャノンは扉を開く。だが彼がきちんと開ききる前に、扉は外側から、もどかしげに引き開けられた。


「シャノン！」


　そこにはラクウェルの予よ言げん通り、小こ柄がらな初老の男……〈野馬亭〉の主人、サフィール・コルトが立っていた。


「……何か、あったんですか？」


　サフィールの表情から何かを感じて、シャノンも挨あい拶さつ抜きで問う。サフィールは一いつ旦たん口を開いて何かを言いかけ……そしてつぐんだ。落ち着かないと、意味のないことを口走ってしまいそうだったからだ。


「ウイニアが……」


　深しん呼こ吸きゆうを一つして、サフィールは言った。


「妙みような少年にウイニアがさらわれたんだよ！」


　その言葉に、シャノンたちの表情が凍こおった。




　第五章　揺らがぬ絆きずな







　シャノンは唇くちびるを嚙かんだ。


　いつかはこうなることは分かっていた。


　そして恐おそれてもいた。あの、無む垢くな日常が終わった日から、いつかはこういう事じ態たいが訪おとずれるであろうことは、容よう易いに想像がついた。だからこそ、彼とラクウェル、そしてパシフィカは故こ郷きようを捨すて、寄よる辺べもなく、ひたすら彷ほう徨こうを続ける日々を選んだのだ。


　だが……シャノンたちはそれを一時とはいえ、中断した。


　分かっていながら、あえてその危険性を忘れたふりをしていたのだ。疲つかれていたこともある。続けざまに刺し客かくを下くだしてきたことへの慢まん心しんもあった。それを責せめる者はいまいが……油ゆ断だんといえば確かに油断だ。


「ファルクは幸さいわい軽けい傷しようで済すんだようだが……とにかく、その子供がこれを」


　何か言おうとして身を乗り出すパシフィカを、シャノンは一いち瞥べつして制した。


　兄の眼の中に何を見たのか、パシフィカは黙だまって椅い子すに座すわり直す。


　サフィールの差し出した小さな紙し片へんには、几き帳ちよう面めんそうなつづりの字が並んでいた。


『〈守護者ガーデイアン〉シャノン・カスール殿どのへ。アーウェン峡きよう谷こくにて待つ。一人で来られたし……クリストファ・アーマライト』


「アーウェン峡谷ってのは？」


　紙片を握にぎりつぶしてシャノンが尋たずねる。


「街がい壁へきの北門から出て、北東の方向へ半グロックほど歩いたところにある、硝子ガラス谷だ。かなり危あぶない場所なんで、立入禁止になってるがな。とにかく、今、自じ警けい団だんが街まちの若い者を総動員してる。用意が整ととのい次し第だい、全員で……」


「止やめてください」


　焦あせりに揺ゆれるサフィールの声に対して、シャノンの声に動どう揺ようはない。恐ろしいほどに静かな声だった。


「大おお勢ぜいで押しかけては、ウイニアが危険です。数を頼たのんで押さえ込めるような場所でもないでしょう。奴やつはそれを計算した上で、俺おれを誘さそってるんですよ」


　それに……クリスほどの使い手となれば、ただ人数を投とう入にゆうしても無む駄だだ。


　単に格かく闘とう術じゆつに秀ひいでているというだけではない。特とく務む戦技兵は特とく殊しゆ戦せん闘とうの専門家だ。複数で行動することは少ないが、その分、地形や天てん候こうといった状じよう況きようを含ふくめて、周囲のありとあらゆるものを利用して闘たたかう訓くん練れんを受けているはずである。


　奇き襲しゆう、仕し掛かけ罠わな、長ちよう弓きゆうによる狙そ撃げき……専門的な技術も知識もない街の自警団など、相手の姿も見ないうちに全ぜん滅めつするだろう。ファルクが殺されなかっただけでも幸運と思うべきだ。


「俺が一人で行きます」


「しかしシャノン……！」


「お願いです。彼女は必ず連れ帰ります」


　なおも異論を唱となえようとして……しかしサフィールは黙だまり込んだ。


　シャノンの黒い瞳ひとみが彼を見み据すえている。


　どうしてそれ以上の言葉が出てこなくなったのか……サフィールにも分からない。彼は短い沈ちん黙もくの後、うめくように言った。


「分かった……自警団には俺から言っておく」


「お願いします」


　シャノンは深々と頭を下げた。








　頰ほおを撫なでる風が冷たい。


　瞬まばたきを二度、三度。


　まぶたを開いたウイニアの視界を埋うめたのは、真夜中の湖こ面めんのようにつややかな暗黒と、その中を縦じゆう横おう無む尽じんに走る幾き何か学がく模も様ようであった。


　見渡す限りに広がる黒い壁へき面めん。


　その広大な表面は硝子ガラスのような滑なめらかさを示し、無数の亀き裂れつが網あみ目め模様のように広がっている。緩ゆるやかに変化する闇やみ色いろの濃のう度どと、無む秩ちつ序じよな直線の迷めい走そうが生み出す複雑な紋もん様ようは、非常に美しい情景をなしていた。


　ぼんやりとその広大な壁面に視線を滑すべらせてゆくと、細長く切り取られた夜空とそこに浮かぶ月が見えた。


　見み慣なれぬ景け色しきに一いつ瞬しゆん、混乱しかけたウイニアだが、すぐに自分が巨大な壁かべに挟はさまれた空間の底にいることが分かった。


　何とか馬車が一台ずつ、すれ違える程度という幅はばのため、垂すい直ちよくに近い壁は、のしかかってくるような圧あつ迫ぱく感かんを放はなっている。


「アーウェン峡きよう谷こく……？」


　タウルスの北東部にある大きく奇き妙みような谷……いわゆる硝子ガラス谷をそう呼ぶ。


　この不ふ可か思し議ぎな地形は、この地に限らず、ラインヴァン王国全土、いや、このダウトヴィン大陸のあちこちに見られるものだ。


　いつ、どのようにして……全すべては謎なぞのまま、この硝子ガラスのように滑らかな大地の裂さけ目は、地質学を研究する者たちの頭を悩なやませ続けている。一説には神と魔の争あらそった創そう世せい戦争の跡あとだとも言われるが、真実はまだ闇の中だ。


「私……」


　状じよう況きようが分かると、即そく座ざに気絶する直前までの記き憶おくが蘇よみがえってきた。


　あの栗くり色いろの髪かみの少年に街まち中なかで拉ら致ちされたのだ。その直後、首くび筋すじに冗じよう談だんのように軽い一撃を受け、ウイニアはあっさりと意識を失うしなった。


「……逃げなきゃ」


　何なに気げなく身を起こそうとして、ウイニアは自分が細い紐ひもで縛しばり上げられているのに気づいた。拘こう束そく用としては、あまりにそれは頼たよりなく見えるが……それでも少女の細ほそ腕うででは引き千ち切ぎるのは無論、緩ゆるめることもできない。


「お目め覚ざめかな？」


　声に振り返ると、すぐ側そばの壁へき面めんに例の少年がもたれて座すわっていた。
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「あなたは……」


「クリストファ・アーマライト。クリスって呼んでくれればいいよ」


　少年は、無む邪じや気きとも言えるような表情でそう名乗る。


　ウイニアにはそれが不ぶ気き味みだった。


「こ……殺し屋……なの？」


「ああ、大だい丈じよう夫ぶだよ。お姉ねえさんは今回の標的じゃないからね。〈守護者ガーデイアン〉たちが無茶をしなければ、無ぶ事じに帰れるんじゃないかな」


　標的。その語の意味するものは言うまでもなく……


「あ……あなたは！」


　思わず叫さけぶような声が出る。


　殺人者を相手に、下へ手たな刺し激げきは命取りになる……そんな考えが脳のう裏りをかすめたが、言葉は当然のように口から漏れた。


「どうしてパシフィカを……どうして……」


「……そうか。あなたは知らないんだ」


　クリスは静かな笑みを浮かべて言った。


　嘲あざけるでも蔑さげすむでもない笑い。


　殺人者とは思えないほどに、優やさしく、静かすぎる笑顔だった。


「昔々、ある王国での物語。王おう妃ひ様は男女一ひと組くみの双ふた子ごを産うみました」


「何を言って……」


「長らく待ち望まれていたお世よ継つぎです。ですが、お城の人々は喜ぶよりも、恐きよう怖ふに震ふるえました。何な故ぜなら、その双子に関しては、一つの託たく宣せんが下くだされていたからです」


　それは……御お伽とぎ噺ばなしではなかった。


　ウイニアも聞いたことはある。王国の住民であれば誰だれもが知っているだろう。


　噂うわさは簡かん単たんに広まる。それが忌いまわしければ忌まわしいほどに、隠いん蔽ぺいしようとする者たちを嘲あざ笑わらうかのごとく、無責任な流りゆう言げんは素す早ばやく広く、人々の間に染しみ渡ってゆく。


　誰もが知りながら、しかし決して公おおやけの場では語られることのない……そんな噂。


「『王妃の腹より出いでし双子のうち、女児を速すみやかに誅ころすべし。かの者、この世に屍し山ざん血けつ河がを築きずく者なり。かの者、運命の日、この世を滅ほろぼす猛もう毒どくなり』と」


「〈聖グレンデルの託宣〉……！」


　真しん偽ぎを知る者は少なく、時の経過とともにそれは噂から伝説となった。今やそれは信しん憑ぴよう性せいさえも風化した単なる昔話であり、語る者も聞く者も現実味をそこに感じることはない。


　魔王の転てん生せいと恐れられ、邪じや悪あくの象しよう徴ちようとして謗そしられ、名を授さずけられることもなく、その存在すら認められずに……父王の命めいでその存在を秘密のうちに抹まつ殺さつされた姫ひめ君ぎみの伝説。


「まさか……パシフィカが」


「それから十四年の歳さい月げつが流れました」


　クリスは楽しげに語っている。普ふ通つうの人間が見たらそう思うだろう。


　だが……ウイニアにはこの少年が、ひどく辛つらそうに見えた。


　まるで自分の悲劇を語っているかのように。


「ですがある日、ふとしたことから王室は殺したはずの〈廃はい棄き王女〉が、まだ生きていることを知りました。慌あわてたのは王様です。自分が殺す命を下くだした娘むすめ、世界を滅ぼすと預言に謳うたわれた娘が、生きている。その娘が、もし自分のしたことを知っていて、怨うらんでいればどうなるか。自分は魔王となった娘に、真っ先に八やつ裂ざきにされてしまうのではないか、とね」


　では……この少年の背はい後ごにいるのは。


　悪お寒かんさえ伴ともなうような戦せん慄りつの中で、ウイニアはぼんやりと考える。


　彼女を殺そうとしているのは……！


「〈廃棄王女〉に関しては実のところ、各かく組そ織しき、機関で対応の足あし並なみが揃そろってない。絶対抹殺の立場を取るマウゼル教上層部、権けん威いと危機管理の面から彼女の排はい除じよを安全策さくとして望む王室と諜ちよう報ほう部ぶ、そしてその存在を王室に対するある種の切り札ふだとして使おうと考えている、軍の一部……などなど。お互たがいに牽けん制せいする動きまであるよ……馬ば鹿かな話だけどね」


　クリスは肩かたを竦すくめて笑った。


〈グレンデルの託宣〉は無論、ウイニアも知っている。王国国教にしてダストヴィン大陸最大の宗しゆう教きようたるマウゼル教……その聖地グレンデルにて年に一度下される預言だ。その的中率りつはほぼ絶対といっても良い。


　脳のう裏りをパシフィカの笑顔が過よぎる。


　あの子が世界を滅ぼす？　あの、人よりちょっと元気が良くて、口が悪くて、そのくせ、どこか甘あまえん坊ぼうで、寂さびしがり屋の……ただそれだけの、言ってしまえばごく普通の女の子が、世界を滅ぼす？


　馬鹿げている。誰もがそう考えるだろう……断じたのが〈聖グレンデルの託宣〉でさえなければ。それがどれだけ突とつ拍ぴよう子しもない話であろうと、真実の色を塗ぬってしまうだけの実じつ績せきが〈聖グレンデルの託宣〉にはあった。


「そんな……」


「本当に知らなかったんだね」


　熱に浮かされるような口く調ちようで呟つぶやくウイニアを、クリスは楽しそうに眺ながめていた。








〈大おお熊くま亭てい〉の裏に停とめてあった馬車から、装そう備び一式を取り出す。


　滅めつ多たに使うことはない代しろ物ものだ。使う必要もないし、身軽に動き回って闘たたかう方がシャノンの性しようにあっている。いくら軽くても鎧よろいをつければ防ぼう御ぎよ力りよくの向こう上じようと引き換かえに、運動能力が減げん殺さいされてしまうのだ。


　だが、相手はあのクリストファ・アーマライトである。まともにやりあっても勝てるかどうか……


「私も行く！」


　武器のつもりか、モップ片手に騒さわぐパシフィカ。


「馬鹿たれ。相手の最終的な狙ねらいはお前だぞ。それがのこのこ出ていってみろ。カモが香こう草そう持じ参さんで厨ちゆう房ぼうに飛び込むようなもんだ」


　装備を身につけるのを終え、続く動作でモップを妹いもうとの手から取り上げる。


「いいから任まかせろって」


　装備の主体となる鎧は、硬こう革かく製せいである。なめし皮を蠟ろうで煮に詰つめて硬度を増ましたものだ。板ばん金きん鎧に比くらべれば頑がん丈じようさは劣おとるが、ちょっとやそっとの刃じん撃げきは通さないし、遥はるかに軽く動き易やすい。


　零ぜろ式多機能型硬革鎧〈ブリガルド〉。


　シャノンたちの父親ユーマ・ナンブ・カスールが、現げん役えき時代に使っていたものだ。


「でも……でも」


　うつむくパシフィカを見て、初めてシャノンは気づいた。


　……馬鹿は俺の方だな。


　今は亡なき父と同じ装備。それがパシフィカの心に何を想そう起きさせるか、考えが至いたらなかった。やはりウイニアのことに関して、どこかに焦あせりがあったのだろうが……シャノンは、自分の迂う闊かつさが腹立たしかった。


「これ以上、私のせいで……」


　震ふるえ、今にも消え入りそうな声。普ふ段だんのパシフィカを……それだけを知っている者なら、その落らく差さに驚おどろいたろう。


　だがシャノンたちは今のパシフィカも……いや、ある意味では今のパシフィカこそが、本当の彼女だと知っている。


　わがまま少女の仮か面めんの下に、脆もろいほどの優やさしさを隠かくした少女。信じる心の強さとは裏腹に、ひどく純じゆん粋すいで傷つき易い少女。


「いいから、お前はラクウェルとおとなしく留る守す番ばんしてろって。その代わり晩ばん飯めしの用意をしておくよーに。いつぞやみたいに砂さ糖とうと小こ麦むぎ粉こ間ま違ちがえたら、顔がん面めんに『阿あ呆ほう』って書いて軒のき先さきからぶら下げるぞ」


「じ……自分だって前に砂糖と塩間違えるなんて古典的なことしてたくせに！」


　パシフィカは顔を真まっ赤かにして喚わめいた。


「それは赦ゆるされるんだよ。まずいだけだから。だけどおまえ、生なまの小麦粉は消化できないから腹壊こわすんだよ」


　シャノンは傍かたわらで待たい機きしていたラクウェルを振り返った。


「さて……んじゃ、頼たのむ」


『一人で来られたし』……それがクリスの出した条件だ。人ひと質じちを取られている以上は、従したがうしかない。超一流の魔ま導どう士しとはいえ、クリスほどの手て練だれ相手に、悟さとられずに接近するだけの魔法も技量も、ラクウェルにはない。


　だから先に、打てる手は打っておくのだ。


「シャノン、分かってると思うけど……」


「分かってるから、言うな」


　ラクウェルの言葉をさえぎるように言い、シャノンは一いつ瞬しゆん、パシフィカの方へと視線をやった。ラクウェルはすぐに意味を悟ったらしく、小さくため息をついてうなずく。


「ごめんなさい……じゃあ、始めるわよ」


　ラクウェルは右手をシャノンに向けて伸のばすと、静かに唱となえ始めた。


「我われと汝なんじの盟めい約やくにおいて……欠けたる者よ・司つかさどる力・御ぎよ者しやたる資格・仮かり初そめなれど・今こそ与えん・秘めたる汝の力を示すため……」








　父の顔も母の顔も覚おぼえていない。


　クリスに限らず〈オブスティネート・アロウ〉の特とく務む戦技兵たちは、国中から集められた捨すて子や、親に売られた──比ひ喩ゆでも文も字じどおりの意味でも──子供たちの中から、選せん別べつ陶とう汰たされた者たちである。


　過か酷こくを極きわめる訓くん練れん過程の中で、次々に脱だつ落らくしてゆく同級生たち。無論、彼かれ等らの行く先は施し設せつ裏に設もうけられた共同墓ぼ地ちだ。墓はかとは名ばかりのごみ捨て場に、たった一つだけ立てられた石せき碑ひには、誰が刻んだものか『幸せな敗まけ犬此こ処こに眠る』とある。


　確かに死んだ方が幸せだったかもしれない。


　ただ命じられるままに、死を賭とした訓練内容に没ぼつ頭とうする日々。親したしくなった者の顔はある日突然見えなくなり、泣く暇ひまさえもなく再ふたたび訓練が始まる。


　共とも食ぐいのように同じ境きよう遇ぐうの者たちを蹴け落おとし、次の訓練段階へと進む。時には好意さえ抱いだいてくれた者の首を、その手でへし折り、あるいは心しん臓ぞうに刃は物ものを差し込みながら。


　誰も頼たよれない。誰も護まもってくれない。たとえ死んでも、覚おぼえていてさえくれない。ただ忘れ去られるだけ。


　当然だ。親にさえ捨てられた子供を、誰が護るというのか。誰が覚えていてくれるというのか。


「……泣いてるの？」


　傍かたわらの少女の言葉にクリスは我われに返った。


「泣く？」


　涙なみだなど出ていない。出し方も忘れた。他に覚えなければならないことが山ほどあったからだ。役に立たない能力は、必要ない。


「僕が？　まさか」


　クリスは肩を竦すくめて笑った。


「泣けたらいいな、と思ったことはあるけどね……ところで、お腹なか、すかないかな？」


「……別に」


「そう？　まあ、すいたら言ってよ。一応、腹ごしらえの用意はしてあるんだ」


　そう言ってクリスは傍らに置いてあった紙かみ袋ぶくろを示す。手を突っ込んで中を探さぐり、取り出したのは彼の拳こぶしほどの大きさのパンである。


「昼間入ったパン屋で食べたんだけど、結けつ構こうおいしくてね、二つほど余よ分ぶんに……」


「やめて」


　苛いら立だたしそうなウイニアの声にクリスは言葉を止めた。


「どうしてそんな普通の人間みたいに振ふる舞まうの。殺し屋なら、殺し屋らしくしてればいいじゃない！」


　鋭するどい糾きゆう弾だんの叫さけびに、クリスの表情が消える。


「殺し屋のくせに、何の罪つみもない女の子を殺しに来た人殺しのくせに、どうして……どうしてそんなに」


　ウイニアはうめくように言った。


「哀かなしそうな顔をするのよ……」


　そう言いながら……しかしウイニアは何となく分かっていた。


　同じ心は響ひびきあう。程度の差こそあれ、同じ想おもいを抱いだいてきた者にしか、分からない表情というものがある。


　この少年はきっと……


「面おも白しろい人だね、お姉さん」


　苦笑してクリスはパンを引っ込めた。


　気まずい静せい寂じやくが、二人の間にわだかまる。


　やがて……


「……十歳の時にね」


　意を決し……ウイニアは呟つぶやくように言葉を紡つむいだ。


「……友達と……喧けん嘩かしたの」


「……何の話かな？」


　クリスが尋たずねてくるが、ウイニアは無視して続けた。


「身体からだの弱い男の子だったけど、とても優やさしかったわ。いつも一いつ緒しよに遊んでた。私は、他に友達がいなかったし、彼も普通の男の子たちと遊べるほど、身体が丈じよう夫ぶじゃなかったし」


「友達がいなかったって？」


　鋭するどい刃は物もののような言葉。


　ウイニアは一いつ瞬しゆん 唇くちびるを嚙かんでから、続けた。


「私が、漂ひよう泊はく民みんとの混こん血けつだから……皆みんなに避さけられてたわ。表おもて向むきには差別されることはなかったけど、子供って残ざん酷こくだから……結けつ構こう、いじめられてたわ。『混じりっ子』てね」


　漂泊民……そう呼ばれる流る浪ろうの民たみは、今でこそ世せ間けん的に認にん知ちされているが、数十年前までは蔑べつ視しの対たい象しようであった。


　元々は南方から移り住んできた異い民みん族ぞくを核かくとして、犯はん罪ざい者しやや、何かの理由で街まちを追い出された者たちが寄り集まってできた集団だ。それ故ゆえ、生きるためには色々と『汚きたない』とされる仕事を請うけ負おうことが多かった。


　彼等を蔑さげすまなかったのは、同様の境きよう遇ぐうにあった傭よう兵へいたちや、広い世間を回り、頑がん迷めいな常じよう識しきから解放された、一部の者たちだけだった。


「彼、大きな商家の息子むすこでね。彼のお父さんもお母さんも、私のこと、まるで娘むすめみたいに可愛かわいがってくれた。でも」


　一瞬、言葉に詰つまる。


　想おもい出すだけでも辛つらいことがある。忘れてしまいたいと切せつ望ぼうした記き憶おくがある。


「ある日ね、聞いてしまったの。彼が、私のことをどう思ってるかってことを」


　偶ぐう然ぜん物もの陰かげから聞いてしまった言葉。


　小こ柄がらな少年を囲かこんではやしたてる、日にち曜よう学校の同級生たち。子供特有の残酷さが少年を追いつめる……


　……おまえ、ウイニアが好きなんだろう？


　……前に見たぜ、手ぇつないでるの！


　……汚きたねえ！　匂におい移ってんじゃねえのか？


　……臭くせえ臭え！　あはははは。


　そして彼は言った。言ってしまったのだ。


　……だ、誰だれが、あんな『混じりっ子』！


　三日後。


　急に、ウイニアが遊びに来なくなったのを心配した少年は、執しつ事じに付き添そわれて〈大おお熊くま亭てい〉へとやってきた。


　ウイニアは何も言わなかった。


　ただ黙だまって皿さらを投げた。何枚も投げた。


　たった一言の裏切り。


　今にして想おもえば、彼が本心からあの言葉を言ったのかどうかは、分からない。単にウイニアとの仲を冷やかされて、恥はずかしかったから、つい出てしまっただけの言葉かもしれない。だが当時の幼おさなかったウイニアに、少年の……幼い男の子特有の、見み栄えや照てれの感情を理解できるだけの余よ裕ゆうは、なかった。


　もう無む垢くに、当然のごとき信しん頼らいを彼に寄せることはできなくなっていたのだ。


　……本当はどう思っているの？


　……本当はあなたも汚いと思ってるの？


　問い掛けは嗚お咽えつの中で言葉にならず、故ゆえに答える声もない。ただ地に落ちて砕くだけ散る陶とう器きの響ひびきが、冷たい静せい寂じやくに突き刺ささる。


　それは、幼い二人の絆きずなの砕け散る音でもあったろう。


　聡そう明めいな少年は、ウイニアの態度が変わった理由に気づいたらしい。それから毎日のように少年から、手紙が来た。


　だが謝しや罪ざいの言葉は読まれることなく、〈大熊亭〉の暖だん炉ろに投げ込まれ続けた。


「それで？」


　クリスは無表情に尋たずねた。


「何が言いたいのかな、お姉さんは？」


「……分からないわよ」


　ウイニアは投げやりな口く調ちようで言った。


「私にだって、分からないわよ……」


　でも言わなければと思った。


　言うことでひょっとしたら、この少年は分かってくれるかもしれないと思ったのだ。同じ孤こ独どくと羨せん望ぼうを持った人間として。


　疲つかれたようにウイニアは口を閉じる。


　無む駄だだったのかもしれない。再ふたたび、重苦しい沈ちん黙もくが二人の間に横たわる。


　しばしの沈黙。そして……


「それで、どうなったの？」


「……え？」


「それで、その友達とはどうなったの？」


　興きよう味みのなさそうな、ふと思い付いたような口調だ。だが……


「結局、仲直りできなかったわ」


　ウイニアはその一言を嚙かみ締しめるように言った。それが……彼女の罪つみなのだから。


「彼が、病気で死んじゃったから」


「……そう」


　クリスは小さく笑う。それがやはりウイニアには泣き笑いのように、見えた。


　その時……


　何を感じたのか、クリスが立ち上がる。


「来たみたいだね」


　クリスが振ふり返った先には、硝子ガラスの峡きよう谷こくへと足を踏ふみ入れるシャノンの姿すがたがあった。








「お兄ちゃん……ウイニア」


　握にぎりしめた拳こぶしが白い。


　自分の無力さを嫌いやというほど嚙みしめながら、パシフィカは〈大熊亭〉の一室で祈いのって……否いな、願っていた。ただ心から願う他に、彼女にできることなど何もなかった。


　祈っても仕し方かたない。神などいないのだ。少なくとも〈廃はい棄き王女〉の祈りを聞き届とどけてくれるような神様は。


　何もできない。


　自分のために命の危険にさらされている彼等に、パシフィカは何もしてあげられない。


　……いや。ひとつだけ、できることがある。


「…………」


　パシフィカは耐たえかねたように、傍かたわらの棚たなの上に置かれた燭しよく台だいに目をやる。ほとんど蠟ろう燭そくの溶とけ落ちた燭台は、凶きよう器きのような、その鋭するどい先端を示していた。


　一人の時に、尖とがったものは極きよく力りよく見ないようにしている。発ほつ作さ的に喉のどを突つきたくなることがあるからだ。


　自分が死ねば、それで事ことは終わる。


　それは時に、素す晴ばらしい解決法にも思えた。


　死ぬのは恐こわい。震ふるえるほどに恐い。当たり前だ。だが……同時に、必ひつ死しに願うだけで何もできないのは、たまらなく辛つらかった。自分の代わりに誰かが死ぬのは、気が狂くるいそうなくらいに、恐かった。自分が、死んだ者の寿じゆ命みようを、奪うばい取っているような気がして。


　自分は本ほん来らい、十五年前に死んでいたはずなのだから。けれど……


「晩ばん御ご飯はんの用意……しなくちゃ」


　パシフィカは自分自身に言い聞かせるようにつぶやきながら、立ち上がる。


　信じて待つ。時にはそれは実際に戦うよりも辛い。


　だがそれでも……


「約やく束そく……したもん……」








　扉とびら一枚を隔へだてた部へ屋やの外。


「…………」


　そっと扉から離れながら、ラクウェルは小さく安あん堵どのため息をついた。








　黒い輝かがやきが舞まう。


　元々風化して脆もろくなっていた硝子ガラス質の壁かべは、軽い衝しよう撃げきで砕くだけ散る。破は片へんの滑なめらかな表面は月光を反射し、宝ほう石せきのようなきらめきを放はなちながら虚こ空くうを彩いろどっていた。


　黒い雪のように踊おどる無数の光こう芒ぼう。


　刃やいばが走り、靴くつ底ぞこが滑すべるたびに破片は舞い上がり、死し闘とうの現場とは思えない幻げん想そう的てきな美しさを醸かもし出していた。


「しつこい奴やつだな」


　刃の悲ひ鳴めいが、星空に突き刺ささる。


　瞬またたく間まに幾いく度どとなく打ち合わされる凶きよう器きと凶器。間合いと相手の隙すきを見み計はからい、一いつ瞬しゆんに絞しぼり込んだ闘とう気きを、刀かたなに、長柄戦斧ハルヴアードに載のせて、打ち込む。


　二流三流の戦士ならば、その一打のみで十分に葬ほうむれるであろう攻撃。必ひつ殺さつの名に相応ふさわしい技わざを、続けざまに駆く使ししながら……しかしシャノンもクリスも、互たがいに決め手を打てないでいた。


　シャノンには攻こう性せい魔法があり、クリスにはシャノンに優まさる柔じゆう軟なん性せいと腕わん力りよくがある。互いに相手の決め手を警けい戒かいするあまりに、大きな隙を伴ともなう大おお技わざは出せないでいるのだ。


「とどめを刺ささなかったあなたが悪いんだよ」


　ぎりぎりと削けずりあう刃を挟はさんで、顔を突き合わす二人。


「後あと腐くされなく殺しておけばよかったのにね」


「そうだな。後こう悔かいしてるよ」


　忌いま々いましそうにシャノンが言う。


「しかし、おまえも折せつ角かく助けてやった命なんだから、もうちょっと有ゆう意い義ぎに使えよな」


「使ってるよ。世界を救うためにね」


　嘲あざけるようにクリスは言った。


「分からないよ、あなたたちが。あなたたちを見ているとひどく苛いら々いらするんだ。どうしようもないその偽ぎ善ぜんを見ているとね」


「偽善？」


「だってそうでしょ？　世界滅めつ亡ぼうの引き金たる人間を護まもっておきながら、ただの知り合いを人ひと質じちに取られただけで、のこのこ言われた通りに出てくる」


「…………」


「あなたのしていることは全まつたく筋すじ道みちが通ってないよね。結局、何がしたいの？　何のため、誰だれのために何をしているの？」


　シャノンは答えない。


　焦じれたようにクリスの口く調ちようは熱を帯おびた。


「人を殺す度ど胸きようも、見殺しにする冷れい酷こくさもないくせに……この僕一人さえ殺せないくせに！　それで〈廃はい棄き王女〉を護まもる？　最悪の場合は自みずからの手で殺す？　できやしないよ、あなたには！　あなたは単に『可か哀わい相そうな妹を護る兄』の役目を演じることで、自じ己こ満足に浸ひたっているだけだよ！」


「……そうかもしれんな」


　至し極ごく平然と言うシャノン。


　クリスは表情を強こわ張ばらせて長柄戦斧ハルヴアードを振ふる。その力に振り飛ばされるようにしてシャノンは後退、間合いをとって刀かたなを構かまえ直した。


「我が慢まんならないんだよ……そんな偽善、見ているだけで苛々するんだよっ！」


　クリスは叫さけんで戦せん斧ぷを振り上げた。


　渾こん身しんの一撃にて、自分の前に立つ虚きよ像ぞうを葬ほうむろうとするかの如ごとく……








　天より墜おちて地上をさ迷まよう小さな流りゆう星せい群ぐんのように、きらきらと月光を乱反射しながら舞う黒い砕は片へん。その中で死し闘とうを繰くり広げる二人は、まるで舞ぶ踏とうを演じているかのように美しかった。


「駄だ目め……！」


　ウイニアは、他になすすべもなく地に転ころがったまま、声を絞しぼり出す。激しい刃じん撃げきの響ひびきの前には、それはあまりにも小さすぎる声だったかもしれないが……


「駄目よ……あなたは……！」


　暗くら闇やみの中に幼おさな子ごがいる。


　誰かを信じることができない。誰も好きになれない。ただ絶望的な孤こ独どくだけが心に残る。


　闇の彼方かなたに光は見えている。


　しかし幼子は、暗闇の中から動こうとはしない。最もつとも信しん頼らいを寄せるべき者に裏切られ、甘かん美びな絶望と諦てい念ねんに慣なれきった心は、最も早はや、暗闇から動き出すことにすら、怯おびえるようになっていた。ただ涙なみださえも乾かわいた眼で、彼方の光を眺ながめて羨うらやむだけだ。


　抱かかえられた両膝ひざの間にのぞくその幼子の顔は……クリスのものであったり、ウイニア自身のものであったりした。


「あなたは……」


　望みはただひとつ。


　何の損そん得とく勘かん定じようも絡からまずに、この暗闇の中で、自分の側そばにいてくれる人間。


　世界中が敵に回っても、自分の側にいてくれる人間。


　物事の道理、常じよう識しき、人間を縛しばり、あるいは動かす、ありとあらゆるしがらみ……それらを越こえてなお、揺ゆらぐことのない絆きずな。


　絶対の信頼。


　それをクリスは、そしてウイニアはシャノンたちに見ていた。


「ないのよ……そんなもの……」


　だが、そんな絶対の絆など、ないのだ。


　シャノンたちと暮くらすうちに、ウイニアはそう思うようになっていた。


　彼等は、そんなものを当てにはしていない。そんなもので互たがいを縛りはしない。共に生きてゆくために、ただ必要な努力を続けているだけだ……誰に求められたわけでもなく、自分自身の望みとして。


　だからこそ彼等は一いつ緒しよにいられるのだ。


「やめてっ！」


　ウイニアは絶ぜつ叫きようする。


　クリスはシャノンたちを憎にくんでいない。憎んでいるのだと、自分で思い込んでいるだけだ。


「あなたは……あなたはただ、パシフィカが羨うらやましかっただけなのよ！」








　ウイニアの叫さけびが硝子ガラス谷に響ひびいた。


　踏ふみ込んでくるクリスの動きが、わずかに……本当にわずかにだが、鈍にぶる。


　その瞬しゆん間かん、シャノンは賭かけに出た。


 「戦いくさ乙おと女めよ・祝しゆく聖せいを！」


　連動式起動呪文バツチスペル。


　あらかじめ登とう録ろくしておいた魔ま導どう式しきを、短い呪じゆ文もん詠えい唱しようで高速起き動どうする方法である。


「……っ！」


　起動にかかる精神的な負ふ荷かに、シャノンは歯を食いしばって耐たえた。


　元々シャノンは、魔導士ではない。


　魔力はあっても、その制せい御ぎよ能力は彼にはない。ラクウェルがかけた魔法が、彼の内にもう一つの擬ぎ似じ人格……仮想制御意識エミユレータを形成し、それが彼の魔力を制御しているだけだ。


　これは非常に危険な技法である。


　故意に自分を二重人格状態に陥おとしいれているようなものだからだ。長時間この状態を維い持じすれば、どんなに精神力が強い人間でも、自分の精神の境きよう界かい線せんが曖あい昧まいになってきて、最終的には崩ほう壊かいを起こす。自分という人格の外がい殻かくが保てなくなるのだ。


　そうなれば、思し考こう力も何もない、ただ外部からの刺し激げきに対して機械的に反応するだけの人間が、できあがってしまう。


　だからラクウェルはこの魔法をシャノンにかけるのを嫌いやがる。


　まして、連動式起動呪文バツチスペルは、さらに複数の魔法を同時起動マルチタスクするようなもので、もう一つの仮想制御意識エミユレータを形成する。結果としてシャノンは、自分の頭の中に三つの意識を抱かかえ込み、その負荷に耐えることになるのだ。


（やはりきついな……）


（きついな……）


（いな……）


　一方、クリスは魔法を起動するシャノンを見み据すえながら、自分の勝利を確信していた。


　確かに連動式起動呪文バツチスペルは、普ふ通つうの攻性魔法に比くらべると遥はるかに起動が速い。だが、それでも起動後に照しよう準じゆんを定さだめねばならないのは変わらないのだ。


　そして、その一瞬が勝しよう負ぶを分ける。攻性魔法が白はく兵へい戦せんに向かないのは、このためだ。


　今の間合いなら絶対に斬ざん撃げきの方が速い。


（勝った！）


　そう思いつつ戦せん斧ぷを振り下ろす。


　シャノンは魔法を諦あきらめたのか、照準動作に入らず、刀かたなでその一撃を迎むかえ撃うった。


　戦斧と刀が嚙かみ合い……


　……ぢぃぃぃぃいいいいいいんっ……！


「え？」


　鼓こ膜まくを直接引っ搔かくような、耳みみ障ざわりな音。


　刀の刃はが大きく戦斧に食い込んだ。


　切り裂さいてゆく……刀が、戦斧を。


　クリスは信じられない思いで、鋼はがねを斬きり進む鋼を見つめる。刃はまるでバターの塊かたまりを切るかのように、滑なめらかに鋼を切断し、戦斧を斬り飛ばした。


　驚おどろきに動きが鈍にぶるクリス。


　その腹部に、翻ひるがえった刀の峰みねが激突する。


「…………！」


　クリスは黒いきらめきを舞まい上げながら倒れ伏ふした。








「……ったく、勘かん弁べんしてくれ」


　苦く悶もんの表情で横たわるクリスに、なおも油ゆ断だんなく刀を突き付けながら、シャノンは愚ぐ痴ちの口調で言った。


「お前の相手はもうごめんだ。ラクウェルの新型魔導式がなかったら、殺やられてたよ」


　彼が使ったのは攻性魔法ではない。


　一いつ般ぱん的には使われることのほとんどない、戦せん闘とう補ほ助じよ魔法の一つ……正確にはその改かい良りよう版ばんである。元々は体術で劣おとる魔導士が、剣士などと接近戦を行おこなうために、苦し紛まぎれに考案された魔法である。


　だがはっきり言って、使い勝がつ手てはよくない。


　いくら武器の威い力りよくが凄すごくても、使う者の格闘戦能力が低くては意味がないからだ。


　だが……これが元々剣士たるシャノンならば、話は別だ。そう考えたラクウェルが、改良を施ほどこし、その魔道式を彼の意識に刷すり込んでおいたのだ。


〈祝しゆく聖せい刃じん〉……剣や刀の斬ざん撃げきを加速し、同時にその刃の上に展開した不ふ可か視しの、高速振しん動どうする仮か想そう刃じんが鋼さえ切り裂く。


　普ふ通つうの刃で、これを食い止めることはできない。いや、たとえ厚あつい鋼の鎧よろいであろうと、城じよう塞さいの壁かべであろうと、この刃にかかればバターの塊と大差ない。


「今度こそ殺しておいた方が、いいよ」


　クリスは苦痛に荒れる息の合あい間まに言った。


「……殺さねえよ」


　シャノンはそう言って刀を納おさめた。


「あいつを護まもるために誰かを殺したら、本当にあいつが『災さい厄やくの引き金』になってしまいそうな気がしてな。少なくとも、自分のせいで誰かが傷つけば、それで自分を責せめちまうんだ、あの馬ば鹿か王女は」


「…………」


「だから俺たちは、決めたんだよ。誰も殺さない、殺させないってな。それが根こん性じようのねじ曲がった殺し屋のガキでもだ……それを偽ぎ善ぜんと呼ぶなら、呼べばいい」


　シャノンはそう言い捨すてると、クリスに背を向け、ウイニアの方へと歩いてゆく。背中からの反撃を予想しなかったわけでもなかろうが……


「……僕の負けだよ」


　クリスは穏おだやかに言った。


　揺ゆらがないものは絆きずなではない。信しん頼らいではない。信念だ。誰かを頼たよるのではなく、誰のためでもなく、ただ自みずから望んだあり方を貫つらぬこうとする意い志しだ。


「今度こそ、本当に……僕の負けだよ」


「そう思うなら二度と来るな」


　それでもやはり、〈守護者ガーデイアン〉の青年の声は面めん倒どうくさそうではあった。








　薄うすい闇やみの中ににうずくまる人影がある。


　いずれも鍛きたえられた肉体が、衣服の上からでも分かるような、立りつ派ぱな体格の男たちだ。短く刈かり込まれた髪かみと灰色の外がい套とうのせいか、地じ味みな印いん象しようが強いが、その一方で彼等を際きわ立だたせている要素もある。


　人じん為い的てきに統一された印象。


　同じ髪形、同じ衣い装しよう、同じ身のこなし、同じ身体つき。個性を憎にくんでいるとさえ想おもえるような揃そろえ方は、何か異様な雰ふん囲い気きがある。


　信しん仰こうの美び名めいの下もとに、人間としての個性を捨すてた者たち。マウゼル教本院に所属する五つの渉しよう外がい局きよくの六番目……公式には存在しないはずの、重要背はい信しん者しや及および教敵絶ぜつ滅めつ部隊。


〈粛清使パージヤース〉。


　だが……今の彼らは、力尽つきて地にその身を沈しずめる、無力な男四人にすぎなかった。


　いずれも身体のあちこちに内側から破は裂れつしたような傷きず痕あとがあった。瞬しゆん間かん的てきに強力な雷らい撃げきを受けた時にこのような傷ができる。一気に体内を駆かけ抜けた稲いな妻ずまは、体内から解放される瞬間に、その破は壊かい力を解とき放はなつのだ。


　また、彼等は揃って膝ひざの関かん節せつを砕くだかれていた。治ち療りよう後ごの訓くん練れん次し第だいでは、歩けるようにはなるだろうが、彼等の戦せん闘とう者しやとしての生命は、既すでに終わっている。


「……負けたか」


　男たちがのろのろと顔をあげる。決して表情を刻きざまないはずの鉄てつ面めん皮ぴに、薄く疲ひ労ろうと恐きよう怖ふが張りついていた。


　神しん罰ばつの地上代行者は負けない。敗はい北ぼくしてはならない。敗北は即すなわち、主しゆなるマウゼルの絶対を揺ゆるがせてしまう。いかなる標的をも確実にしとめる能力を得るために、彼等は全すべてを棄すててきた。それ故ゆえにこそ敗北は、彼等の存在意義を丸ごと否ひ定ていする。


　いかなる烙らく印いんよりも強きよう烈れつな痛いた手でとなって、その敗北は〈粛清使パージヤース〉たちを蝕むしばんでいた。


「思ったより手て強ごわいな……〈守護者ガーデイアン〉は」


　逆光の中に立つ美しい影。


　輪りん郭かくのみでさえ、見るものを感かん嘆たんさせるような美しい姿すがたが、男たちを見下ろしていた。


「本ほん来らい、私が直接介かい入にゆうするつもりはなかったのだが、仕し方かたあるまい。軍に任まかせておくのも手だが、連中は事じ態たいの本質を理解していないからな。妙みようなところで欲をかきかねん」


　影は悠ゆう然ぜんと天空を振り仰あおぐ。


「それに……忌いまわしき旧世界の遺い物ぶつが一つ、動き出した。本格的に絡からんでくると厄やつ介かいだ」


　影は悠然とした動きで、その右手を伸のばす。


「今こそ本物の力を汝なんじ等らに与えよう。主しゆなるマウゼル、全能の造ぞう物ぶつ主しゆたるマウゼルの業わざにより、今こそ汝等は真に一つとなる」


　歌うような声。


　いや、それは確かに歌だった。新たな生命の生せい誕たんを祝しゆく福ふくする歌だった。


「我われ、主なるマウゼルの御み使つかい、第四の秩ちつ序じよ守しゆ護ご者しや〈ガリル〉の名において、汝等に奇き跡せきを授さずけよう……歓かん喜きせよ、汝等は今こそ、人たる存在の殻からを棄てる」


　影は右手を伸ばすと、いきなり〈粛清使パージヤース〉の一人の顔をつかんだ。


「歓喜せよ、歓喜せよ、今一度誕たん生じようの時」


　ずぶりと指が〈粛清使パージヤース〉の顔に沈しずみ込む。


　深く、深く……一体どのような技わざと力が、それを可能にするのか。指先は脳のうにまで達しているであろう。


〈粛清使パージヤース〉が白目をむいた。当然の反応だが……しかしその表情は、むしろ恍こう惚こつとした緩ゆるみを見せている。


「あ……ああ……ああぐぎいいいいーっ……」


　薄うす闇やみに絶ぜつ叫きようが……いや産うぶ声ごえが響ひびき渡った。
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　第六章　弱き人々







　シャノンとパシフィカは道の真ん中に立ち尽つくしていた。


　人の姿すがたがないのだ。


　昼前の中央商店通りともなれば、それは街まちの動どう脈みやくに等しい。喧けん騒そうは街の息い吹ぶきであり、行き交かう人々の営いとなみは、そのまま血ち潮しおとなって街に活かつ気きをもたらす。


　余よ程ほどのことでもない限り、これが途と絶だえることはない。途絶えたままであれば当然のごとく街は死ぬ。即すなわち、廃はい墟きよである。


　実際、今、二人の前に広がっている光景には、廃墟に通じるものがあった。


　一人として道行く者の姿はなく、ほとんどの扉とびらや窓まどは、固く閉とざされている。


　人はいる。確かにシャノンの鋭えい敏びんな感覚は、人の気け配はいを幾いくつも捉とらえている。ただ誰だれも彼もが、息を潜ひそめて隠かくれているだけだ……屋おく外がいへ出るのを恐おそれているかのように。


　いや、違う。彼かれ等らが恐れているのは……


「えーと……何だか……避さけられてるような気がするんだけど」


　パシフィカが頰ほおを搔かきながら、困こん惑わく気ぎ味みの声で言った。


　シャノンが素す早ばやく首だけ巡めぐらせて周囲を見み渡わたす。視界の端はしに、こちらの様よう子すを窺うかがっていたらしい人影を捉えはしたが、視線が至いたる前に、慌あわててそれらは物もの陰かげに隠れてしまった。　顔を見合わせる二人。


「おまえ、何やったんだ？」


「シャノン兄にい、何かした？」


「……パシフィカ」


　シャノンはため息をついて言った。


「おまえは兄をどーゆー眼で見てるんだ？」


「シャノン兄こそ、この可愛かわいい可愛い君くん主しゆ様さまを、一体どーゆー風に見てるのよ？」


「爆ばく裂れつワガママ王女」


「いつ爆裂したのよ、いつ？」


「いや、いつかしそうだな……と」


「そん時は道みち連づれにしてやるっ」


　などと言い合いしてみても、止めてくれる者がいるでなし、状じよう況きようが変わるでもなし。


　人ひと気けのない通りの真ん中で、シャノンたちは気まずそうに黙だまり込んだ。


　実のところ、彼には住民たちの態度が変わった理由に、大体の心当たりがあった。恐おそらくはパシフィカもそうだろう。二人とも単に、それを考えたくなかっただけの話だ。


「とにかく……これじゃ買い物は無理だな」


　いつものように、ウイニアに頼たのまれて買い物に出てきたのだが……商店通りについてみれば、この有あり様さまである。シャノンたちの心当たりに間ま違ちがいがなければ、このタウルスの街の中、どこへ行っても状況は変わるまい。


「……帰るか」


　面めん倒どうくさそうに言って、シャノンは元もと来た道を引き返し始める。


「え？……でも」


「どうしようもないだろが。そこらに隠れてる連中を引っ張り出して、詳くわしく聞いてみてもいいが……多分、状況が悪化するだけだ」


　慌ててシャノンの横に並びながら、パシフィカは彼の横顔をのぞきこんだ。


「シャノン兄……怒おこってるの？」


「最近は、怒っても仕し方かたない時には、怒らないことにしてるよ。悲しくなるのだけは、どうしようもないがな」


「……そうだね」


　兄の服の袖そで口ぐちを握にぎりながら、パシフィカは頷うなずいた。








　半なかば修理された厨ちゆう房ぼうで、ジャガイモの皮を剝むきながらウイニアは独ひとり考えごとをしていた。


　シャノン。ラクウェル。そしてパシフィカ。


　彼等の正しよう体たいを、ウイニアは知った。正しよう直じき言って、かなり驚おどろきはした。当然だろう。〈廃はい棄き王女〉といえば、ラインヴァン王国でも最大の禁きん忌きだ。田舎いなか街の宿やど屋やの娘むすめなどが関かかわる問題ではない。


　だがそのことを知っても……それでも彼等に対する気持ちが、自分の中でそんなに変化しなかったことが、ウイニアは嬉うれしくもあり、誇ほこらしくもあった。


　……大だい丈じよう夫ぶ。大丈夫だ。


　ウイニアは思う。


　今度はもう逃げない。自分の好きという気持ちを、偽いつわったりはしない。自分はあの三人が好き。彼等を好きでいられる努力もできる。


　これだけは、何があっても変わらないこと。自分の中の真実。


「……ウイニア」


　呼ばれて、ウイニアは顔を上げる。


　厨房の入り口で、壁かべにすがるようにして一人の老ろう婆ばが立っていた。小こ柄がらな身体からだに、地じ味みな茶色の室内着を帯おび、ストールを肩かたに巻いた格かつ好こうである。若い頃ころの闊かつ達たつさをうかがわせる線の太い顔立ちは、確かに宿屋を切り盛もりしてきた女将おかみのものだが……今の彼女の顔には病やまいと老おいと、二重のやつれが見える。


　普ふ段だんは奥の部へ屋やで寝ねていて、滅めつ多たに外には出てこないが……ウイニアの唯ゆい一いつの血けつ縁えんである、祖そ母ぼのフェリシア・チェスタである。


「おばあちゃん。急に動き回ったりして……身体の方はいいの？」


「ああ、ああ……大丈夫だよ。大丈夫。今日きようはちょっと気分がいいんだよ」


　とてもそうは見えない。ウイニアはジャガイモと包ほう丁ちようを置いて、祖母に歩み寄った。


　十日に八日は寝込んだままの祖母が、自分から起き上がってきて厨房などに来るのは珍めずらしい。〈大おお熊くま亭てい〉に滞たい在ざいして、そろそろ一か月半になろうかというシャノンたちでも、顔を合わせた回数は、数えるほどもないだろう。


「本当にどうしたの、急に。顔色も悪いよ？」


　祖母に肩を貸かしながらウイニアは尋たずねる。


「ランダル先生にもらったお薬くすりは？」


　祖母は医師のランダルの定期的な往おう診しんを受けている。定期といっても彼の都つ合ごうの良い時に、ついでで構かまわない……という条件になっている。その代わりに、払う費用は、実じつ費ぴにちょっと色をつけるだけで済すむのだ。


　本当は三日に一度でも往診してほしいくらいだが、〈大熊亭〉の経営状態ではその費用を払うのは無理だ。ランダル医師も気を遣つかってか、週に一度は必ず来てくれるが。


「ちゃんと飲んだよ。それはそうと……」


　祖母は上うわ目め遣づかいに孫まご娘むすめを見る。


　何だか嫌いやな眼だ……瞬しゆん間かん的てきにそんなことを考えた自分を反はん省せいするウイニア。


「あの……泊とまってる三人……」


「カスールさんたち？」


「あの三人……明あ日すにも出ていってもらいなさい。いや、今日、今すぐにも」


「……え？」


　ウイニアは呆ぼう然ぜんと祖母の顔を見た。








　こつん、と足あし下もとに小石が跳はねた。


「…………」


　それが飛んできた方向を見ると、建たて物ものと建物の隙すき間まに生じた路ろ地じに、人影が一つ。


「ミ……」


　手て招まねきするパン屋の少女の名を呼ぼうとしたパシフィカの口を、シャノンが押さえる。


　そのまま彼は妹を引きずって、素す早ばやく路地に入り込んだ。


「……ミシェル、あのね……」


「なんか、変なことになってるわね」


　何か言いたそうなパシフィカに、ミシェルが憮ぶ然ぜんとした表情で言った。


「変なこと？」


「身に覚おぼえはないの？」


　あえてその内容は語らず、ミシェルが聞いてくる。


「ありすぎて分からん」


　即そく答とうするシャノン。ミシェルはため息をついた。


「……まったく、もう……あんたたちの変な噂うわさが広まって、折せつ角かくの販促活動キヤンペーンがパアよ」


「どういう噂だ？」


「王都を追われた連続殺人犯の兄姉妹きようだい。マウゼルの異い教きよう検けん察さつ官かんを殺したとか。他にも色々。シャノン、あなたなんか幼よう女じよを強ごう姦かんして殺したってことになってるわよ」


「それはまた凶きよう悪あくだな」


　他ひ人と事ごとのような口く調ちようでシャノンが言う。


「で、おまえはそんな連中と喋しやべってて大だい丈じよう夫ぶなのか？」


「濡ぬれ衣ぎぬだろうからね」


　はっきりとそう言うミシェル。シャノンは意外そうな表情でパン屋の娘を眺ながめた。


「どうしてそう言い切れる？」


「ミシェル様の人を見る目はごまかせないわよ……って言いたいとこだけど。私、一応都会育ちなのよ。噂ってのがどういう速さで伝わるか、どういう風に広まっていくかってのは、なんとなく肌はだで分かるの。でもこの噂、変に広がるのが速い上に、全然曖あい昧まいなのよ」


「噂ってのは曖昧なもんだろ」


「それにしたって、枝えだ葉ははともかく、中心部分は定さだまってるのが常つねでしょ。でないと広まりようがないし。これって多分、誰かが故意に流してるわよ」


「……みたいだな」


　ミシェルの意外な分ぶん析せき力りよくに驚おどろきながら、シャノンは言った。


「で……どうするの？」


「どうもしないさ。噂ってのは力押しでどうなるもんでもないしな。声を大きくして弁解すれば弁解するほど、袋ふくろ小こう路じに入り込む」


　シャノンは肩を竦すくめた。


「出てゆくだけだよ、この街まちを」








「情報戦……？」


「時間が足たりないために、非常に雑なものになったが」


　街外はずれの丘きゆう陵りよう地ちで特とく務む戦技兵クリストファ・アーマライトと、諜ちよう報ほう部ぶ破は壊かい工こう作さく班はん班長ルーク・スタームは向かい合っていた。


「幸さいわい、〈廃はい棄き王女〉に関する情報は街の人間には広まっていないようだ」


　ルークはタウルスの街を見下ろしながら言う。その様よう子すを見て、クリスは内心、ひやりとしたものを感じていた。


　実のところ、パシフィカの素す性じようを知っている者が一人いる。あの宿やど屋やの少女……ウイニアだ。だが彼は彼女のことを特に報告はしなかった。なぜかは彼にもよく分からないが、それで正解だったようだ。


「ならばまず、分かり易やすい噂を先に流し、真実の流る布ふを食い止める。一度浸しん透とうした噂の上から、別な噂を塗ぬり広げるのは非常に困こん難なんだからな。結果として、遅かれ早かれ、彼かれ等らは街を追つい放ほうされる可能性が高い。街を出た直後にしとめれば、目もく撃げき者しやも最小限で済すむ」


「しかし……」


「彼等は戦せん闘とう技術こそ高度だが、戦闘者としては、精神面に未み熟じゆくさを残しているとの報告もある。街を追放された彼等の士し気きは、決して高くはあるまい。それだけ判断力と気力が下がる。こちらとしても、余よ計けいな被害は出さずに彼等をしとめられるだろう。予想される経路には人員を準戦闘配はい置ちしてある」


　クリスは呆ぼう然ぜんと目の前の男を見つめた。


　流れるような口調で語っているが、決して饒じよう舌ぜつな印いん象しようはない。ごく当たり前のことを語っているようなその声には、熱あつさも震ふるえもないのだ。ただひたすら淡たん々たんと、数式を読み上げているような雰ふん囲い気きがあった。


　卑ひ劣れつといえば、とんでもなく卑劣な闘たたかい方だが、人ひと質じちまで取って、その挙あげ句くに敗はい北ぼくしたクリスに、それを非難はできない。


　ましてこの男の目め指ざしているものは、「可能な限り死傷者を出さない任務の完かん遂すい」である。いかに卑ひ怯きよう卑劣であろうと、それにはある種の正当性があった。


「君きみはどうする？　先に帰って報告するか、それとも任務の完遂を見み届とどけるか？」


「〈バロネス〉からは任務の成功失敗にかかわらず、最後まで事じ態たいを観察して報告せよとの命令を受けています」


　何か釈しやく然ぜんとしないものを感じながらも、クリスとしては、そう言うしかなかった。








「……ごめんなさいね」


　ウイニアは、静かな言葉に振り返った。


　食堂と厨ちゆう房ぼうの境さかい目めにラクウェルが立っている。たまたま食堂にいたらしい。恐おそらく……祖そ母ぼとの話は全部、聞こえていただろう。


「あの、ラクウェルさん……」


「シャノンたちが帰ったら、すぐに出てゆくわ。修しゆう理り費ひは、いつか必ず返しにくるから」


「違うんです、いいんです、私は……あれはおばあちゃんが、つまらない噂を……」


「いいのよ」


　ラクウェルは肩を竦すくめた。


　街まち中なかで飛び交かっている噂には幾いくつか種類があるようだが……いつの間にかシャノンたちは『女子供も平気で殺す殺人狂』ということになっていた。祖母はランダル医師から聞いたらしい。


　無論、根も葉もない無責任な噂ではある。


　だがシャノンがいつも刀かたなを持ち歩いている点、ラクウェルが街中で攻こう性せい魔法を使ったという事実、そして何よりもウイニアの誘ゆう拐かい事件……ここまで揃そろえば、彼等が単なる旅人でないことは、誰にでも想像がつく。噂の広まる余地は十分以上にあった。


「こういう事態になることは十分予想できたもの。私たちは大だい丈じよう夫ぶ。それよりも、ちゃんとおばあちゃんと仲直りしてね」


「分かってます……分かってますけど……」


　言葉が出てこない。


　結局、ウイニアは祖母の意見を拒きよ否ひした。


　特に言い争あらそいにはならなかったが、それまで『素す直なおで聞き分けの良い孫まご』だったウイニアの思わぬ反発にあって、祖母はかなり衝しよう撃げきを受けたようだった。あるいは裏切られたと思ったかもしれない。


　言葉もなく自室に戻もどる祖母の背中が、ウイニアにはひどく小さく見えた。


「どうして……」


　ウイニアはうつむいた。哀かなしいのではない。辛つらいのでもない。ただ無む性しように悔くやしかった。


「どうして人って、こんなに馬ば鹿かなんでしょう……ちゃんと眼も耳もあるのに……心も智ち恵えもあるのに……どうして」


　人間は自分で考えようとしないのだろう。


　どうして安あん易いな噂を信じてしまうのだろう。どうして分かり合う努力も、信じ合う努力も、簡かん単たんに見限ってしまうのだろう。


　あの日の……少年を拒きよ否ひした自分も。


　無責任な噂を信じた祖母も。


　自分を『混じりっ子』と呼んで近寄ろうとしなかった子供たちも。


　いや、恐らくはほとんどの人々が。


「……誰も強くないのよ、そんなに」


　唇くちびるを嚙かんで嗚お咽えつする少女を抱きしめながらラクウェルは言った。


「強くないから迷まようし、迷うと恐こわいから、分かり易やすい方に行きたくなるの。それはそれで間ま違ちがってないわ。仕し方かたないことなのよ」


「でも……それなら私は」


　ウイニアは袖そでで涙なみだを拭ふきながら言った。


「私は強くなりたいです……どんなことだって信じ抜けるだけの強さが、ほしいです」


「強さのために自分の間違いに気づかない人だっているわ。自分の信じたことが絶対と思って曲げずに、他人を傷つける人も」


　ラクウェルは少女の髪かみを撫なでながら言う。


「だから、弱いのがいけないとか、強いのがいいとか……そういうことじゃないの。強いとか弱いとか、それも結局は分かり易い基き準じゆんにすぎないから。私にもうまく言えないけどね……誰が正しくて誰が間違ってるとか、そういうのは多分、どうでもいいことなのよ」


「でも……でも……」


「私はあなたや、この街の人たちと知り合えて良かったと思うし、その気持ちがあれば、もういいの。それでいいのよ……」


　そう言ってラクウェルはウイニアから身を離し……力づけるように微笑ほほえんで見せた。








　タウルスの街まちに入る正せい規きの道みち筋すじは事実上二つある。街を東西に貫つらぬくような形で通っている街かい道どう……その西側から入るか、東側から入るか、である。


　まともな旅人ならばこのどちらかを通る。


　だが、無論、街を取り囲かこむ簡かん素そな壁かべ──主おもに獣けもの除よけの用よう途とで造つくられたものだ──を越こえて、あるいは補ほ修しゆうされずに残っているような穴あなや亀き裂れつを通って出入りすることも可能だ。


　故ゆえに、密ひそかにこの街を封ふう鎖さしている〈ブラック・ホーク〉の班はん員いんたちは、街道沿ぞいのみならず、出入り可能と思おぼしき要所要所に人員を配はい置ちしている。


　彼等の任務は街から出る者、あるいは入ろうとする者を拘こう束そくし、作戦期間である五日が経過するまで眠らせておくことである。


　十六年前の〈聖グレンデルの託たく宣せん〉に関する情報は、公然の秘密として広まってしまっているが、そのことそのものについては昔むかし語がたりの域を出ない。現在の王国運営に支障を来きたすほどではないだろう。


　だが、その中心人物、抹まつ殺さつされたはずの〈廃はい棄き王女〉が存命していたとなると、事は別の様よう相そうを帯おびる。


　既すでに当時の関係者の処分は終わっているが、徹てつ底てい的てきに抹殺の責任の所在を追つい及きゆうしてゆけば、マウゼル教教会上層部と王室の間に亀裂を生じさせかねない。


　また〈廃棄王女〉の存在は、王室の大だい醜しゆう聞ぶんを蒸むし返し、政情不安をあおることになる。ことが『世界』に関する預よ言げんだけに、他国からの外交上の横よこ槍やりも予想されるだろう。


　それを未み然ぜんに防ふせぐには、彼女の存在が公おおやけになる前に証人ごと抹殺する必要がある。


　よって第一分班、第二分班は街に潜せん入にゆうして情報収集、〈廃棄王女〉の情報がどの程度街に広まっているのかを調べ上げ、可能であれば、パシフィカとその守しゆ護ご者しや二人を街の人間から隔かく離りするための情報工作を行おこなう。


　第三から第七分班まではこうして街そのものを封鎖、情報の拡かく散さんを防ぎ、最悪の場合は第一、第二分班と共に街ごと証人を消す。


　それが〈ブラック・ホーク〉に与えられた任務であった。


「……おい」


　ほとんど呟つぶやくような声に、第六分班の兵士たち五人は顔をあげる。分班長が何かを発見したらしい。黙だまって彼等は分班長の視線を追う。街かい道どうから離れた雑ぞう木き林ばやしの中を、まっすぐこちらに向かって歩いてくる人影があった。


　どことなく、個性に乏とぼしい顔立ちの男だ。強しいて特とく徴ちようを挙あげるならば、短く刈かり込まれた髪かみと、異い様ようなほどに大きな体たい軀くである。


　兵士たちは顔を見合わせた。事前に渡された資料で見たことがある。あれは……


「〈粛清使パージヤース〉？」


　呟く兵士の声には、疑問の響ひびきがあった。


　そもそも〈粛清使パージヤース〉は四人一ひと組くみで行動するものだ。シャノンたちに敗はい北ぼくした後、四人揃そろって街を出たのも確認されている。それが何なに故ゆえ、一人でこんな場所に戻もどってきているのか。


　それに……と兵士たちは思う。


　資料上の〈粛清使パージヤース〉はあんなに大きかったか？　無論、数値の誤ご差さは常つねに付きまとうが、それにしてもあんな化け物じみた巨体ならば、特とつ記き事じ項こうとして書かれているはずだ。


　分班長が親指を立ててから、下向きに振る。


『通常処しよ置ちで対たい処しよする』の合あい図ずだ。


　教会との兼かね合いが微び妙みようなところだが、とにもかくにも基本的な作戦の足あし並なみを乱すわけにはいかない。


　兵士たちは音もなく走ると、〈粛清使パージヤース〉を取り囲かこむ。


〈粛清使パージヤース〉は確かに優すぐれた格かく闘とう術じゆつの使い手だが、それは〈ブラック・ホーク〉の兵士たちも同じである。五対一ならばどうとでもなるだろう。有う無むを言わせず拘こう束そくしようと……


「…………!?」


　兵士たちは眉まゆをひそめた。


　本能の警けい告こくが悪お寒かんとなって背せ筋すじを駆かけ上のぼる。


　……笑っていた。


〈粛清使パージヤース〉は笑っていたのだ……信しん仰こうを貫つらぬくため、人間らしさの全すべてを捨すてたはずの〈粛清使パージヤース〉が。その笑顔は晴れやかで、野の放ほう図ずな喜びに満ちていた。


　それが……その笑顔がぐにゃりと歪ゆがんだ。


「…………！」


　兵士たちは反射的に行動に移った。跳とびすさる者と、武器に手をかける者と。いずれも厳きびしい訓くん練れんの末に身についた、素す早ばやい反応ではあったが……だが結果を見る限りでは前者が正しかったようである。


〈粛清使パージヤース〉の顔が裂さけた。


　顔だけではない。全身の数か所が裂け、服を突き破って……伸のびたものは『腕うで』であった。いや、その速さから言えば、迸ほとばしると表した方が良かろう。


　その数、合計八本。


　顔や背中、膝ひざ……ありえないはずの場所から腕が伸びる。しかもそれらは、幾いくつもの関かん節せつを備そなえ、人間の腕の長さを、大おお幅はばに逸いつ脱だつしていた。


　その昆こん虫ちゆうの節せつ足そく……いや、触しよく手しゆにも似にた異様な腕が、武器に手をかけた兵士二名を素早く捕とらえた。


「…………！」


　まさかこんな攻撃は予想していなかったのだろう。その兵士たちは武器を手にしたまま、凍こおり付いている。


　蜘く蛛も……そんな言葉が兵士たちの脳のう裏りを過よぎるが、だがすぐに彼等はその考えを打ち消した。これに比くらべれば、蜘蛛の方が百倍愛らしいだろう。


　蜘蛛には生物としての均きん衡こうがあるが、これにはない。幼よう児じが粘ねん土ど人にん形ぎようをばらして、こねくり回せばこんな風になるだろうか。その形は全まつたくのでたらめだった。


　ぼこり、と胸むねの辺あたりに盛もり上がりが生じる。


　服を破って出てきたのは、人の顔だった。


　笑っている。晴れやかに笑っている。


「おお、おおおお……我われ等らは今、至し福ふくの内に全すべてを悟らん……我等は個にして全、全にして個、裏切りも背はい信しんもなく、我等は真に一つとなれり……」


　それは高らかに、喜びの言葉を歌う。


「おお、これぞ愉ゆ悦えつ、これぞ奇き跡せき……汝なんじ等らにもこの至福を分け与えてやろう……！」


「や……」


　その兵士はやめろ、と叫さけぶつもりだったのだろう。だがその顔に〈粛清使パージヤース〉の腕の一本がめり込む。もう一人の兵士を摑つかんでいる手も同様に、兵士の身体からだにずぶりと沈しずみ込んだ。


　兵士たちは……当の本人たちさえ一いつ瞬しゆん、何が起こったのか分からなかったろう。


「あ……ああああっ!?」


　溶とけ合っているのだ。肉と肉が熱せられた蠟ろうのように崩くずれ、混じり合い、個としての境きよう界かいを失うしなってゆく。


　兵士の身体が痙けい攣れんする。その身体が輪りん郭かくを崩し、全身のあちこちが裂さけたのは次の瞬間であった。


　裂け目は……瞬またたく間まに歯はを、舌したを、唇くちびるを備そなえ、大小幾いくつもの口となってげらげらと笑い始めた。


「ああ……あ、ああああ……！」


　身も世もなく、仲間に向けて必ひつ死しに伸のばした手も、ぐにゃりと歪ゆがんで別の何かに変化した。何十本という指が、ぞわぞわと手首から、肘ひじから生はえてきて、虚こ空くうをつかもうとするかのようにうごめく。


「……こいつは……!?」


　兵士たちは瞬間的に悟さとった。


　こいつは、捕ほ食しよく融ゆう合ごうした生物の身体を自由に作り変えることができるのだ。


「さ……散開！」


　誰だれが発したものか……残る兵士たちは渾こん身しんの力で後方へと跳ちよう躍やくする。だが……次の瞬間、怪物から爆発的に伸びた十数本の腕が、兵士たちを捕ほ捉そくした。


「…………！」


　軟なん体たい動物の触しよく腕わんのごとく柔じゆう軟なんにうねくりながら、しかしその先端には悪い冗じよう談だんのように人間の形を残した掌てのひらが付いていた。


　その指先がずぶずぶと兵士たちの服を突き破り、身体に融合してゆく。


　ぼこり、と掌に小さな顔が浮かび上がった。


「さあ……我等は今、一つになる……恐きよう怖ふも苦痛ももう……ない……至し福ふくの……」


　場違いに晴れやかな笑顔を浮かべる小さな人じん面めん。死の恐怖すら克こく服ふくしたはずの屈くつ強きような兵士たちは、揃そろって絶ぜつ叫きようした。








　前にも一度見た光景だった。


　四人組の殺し屋たちが襲おそってきた時も、シャノンたちはこんな風に、てきぱきと荷物を片づけていた。慣なれきった手て際ぎわに、悲しさを感じたのをウイニアは覚おぼえている。


「なんか既視感デジヤ・ビユ」


　自分の衣類を詰つめた鞄かばんを一つ、馬車の荷台に乗せてから、あはは、とパシフィカが笑った。こちらを振り返って、あっけらかんとした口く調ちようで告げてくる。


「なんてね。前にも同じこと言ったけどさ、ごめんね、ウイニア」


　ウイニアは黙だまって首を振った。


　何か言えば、そのまま泣いてしまいそうだった。パシフィカが故意に平然と振ふる舞まっているのが、痛いほど分かったからだ。


「ちゃんとお金、返しに来るからさ。でもちょっと先になるかもしれないから、利り子しはできるだけ低くしてほしいなー……なんて」


「厚あつかましいこと言ってんな……おまえ」


　シャノンが車体そのものの点検をしながら言ってよこす。


「何よ。そもそも壁かべを壊こわしたのはシャノン兄にいでしょ！　優やさしい妹いもうととしては、兄の不ふ始し末まつを、代わってお詫わびしてあげてんじゃないの」


「へえへえ。有あり難がたいこってす」


「……シャノン、ラクウェル、パシフィカ」


　低い声が呼ぶ。〈大おお熊くま亭てい〉の建たて物ものを回って裏口へと来たのは、〈野の馬うま亭てい〉のサフィールであった。


　初老の宿やど屋やの主人は、荷に造づくりをしているシャノンたちを見て、ため息をつくように言った。


「こんなことになってるんじゃないかと思って来てみたが……やはり、行くのか」


　その声には恐きよう怖ふも嫌けん悪おもない。ウイニアは少し救すくわれたような気分になった。


「コルトさんにも、お世せ話わになりました」


　忙いそがしく動き回っている弟おとうとと妹に代わり、ラクウェルが頭を下げる。


「残念だよ」


「私もです」


「自じ警けい団だんの連中も、明あ日すには君きみ等らを追い出しにかかるだろう……あの無責任な噂うわさがどこから出たかは知らんが、二度もああいうことがあってはな……何にしろ、追い出される前に出てゆくのは、正しい選せん択たくだと思う」


　追い出す方とて、決して楽しいわけでも嬉うれしいわけでもない。ならば顔を合わせない方が、お互たがいにあまり嫌いやな思いをせずに済すむ。


「……餞せん別べつだ。もし邪じや魔まになるんでなければ、持っていってくれ」


　サフィールは抱かかえていた布ぬの包づつみを差し出す。


　ラクウェルが受け取って包みを開くと、その中には、やや古ぼけた楽がつ器きがあった。シャノンが〈野馬亭〉で使ったリュートである。


　相当使い込んでいるのか、あちこちに小さな傷などが見られるが、それらがむしろ風格めいたものを醸かもし出している。かなり上等な品なのだろう。造りの粗そ雑ざつな安物だと、こうはいかない。


「イリスもそろそろ新しいのがほしいとか言ってやがるしな。中古で悪いが」


「いや、しかし俺たちは……」


　シャノンが困こん惑わく気味に言う。


　ひょっとしたらもう、二度と楽器などにさわることはないかもしれない。少なくともそのつもりで彼は故こ郷きようを出た。必要のないものは切り捨すてる。余よ裕ゆうなどない。戦うとは、そういうことだろう。


「俺は君等が何と戦たたかってるのかは知らん。知らんが……とにかく自分の過去を捨て切ったら駄だ目めだ。自分の夢とか望みとか想おもい出とか……捨てて身軽になるのは簡かん単たんだよ。だが、人間ってのは、剣だけを提さげて生きていられるもんじゃない。生きていられても、ひどく歪ゆがんだ生き方になっちまう」


「サフィールさん……」


　宿屋の主人の言葉には、なぜかひどく重々しい説せつ得とく力りよくがあった。


「だから、捨てるな。平へい凡ぼんな世界を見限るな。寄り道もすりゃいいし、間ま違ちがいだって繰くり返せばいい。だから……闘たたかうだけの人間には、なるな」


　サフィールは薄く、疲つかれたような笑顔で言った。


「君等の倍は生きてる、年寄りからの忠ちゆう告こくだ。覚おぼえていてくれると、嬉うれしい」


「ありがとう……大事にします」








「王都から伝令？」


「はい」


　部下が一枚の紙し片へんをルークに手渡した。


　基本的に軍は遠えん距きよ離りの連絡をとるのに魔ま導どう士しの思し念ねん同調を使う。時間差もなく遠距離でも大量の情報を短時間でやりとりできる非常に便利な手段だ。だが、これには通信する双そう方ほうの魔導士が、共に魔導式を起き動どうして行おこなう必要がある。よって、予あらかじめ使用日時が決められている定時連れん絡らく等にしか使えないのが、難点ではあった。


「…………」


　ルークは素す早ばやく目を通す。


「ザルド。全ぜん班ぱんに緊きん急きゆう連絡。本作戦を一いつ旦たん凍とう結けつ。準じゆん戦せん闘とう配はい置ちの第三及および第六班に〈廃はい棄き王女〉一いつ行こうと遭そう遇ぐうした場合、『第一種抹まつ消しよう』ではなく『第二種監かん視し』にて対たい処しよするようにと命令変へん更こうを伝でん達たつ……間に合えばいいが」


　既すでに内容を読んでいたらしい部下は無む言ごんで頷うなずく。驚おどろいたのは側そばにいたクリスだった。


「作戦を凍結？」


「どうも危き惧ぐが現実のものとなったようだ。上層部は〈廃棄王女〉の扱あつかいに関して、二派はに分かれてしまったらしい……最高司し令れい部ぶでも〈廃棄王女〉の抹まつ殺さつではなく、捕ほ獲かくを主張する者が増ふえてきたとのことだ」


　確かにそれはクリスも危惧していたことだが……


「しかも、それが教会側にも漏もれたらしい。事を焦あせった教会側が、教きよう皇こうの署しよ名めい入りで、この街を丸ごと消すという内容の密書を送って寄よ越こしたそうだ」


「そんな無茶な」


「我われ等らも必要とあればそうするつもりだったので、一いち概がいに無茶とは言えんな。しかし新しい〈粛清使パージヤース〉を複数戦術単位ユニツト、送り込んでくるのか、それとも、もっと別な手段を持っているのか分からん。何にしても現在、軍と教会、王室は全まつたく足あし並なみが揃そろっていない。迂う闊かつなことをして付け入られる隙すきを作るのは、得とく策さくではないだろう。最悪……教会の者と、戦闘状態に陥おちいることも考えられる」


　事じ態たいは、現場の一指し揮き官かんがどうこうできる範はん囲いを逸いつ脱だつしつつあった。


「命令変更の伝達……どちらかに僕ぼくが行きましょうか？」


「……助かる」


　ルークが頷うなずく。その時……


「少しよう佐さっ……！」


　走ってくる人影が一つ。


〈ブラック・ホーク〉の一人だ。だが、死線を何度も潜くぐり抜け、如い何かなる状じよう況きようにも冷静に対処できるはずの兵士は、はっきりとその顔に恐きよう怖ふを刻きざんでいた。


「……何事だ、スレイ。配はい置ちを乱すな」


「き……緊きん急きゆう事態です」


　兵士は息を切らせながら言った。よほど慌あわてていたのだろう。ルークの許もとにたどり着いた彼の姿すがたは隙だらけで、素人しろうと同然の体ていたらくであった。


「〈粛清使パージヤース〉が……〈粛清使パージヤース〉が……」


　切れ切れに語るその内容に、ルークの蒼あおい瞳ひとみは鋭するどさを増ました。








　市門……街まちを取り囲かこむ市し壁へきの切れ目に設もうけられた門を出た辺あたりに、シャノンたちの姿はあった。


　ウイニアは送れるところまで見送ると主張したが、シャノンたちが断ことわった。噂うわさが広まる前ならともかく……今、下へ手たにシャノンたちと一いつ緒しよのところを街の人間に見られると、余よ計けいな噂が立つかもしれないからだ。


　そのことを説明してもなお、ウイニアは見送るつもりだったようだが……サフィールが説せつ得とくして思いとどまらせてくれた。


　こうして彼等は、見送る者もなく、タウルスの街を後にしたのであるが……


「前を、向いてろ」


　珍めずらしく客室ではなく、御ぎよ者しや台だいの上に座すわって後方を振り返っているパシフィカに、シャノンが言う。ラクウェルは急いで積んだ荷物を、客室の中で整理していた。


「そうでないと辛つらくなるぞ」


　相変わらずの物もの憂うげな口く調ちようだが、やはり多少は調子が低い。


「それから……パシフィカ」


　道みち端ばたでウサギでも見つけたような口調でシャノンが言う。


「中に入ってろ。敵だ」


「……分かった」


　パシフィカが客室の中に入る。その後こう頭とう部ぶにシャノンの手が伸のびた。


　その手の中に一本の矢が出現したのは、次の瞬しゆん間かんであった。


　射い掛かけられた矢を、命中直前にシャノンが空中で摑つかみ取ったのである。


「おい」


　矢を投げ捨すてながら、シャノンは沈ちん鬱うつな口調で言った。


　周囲には特に人影もない。ただまっすぐ道が伸のびているだけだが……


「かかってくるなら一応それなりに覚かく悟ご決めてかかってこい。ちょこっとばかり今の俺は機き嫌げんが悪いぞ」


　待っていたわけでもなかろうが……彼の言葉が終わった瞬間、一いつ挙きよに十数本の矢が、馬車に向けて降ふり注そそいだ。


　それぞれの射しや角かくが全まつたく違う。一人二人の射手ではなかろう。少なくとも四人以上の射手が移動しつつ、微妙に射る瞬間をずらして放はなったものだ。


　いくらシャノンでもこれを防ふせぐのは無理だろう。また、馬車の車体そのものは矢を防げても、牽ひいている馬をやられたら終わりだ。動けない馬車はそのまま棺かん桶おけになる。
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「壁かべよ・阻はばめ！」


　ラクウェルの声と共に起き動どうした防ぼう性せい魔法〈塞壁ミズガルズ〉が、無数の輝かがやく幾き何か学がく模も様ようを馬車の周囲に展開、 矢は全て、障しよう壁へきに激突して折れた。


「突っ切るぞ！」


　シャノンは叫さけんで手た綱づなを打った。


〈塞壁〉が消える。相手の戦力が読めない状態なので、ラクウェルも精神力を温存するつもりなのだろう。


　周囲からひしひしと押し寄せてくる殺さつ気き。必要以上の気き負おいも高こう揚ようもなく、淡たん々たんとしたその気け配はいは、明らかに素人しろうとのものではない。


　敵の正しよう体たいは気になったが、確かめている余よ裕ゆうはない。まずはここを離れるのが先決だ。さすがのシャノンも、職業的な戦せん闘とう者しやの設定した戦場で闘たたかうような愚ぐを犯おかすつもりは毛もう頭とうなかった。


　だが……


　地面が、草むらが、突とつ如じよとして割れる。


　魔法を使わずに──無論、魔法で隠かくれていると、むしろラクウェルに探たん知ちされる恐れがあるからだ──隠れていた男たち三人が、短剣を振り翳かざして馬車に飛び掛かる。


　そのうちの一人は咄とつ嗟さに蹴けり落としたものの、残る二人が馬車に取り付くのを、シャノンは防ぎきれなかった。


「ち……！」


　御ぎよ者しや台に一人、客室の屋根に一人。


　狭せまい御者台ではシャノンも満足に刀かたなを振るえない。小回りが利きく短剣の方が、遥はるかに有利だろう。また、馬車に張り付いていられては、ラクウェルも迂う闊かつに魔法を使えない。


　最初から、これが狙ねらいだったのだ。


　疾しつ走そうを開始した馬車から下へ手たに落ちれば、それだけで戦闘不能の大おお怪け我がを負う。止めている暇ひまなど、無論ない。シャノンたちは自みずから戦闘能力の半分を封ふうじたようなものだ。


　この敵は恐ろしく戦い慣なれしている。個々の戦闘能力はともかく、戦術的な読みはシャノンたちよりも上だ。


「……何者だ」


「答える義務はない」


　短剣片手に御者台へ乗ってきた男が言う。


　もっとも……それは単に声と体格からの判断である。男たちはいずれも、顔の半なかばを覆おおうような黒い覆ふく面めんを付けていて、その顔立ちは判然としない。恐おそらくは身元を隠すためだろうが……


　男は短剣で鋭するどく突き込んでくる。


　シャノンは刀かたなで迎むかえ撃うとうとし……


　ぎじ、と異音が鳴る。反射的に振ろうとした刀とう身しんが、客室の外がい壁へきに引っかかったのだ。


「ち……！」


　動きを阻そ害がいされたシャノンの左肩を、短剣の一撃がこすって抜けた。咄とつ嗟さに刀を離して身を沈しずめなければ、切っ先は左肩を深々と抉えぐっていたろう。


　刀が馬車から転ころがり落ちる。シャノン愛用の武器は、乾かわいた音をたてて、はるか後方の地面に転がっていった。


「……見み事ごとだ」


　男が呟つぶやく。シャノンが刀を手て放ばなしたことを言っているのだろう。使い慣れた武器を手放すには相当な覚かく悟ごが必要だ。自分の武器に拘こう泥でいしてその隙すきをつかれる人間も多い。


　シャノンは腰から予よ備びの短たん刀とうを抜いた。


　客室の方に張り付いている男も気になったが、そちらを気にしている余よ裕ゆうはない。ラクウェルに任まかせるしかない。クリスほどではないにせよ、この男たちもかなりの使い手だ。


　シャノンと覆面の男は、同時に動いた。


　打ち合う短剣と短刀。


　 二枚の刃はが、互たがいに相手を押さえ込むように競せり合いつつ、攻撃の隙を窺うかがう。


　シャノンは力押しで短刀をねじって、相手に突き込んだ。相手がそれを避よけて体勢を崩くずしたところに、左の膝ひざ蹴げりを放はなつ。


　疾しつ走そうする馬車の上での戦せん闘とうである。何も叩たたき伏ふせなくても、馬車から落とすだけで十分に相手を無力化できる。


　だが……黒覆面の男は、短剣を客室部の壁かべに突き刺さし、そこを支し点てんとして身体からだを振り上げた。シャノンの一撃は、その曲芸さながらの動きにかわされ、空くうをきる。


（……猿さるか、こいつは！）


　シャノンが短刀を叩き付けて、男の短剣を壁から抜き落とした瞬しゆん間かんには、既すでに男は客室の天てん井じようへと着地していた。


「しまった……！」


　防ぼう性せい魔法ならばともかく、攻こう性せい魔法は狭せまい馬車の中からかけるわけにはいかない。まして魔法は精せい密みつ攻撃には向かないのだ。接近戦に手て慣なれたこの男たち、しかも二人に通用するとは思えない。


　男たちは素す早ばやく天井の端に手を掛ける。


　装そう甲こう板ばんをはめ込むこともできる窓まどだが、今は普ふ通つうの硝子ガラスがはまっているだけだ。男たちは一気に、客室部左右の窓を足で蹴け破やぶって中に突とつ入にゆうしようと……


　男たちの足が窓に触ふれる直前、窓は内側から砕くだけ散った。


「…………！」


　窓を割って飛び出してきた小さな鉄球は、男たちの足首に命中する。


　驚おどろきと痛みに体勢を崩くずす男たち。それでも馬車から落ちず、次の瞬間には天井に身体からだを引き上げていたのは、驚きよう嘆たんすべき体術だろう。


　客室部の後部扉とびらが開いて、ひょいとラクウェルが天井部分へ上半身を乗り出す。彼女の両手首には、換装式小型弓コンパチブル・ボウ……部品一つで矢から鉄球まで、様さま々ざまなものを打ち出せる小さな特とく殊しゆ弓きゆうが括くくり付けられていた。


　今の一撃は、窓越ごしであったため、威い力りよくが半はん減げんしていたが……非殺さつ傷しよう用ようの球弾でも、近きん距きよ離りで使えば、かなりの打撃力を持つ。


「魔ま導どう士しだからって魔法で攻撃するとは限らないんですよ」


　ラクウェルは相変わらずにこにことした表情で言った。だがその両手の小型弓はぴたりと二人の男たちに狙ねらいを定さだめている。人差し指の動き一つで鉄球は撃うち出される。


「でかした、ラクウェル！」


　シャノンが素す早ばやく馬車の天井に上がった。


　早く決着を付けなければ危険だ。今のところまっすぐな街かい道どうを進んでいるが、馬車はいつまでも、御ぎよ者しやなしで走ってくれるわけではない。いつ転てん倒とうしてもおかしくないのだ。


　男たちは動かない。どうやら予想外に手て強ごわいカスール姉きよう弟だいに戸と惑まどっているようである。もっとも、一いつ瞬しゆんでも気を抜けば必ひつ殺さつの一撃がくるだろうが。


　男たちを睨にらみ据すえながらシャノンは叫さけんだ。


「パシフィカ、御者やれ！」


「ぬえええええええ？」


　驚おどろいて御者台のすぐ後ろにある窓から顔を出すパシフィカ。


「やったことないよっ！」


「未経験者だろうが底抜けの間抜けだろうが、いないよりましだ！」


「……後ろから刺さしてやろうかしら」


　ぶつぶつ呟つぶやきながらパシフィカは窓から這はい出て手た綱づなを握にぎった。


「さてどうする？」


　やはり面めん倒どうくさげにシャノンが尋たずねる。


「このまま恐れをなして帰ってくれると、俺としても楽だが。落とした刀かたなも拾ひろいにいかにゃならんしな。父親の形かた見みなんだよ」


「ふむ」


　シャノンとやりあった方の男が言った。


「特に手て加か減げんしたつもりもないのだが……所しよ詮せんは素人しろうとと、侮あなどっていた部分が我われ等らにもあったようだ」


「引かないか？　ならさっさと気を引き締しめてかかってこい。御者が頼たよりないからな。いつまで走ってるか、分からんぞ」


　きゃあきゃあ言いながら手綱を左右に振っている……というか御者台の上で踊おどっているようにしか見えないパシフィカをちらりと横目で見てから、シャノンは言った。


　その時。


　疾しつ走そうする馬車に一つの騎き影えいが並ぶ。


　シャノンが視界の端はしにその姿すがたを捉とらえた刹せつ那な、騎き手しゆは驚くべき身軽さで跳ちよう躍やくした。


　乗り手を失うしなった馬は、すぐに速度を落として馬車の後方へと消えてゆき──


「…………!?」


　シャノンたちと、男たちの驚きの視線を受けながら、ばさりと灰色の外がい套とうが、風をはらんで広がる。


　それが収まった時、御者台の上、パシフィカのすぐ隣となりに一人の少年が立っていた。


「……てめえっ!?」


「代わるよ」


　シャノンの怒いかりの声を平然と背中で跳はね飛ばし、栗くり色いろの髪かみの特とく務む戦技兵はパシフィカから手綱を奪うばった。


「ちょ……ちょっと？」


　混乱するパシフィカにクリストファ・アーマライトはにっこりと微笑ほほえむ。


「一応、今のところは君等の敵じゃないよ」


　身体からだに似に合あわぬ怪かい力りきを発はつ揮きして、手綱を引き絞しぼる。戦闘の気け配はいに恐きよう慌こう状じよう態たいに陥おちいっていた馬たちも、有う無むを言わせぬその力に、我われを取り戻もどしたのか、速度を落とし始めた。


「スターム少しよう佐さからの伝でん言ごんです」


　振り返らず、だが明めい瞭りような声でクリスが言う。


「符丁暗号コード、紅くれないの〇ぜろ〇ぜろ参さん七なな、そう言えば分かると聞きましたが？」


　男たちは一いつ瞬しゆん、何かを確認するように顔を見合わせると、あっさり武器を納おさめた。代わりに懐ふところから細い鎖くさりを取り出し、放はなつ。先端に小さな重りのついた鎖は手近な樹じゆ木もくの枝えだに絡からみ付き……次の瞬間、男たちはそれに引っ張られるようにして、馬車上から飛び去った。


　鮮あざやかな撤てつ退たいの手て並なみである。


「……おい、戦せん斧ぷ小こ僧ぞう」


　御者台に戻りながらシャノンが言う。


「二度と来るなって言ったぞ、俺は」


「クリスと呼ばれるのが、好このみだな」


　クリスが平然とした口く調ちようで言う。


「はたくぞ、マセガキ……どういうことだ？」


　一瞬、シャノンは襟えり首くびでも摑つかんでやろうかと思ったが、御者に乱暴でもして馬車が転てん倒とうすると、目も当てられない。


「詳くわしい事情は機密に属するのでなんとも。それよりも街まちが大変なことになってるよ。戻った方がよくないかな？」


「タウルスが？」


「〈粛清使パージヤース〉がなんだか変な化け物になって戻ってきたらしいね。色々なものを取り込んで、どんどん巨大化してるそうだよ」


　クリスの言葉を証しようするかのように、轟ごう音おんが響ひびきわたる。


「…………！」


　振り返ったパシフィカは、呆ぼう然ぜんと自分たちを追い出した街を見つめた。


　市し壁へきや建たて物ものを越こえて向こうに見えるのは、ぞわぞわと地虫のようにうごめく、無数の触しよく手しゆであった。
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　馬車は風を巻く速さで走っていた。


　御ぎよ者しやの気き迫はくが馬にも伝わるのか、四頭の牝ひん馬ばは、地面を抉えぐり飛ばす勢いきおいで駆かける。間ま違ちがって転てん倒とうでもすれば、死を覚かく悟ごする必要がある速度だ。だがそれでも、手た綱づなを握にぎるシャノンの表情には苛いら立だちがあった。


「本当に……お人ひと好よしというか何というか」


　街まちに向かって疾しつ走そうする馬車……その客室部の屋根の上に平然と座すわり、灰色の外がい套とうを風になびかせながら、クリスがつぶやく。


「やかましい」


　流れ飛ぶ風の中でも耳ざとくクリスの言葉を聞きつけ、御者台の上のシャノンが言う。


「大体、なんでおまえが当然みたいな顔して、うちの馬車に乗ってんだよ」


「一応、情報を教えてあげたんだし。知らないで街を去った方が良かった？」


　眉まゆをひそめて黙だまり込むシャノンを面おも白しろそうに見下ろして、クリスは続けた。


「見せてもらおうと思ってね……あれだけ大おお見み得えをきったあなたが、どうするのか。街を振り返らずに逃げ出していたら、後ろからでも刺さすつもりだったんだけど」


　冗じよう談だんめかしているが……クリスは間違いなく本気だろう。


「とはいえ、勝算はあるの？」


「まだ状じよう況きようも分からんのに、勝算もくそもあるか。最悪倒せなくても、街の連中が逃げる時間くらいは、稼かせがないと」


「あなたたちを追い出そうとした街の人々を？　助けても多分、誰だれも感かん謝しやしないよ？」


「しつこいな。別に感謝されるためにしてるんじゃないんだよ。おまえも言ったろうが。自じ己こ満足だよ、自己満足」


「そのために命を張ると？」


「悪いか？」


「……ご立りつ派ぱ」


　クリスは柔やわらかな微笑ほほえみを浮かべる。


「では、お手て並なみ拝見」


「やかましい」


　うめくようにシャノンは言った。








　泣いている子供がいる。


　必ひつ死しに父を、母を呼ぶ子供の声が……小さな身体からだ全体から絞しぼり出すかのような声が、人通りの絶たえた街がい路ろに響ひびいていた。


　だが、街路の遥はるか彼方かなたで、自じ警けい団だん員いんたちに引きずられながら泣き喚わめく両親に、その声はもう届とどかない。ただ虚こ空くうを揺ゆらすだけだ。


　子供の脚あしには一本の紐ひもが絡からみ付いていた。


　肉の紐……触しよく手しゆ。


　その一端は巨大な物体につながっている。


　その物体……民家一軒けんにも匹ひつ敵てきするような肉にく塊かいは、ゆっくりと蠢しゆん動どうしている。蠢動しながら、下部をナメクジのように動かし、ゆっくりとそれは街の中央へと移動していた。


　肉塊のあちこちからは、クモの巣す糸いとのように無数の触手が伸のび、さらに分ぶん岐きして街中に伸びている。しかもそれらはクモの糸と異ことなり、自みずから動く。犠ぎ牲せい者しやを求めて徘はい徊かいするのだ。


　それは……触ふれた生物の在あり様ようを犯おかす。


　触れた生物の身しん体たい構造や構成組そ織しきを、一いつ旦たん破は壊かいし、好きなように改変できるのだ。粘ねん土ど細ざい工くをこねまわす幼よう児じのごとく、触れた存在をいじくり回し、もてあそんだ上で、最後には自分の一部として融ゆう合ごうしてしまう。


　……おとうさん……おかアサンンんン……


　子供の泣き声に変化が生じた。


　……ンンんんげらラああアアアあああっ！


　そして。


　子供は……縦たてに割れた。


　己おのれの内圧に耐たえかねたかのように、子供の身体からだが額ひたいから股こ間かんまで、裂さけて開いたのだ。熟じゆくしすぎた果か実じつのごとく、びしゃびしゃと裂け目から紅あかいものを撒まき散らしながら。


　尋じん常じような神経の持ち主ぬしなら、正視に耐えぬ光景である。


　しかし…… それが死を意味したのなら、まだ救すくいはあった。


　本当の悪夢はその先にあったのだ。


　オオ……オオトウオオサンンンン……ヌオオ……カアサアアアンンン……


　二つに割れた顔で、なおも子供は泣き続けていた。


　かくかくと震ふるえる顔の裂れつ傷しようから泡あわ立だつように出てくるものがある。眼球、指、耳……ありとあらゆる人間の部品。


　人間という生き物の形けい態たいを嘲あざ笑わらうかのように、それは目め茶ちや苦く茶ちやに生成しては、次の瞬しゆん間かんには潰つぶれる。


　やがて触手はずるずると音をたてて子供を……子供だった何かを……引き寄せ、肉にく塊かいの中に取り込んだ。喜びに震えるかのように、肉の蠢しゆん動どうが一瞬、大きくなる。


　オトオサンンン……オカアサンンン……


　肉の中に溶とけてゆきながら、二つに裂けた顔は最後まで、声なき声で泣いていた。








「おいクリス」


「はいはい」


　初めて名前で呼ばれたのが嬉うれしかったのか、にこにことしながらクリスは屋根の上から御ぎよ者しや台のシャノンを見下ろす。


　街まちはもう目の前だ。


　だがその入り口である市門を含ふくめ、その外がい壁へきはぐるりと異様な肉の網あみが取り巻いていた。


　怪物の目的が何なのかは分からない。だがそれが、内の者は逃のがさず、外の者は拒こばむ、一種の結けつ界かいとなっていることはシャノンたちにも想像がついた。


「ちょいと大おお技わざを使って、強きよう行こう突とつ破ぱする。その間、御者を頼たのみたい」


「お安い御ご用ようだよ」


　御者台に降おりるクリスと入れ替かわりに、シャノンが馬車の屋根に登り、続いて客室からラクウェルの手を取って引き上げる。


「用意はいいな、ラクウェル？」


「ええ。周辺に人の反応はなし……射しや程ていさえ気をつけていれば、遠えん慮りよなく使えるわよ」


　そう言ってラクウェルが呪じゆ文もんを唱となえる。


「……仮かり初そめなれど・今こそ与えん……」


　まずはクリスも聞き覚おぼえのある、仮想制御意識エミユレータの展開呪文。これをかけることにより、シャノンは一時的にだが、魔ま導どう士しとなる。


　そして……


「天よ・地よ・その狭はざ間まに在ありし全すべてのものよ・今こそ等しく・終しゆう焉えんを与えん……」


　シャノンの呪文詠えい唱しようが風に乗る。


　同時に、それに和するように、ラクウェルが別の呪文を唱えはじめた。


「我わが望み・我が願い・ここに具ぐ現げんせん」


　高く、涼すずやかに、二人はそれぞれの呪文を詠よみ上げる。その内容に思い当たるものがあるのか、クリスが驚おどろきの表情を浮かべた。


「これは……本物の……」


「何？　何なの？」


　窓から顔を出してパシフィカが尋ねる。


「我われ等らの盟めい約やくの下もと・さらなる力を・与えん」


　ラクウェルがシャノンの前に膝ひざをつき、両手を頭上へと差し伸のばした。


　戦せん闘とう補ほ助じよ魔法〈呪言ルーン〉起き動どう。


「神も・魔も・ここに滅ほろぶべし！」


　そして軍用攻性魔法〈破天ラグナレク〉が起動する。


　迸ほとばしる、白い閃せん光こう。


　二重の螺ら旋せんを描えがきつつ、かつてクリスが見たものをはるかに上うわ回まわる高熱と衝しよう撃げきが、真まっ直すぐに大気を貫つらぬいた。


　轟ごう音おんがクリスとパシフィカの頰ほおを叩たたく。


　吹き飛ぶ地面、市し壁へき、そして肉の網あみ。それらをごっそりと抉えぐり取って光は四散した。


「ふわあ……」


　パシフィカもここまで強力な攻性魔法は初めて見るのか、呆ぼう然ぜんとした声を漏もらした。


「……これが本ほん来らいの〈破天ラグナレク〉なわけだね」


　クリスの声にも感かん嘆たんの響ひびきがある。


「よく知ってるな」


　腕うでを下ろしてシャノンが言った。


「前に一度やられてから、勉強したからね」


〈破天ラグナレク〉は本来、二人以上の魔導士が行おこなう魔法である。威い力りよくの増ぞう幅ふく、収しゆう束そく、安定及および精せい密みつ 照しよう準じゆんを行う補助魔法〈呪言ルーン〉を展開して行う正式な〈破天ラグナレク〉は、個人で行う場合と桁けた違ちがいの破は壊かい力を示す。魔導士の人数や力りき量りようにも左右されるが、記録では城じよう塞さいを土台ごと消し飛ばしたこともあるという。


　だが。


「な、治なおってく……!?」


　悲ひ鳴めいじみた声をあげるパシフィカ。


〈破天ラグナレク〉の強大な破壊力をたたきつけられ、一瞬、まるでひるむかのように動きを止めた触しよく手しゆの群むれであったが……じゅるじゅると、いやらしい音をたてて、触手はすぐに傷口から増ぞう殖しよくして再生を始めている。


　まるで時間がそのまま巻き戻もどされるかのように、ものすごい勢いきおいで破壊された部分が修しゆう復ふくされてゆく。それは細さい胞ぼうの増殖による生物の再生能力というより、何か、もっと異質な現げん象しようだった。そう、まるで鋳い型がたに泥どろを流し込むかのような……


「大だい丈じよう夫ぶだ。間に合う」


　シャノンの声は落ち着いていた。


　いくら高速で自じ己こ修復できるとしても、あまりに大きな傷きず痕あとを復ふく元げんするには、相応の時間がかかる。その隙すきに馬車は破壊孔こうをくぐり抜け、街の中へと侵しん入にゆうしていた。


「……これは……」


　街は……触手に占せん領りようされていた。


　普ふ段だんと変わらない、もはや見み慣なれ始めていた街まち並なみ。その尋じん常じような風景を引き裂さく肉色の亀き裂れつのように、触手が建たて物ものに、通りにはびこっている。


「……壁かべよ・阻はばめ！」


　ラクウェルの声と同時に防ぼう御ぎよ魔法〈塞壁ミズガルズ〉が起動、伸のびてきた触手が跳はね飛ばされた。


「向かうのは〈大おお熊くま亭てい〉でいいのかな？」


　クリスが尋たずねてくる。


「いや。〈野の馬うま亭てい〉だ。自じ警けい団だんの溜たまり場だし、確か非常時の避ひ難なん所じよにも指定されてたはずだ。まずは顔見知りの無ぶ事じを確かめたい」


「分かった」


　クリスはうなずいて手た綱づなを打った。








「なんなんだよ……あれは一体……！」


　誰かの泣き声が〈野馬亭〉の重い空気をかき回した。


　答えはない。誰も答えられるはずがない。ただ未知の脅きよう威いに対する深い恐きよう怖ふが、人々の上にのしかかっているばかりだ。


「あの化け物、刃は物ものも炎ほのおもきかねえ……」


　家か畜ちくが何頭か融ゆう合ごうされた時点で、異常に気づいて駆かけつけた自警団員たちが攻撃を仕掛けた。だが刃物も火も傷はつけられるが、すぐに治ち癒ゆしてしまう。逆に近づきすぎた自警団員が取り込まれる始し末まつであった。


　既すでに触手は街全体を覆おおうほどに成長している。最も早はや、決定的な打撃を与えるには、人間の力は非ひ力りきに過ぎた。人々にできたのは、家や避難所に逃げ込んで、戸口や窓に家具を積み上げることだけである。


　だがそのささやかな防ぼう壁へきも、どこまで触手の侵入を阻むことができるか……


　炎も刃やいばも効果的な攻撃力にはならない。


　倒すには、それを上うわ回まわる力が必要だ。


「強力な……魔法なら……？」


　ぽつりと誰かがつぶやく。


　その言葉は、全員の脳のう裏りに、ある娘むすめの顔を描えがいた。


「ラクウェル……！」


「そうだ、あの双ふた子ごの片割れなら……」


「そうだ、あの娘だ！　攻性魔法を使ってるのを見たぞ」


「強力な魔ま導どう士しならば……」


　ざわめきが広がる。人々は互たがいに顔を見合わせて、そのかすかな希望を確かめ合った。


　しかし。


「……ラクウェルさんたちなら出ていったわ」


　静かな、だが隠かくしようのない怒ど気きをはらんで告つげる声が、ざわめきを凍こおり付かせた。


「私たちがそう仕向けたのよ……忘れたの？」


　人々が振り向いた先には一人の少女が表情を歪ゆがめて立っていた。


　ウイニアである。


「まるで汚きたないものみたいに避さけて、無視して……あの人たちは、悪くないのに！」


　傍かたわらで祖そ母ぼが必ひつ死しに孫まごを黙だまらせようと手を引いているが、ウイニアはその手を振り払って叫さけんだ。


「自分で確かめたわけでもないのに……無責任な噂うわさだけで、あの人たちを見限ってしまったのは私たちなのよ！　それを今いま更さら、助けてもらおうなんて……勝かつ手てにもほどがあるわよ！」


「そ、そうは言うがな、ウイニア」


　普ふ段だん感情を露あらわにしないウイニアの、珍めずらしくも激しい口く調ちように一いつ瞬しゆん気け圧おされながら……しかし自警団員の一人が反論する。


「街まち中なかで攻撃用の魔法を使ったのも、殺し屋みたいな連中と争あらそってたのも、事実だぜ」


　あちこちから同意の声が上がる。


「そもそも強力な攻性魔法ってのは御ご法はつ度となんだろ？」


「おまえだって、巻き込まれて誘ゆう拐かいされたんだろうが？」


「皆みんなでウイニアを助けに行こうって時にもあいつらが止めたんだぞ？　何かやましいことがあるんじゃないのか」


「ひょっとしたらあの怪かい物ぶつも、追い出された腹いせに連中が……」


　次々と無責任な言葉が出てくる。


　ウイニアは情なさけなくて涙なみだが出そうになった。


『人は弱い』とラクウェルは言った。だがその弱さは決して悪いことではないとも。弱いからこそ、自分の間ま違ちがいを認みとめる謙けん虚きよさも持てるのだと。


（でもラクウェルさん……）


　ウイニアは心の中でつぶやいた。


（ここにいるのは……自分の弱さを認めることさえ、できない人々なんですよ……それでも悪くはないんですか？　それも仕し方かたのないことなんですか？）


「大体、あいつらが来てから物ぶつ騒そうな……」


　……ごつんっ。


　不意に、響ひびく音があった。


　低いが、はっきりした音だった。人々が一いつ斉せいに口をつぐむ。


　続いてがたがたと〈野馬亭〉の入り口が音をたてている。高々と積み上げられたテーブルの向こうで、何者かが扉とびらを開こうとしているのだ。


　人々は怯おびえた眼をそちらへと向ける。


　しばらく扉はがたがたと音をたてていたが……すぐに静かになった。


「おい……だ、大だい丈じよう夫ぶか？」


「あれだけ積み上げてあるんだ、生なま半はん可かなことじゃ……」


　いきなりテーブルの山は吹っ飛んだ。


　積み上げた者たちの労力を嘲あざ笑わらうかのように、軽々とテーブルは宙を飛び、壁かべに激突した。生半可でない力が作用したのだろう。


「…………！」


　なだれ込んでくる触しよく手しゆを想像して、人々が愕がく然ぜんと身み構がまえる。だが彼等が見たのは、扉の向こうから突き出された一本の棒ぼうであった。


「……やあ、開いた、開いた」


　気楽な口く調ちようで言いながら、突き破られた扉の向こうから現れたのは、クリスと……


「シャノンさん？」


　眼を丸くしてウイニアがつぶやく。
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「……無ぶ事じだったか」


　クリスと共に〈野馬亭〉に入りながら、シャノンはウイニアの姿すがたを見つけて、安あん堵どのため息を漏もらした。


　扉の向こうには入り口を塞ふさぐようにして、馬車が停車している。付近を徘はい徊かいしていた触手は、馬車と戸口の隙すき間まから何度も〈野馬亭〉内部に入り込もうとしているのだが、〈塞壁ミズガルズ〉が阻はばんでいる。


「……ねえ」


　人々から注そそがれる恐きよう怖ふと嫌けん悪おと困こん惑わくと……様さま々ざまな色の視線を浴あびて、クリスは傍かたわらのシャノンに言った。


「なんだか嫌きらわれてるみたいだよ？」


「やかましい」


　言いつつシャノンはクリスの頭を殴なぐりつけるが、拳げん骨こつはひょいとかわされて、空くうをきる。それ以上はクリスの相手はしないことに決めて、シャノンは人々に向き直った。


「退路は俺おれたちが確保する。急いで逃げてくれ」


　反応はない。いや、ひどく鈍にぶい。


　無理もないことだが……


「な、何がどうなってるんだ？　どうしてあんた……それにその少年は、確か……」


　誰からともなく……当然と言えば当然の疑問が投げかけられる。シャノンは一同を見回してから、苛いら立だたしげに答えた。


「詳くわしい事情を説明してる暇ひまはない。あの化け物に関しては、俺も何も分からない。とにかく、逃げる気があるならついてきてくれ」


　それでも人々の反応は鈍い。彼を信用してよいのかどうか、分からないのだ。


　焦あせりを覚おぼえるシャノンがなおも言い募つのろうとした時……


「分かった。頼たのむ。全員、身み支じ度たくを整ととのえろ」


　有う無むを言わせぬ声に、人々の視線が一いつ斉せいに流れた。奥の厨ちゆう房ぼうから歩みでてきたのは、〈野馬亭〉の主人・サフィールである。


　どこから引っ張り出してきたのか、年代物の長剣を携たずさえている。武ぶ装そうが違い和わ感かんなく馴な染じんで見えるのは、それを何度となく携えた者の特権だが……


「素人しろうとじゃないな、とは思ってたんですよ」


　シャノンが微笑ほほえんで言った。確かに単なる宿やど屋やの主人が、自警団の顧こ問もんなどやっているはずもない。サフィールは軽く鞘さやを叩たたいて苦笑して見せた。


「素人さ。二十年前に傭よう兵へいはやめたからな」


「サフィールさん……」


　自警団の男たちがやや非難めいた口調で声をかけてくる。だが、サフィールは静かな視線でそちらをにらみ返し、彼等を沈ちん黙もくさせてしまった。


「いい年をした大人おとなが、これだけ集まって誰のせいだの、誰が悪いだの……子供か、おまえらは。そういうのは生き残った後ですりゃいいんだよ。ここで議論をしてたい者は勝かつ手てにしてろ。俺はシャノンたちと逃げるぞ」


　そこまで言われて、さすがに文もん句くを唱となえる者はいない。


　人々は慌あわてて身支度を整え始めた。


　子供を抱きかかえる母親。よろめく老人と、それを支ささえてやる息子むすこ。怪け我がをした夫に肩を貸かす妻つま。武器を手に取りながら、互たがいに勇気づけている自警団の男たち。


　ふと見ると……傍かたわらの特とく務む戦技兵の少年は、その光景を、眩まぶしそうに見つめていた。


「……おまえも、大変なんだろうな」


　珍めずらしくしみじみと言うシャノンに、クリスは黙だまって苦笑した。


　……その時。


『……謹きん聴ちようせよ』


　唐とう突とつに、それは響ひびきわたった。


　無数の口が唱しよう和わする際特有の、地鳴りのような音。それが低い轟ごう音おんとなって街まちを揺ゆさぶっている。おそらくは街中に等しく響きわたっていることだろう。


　声はこう語っていた。


『謹聴せよ。人たる者よ。謹聴せよ……』








　街を覆おおう触しよく手しゆの網あみに変化が生じていた。


　あちこちに大小無数の瘤こぶが膨ふくれ上がり……それが弾はじける。


　その下から現れたのは、これまた大小様々な、しかしいずれもまったく同じ造つくりの、男の顔であった。


　美しく、彫ほりが深い。繊せん細さいとも言えるような線で、構成された目め鼻はな立だちには、完成された芸術品だけが備そなえる、威い厳げんめいた雰ふん囲い気きさえあった。肉の上に生はえた人じん面めん疽そであるにもかかわらず、それは世せ俗ぞく的てきな美び醜しゆうの基き準じゆんを大きく越こえて、美しかった。


「これは……」


　外に出たシャノンとクリスは驚きよう愕がくの表情で周囲を見回した。


　街にあふれる大小様々な、顔、顔、顔、顔……


「なによ、これっ？」


　馬車から降おりたパシフィカやラクウェルも、呆ぼう然ぜんと顔の群むれを眺ながめている。〈野馬亭〉からも、サフィールやウイニアを含ふくめた数人が様よう子すを見に出てきて、絶ぜつ句くした。


　やがて。


　困こん惑わくする人間たちに、その威い容ようを見せつけるかのように、通りの向こうに巨大な肉にく塊かいが姿すがたを現す。


　その中央には、一ひと際きわ大きな顔があった。


『〈律りつ法ぽう〉の名において我われは命ずる』


　無数の唇くちびるが一いつ斉せいに開き、厳おごそかに告げる。


『滅ほろぼせ……滅ぼせ、災さい厄やくの種たねを滅ぼせ……その名は、パシフィカ・カスールなり……』


「な……！」


　パシフィカの表情が強こわ張ばる。


　災厄の種。世界を滅ぼす猛もう毒どく。存在そのものが罪つみたる者。


　赦ゆるされざる存在……〈廃はい棄き王女〉。


　それは彼女に押された運命の烙らく印いんだった。


「な、何よ……え……？」


　不意に……彼女の周囲の気温が下がった。


　いや、気のせいだろう。だが確かにパシフィカはそう感じたのだ。


　気がつけば、クリスが彼女を見ていた。


　ウイニアが見ていた。


　サフィールが見ていた。


　そして……シャノンやラクウェルも、パシフィカに向き直っていた。


　その場にいる誰だれもが、彼女を見つめていた。


　見知った顔が、見み馴なれた顔が、声もなく機械的に彼女を囲かこむ。


　彼女に注そそがれる視線には、何の感情も見えなかった。無表情というのではない。それはまるで……眼前のパシフィカという人間が見えていないかのようだった。まるで瞬しゆん時じに周囲の人間すべてが、そっくりの人にん形ぎように置き換かえられたかのように、人々は声もなく、表情も示さず、ただ少女を凝ぎよう視ししていた。


　異い様ような沈ちん黙もくが街まちを支配する。


　注がれる無機的な視線の重みに耐たえかねて、パシフィカが叫さけんだ。


「な……なによ……なによ、これっ！　シャ……シャノン兄にい？　ラクウェル姉ねえ？」


　自分の首に伸のびてくる姉の手を、パシフィカは信じられない想おもいで見つめていた。


　ラクウェルの隣となりではシャノンが刀かたなを抜き放はなっていた。サフィールとクリスは武器を彼女に向け、ウイニアもその手をパシフィカの首へと伸ばしていた。


　瞬時にして全すべての者たちが……全てを捨すてて彼女を護まもろうとした兄や姉さえもが、彼女の敵になっていた。


「そんな……う、噓うそでしょ？　冗じよう談だんはよしてよ、こんな時に……」


　白い指が容よう赦しやなくパシフィカの首に食い込んだ。刀が平然と振り上げられた。


「なん……で……？」


　かすれた声でパシフィカは言う。


　だが姉の指は緩ゆるまない。怒いかりも哀かなしみも、その顔にはなかった。ラクウェルは何の感かん慨がいも持たずに妹いもうとを……護り続けてきた妹を絞こう殺さつしようとしていた。


「お姉ちゃ……お兄……」


　反射的にほどこうと、手をかけるが、パシフィカの腕わん力りよくでは外はずすどころか、ゆるみもしない。元より彼女の力は姉に劣おとるが、それにしても、ラクウェルの指先にこもる力はあまりに強かった。このままでは窒ちつ息そくの前に、首の骨が折れるかもしれない。


　パシフィカの瞳ひとみが、潤うるむ。


　殺される。


　兄や、姉の手にかかって。


　それはいい。そのこと自体の覚かく悟ごはできていた。自分が本当に託たく宣せんが語る通り、世界滅めつ亡ぼうを導みちびく存在であるならば、殺されるのも仕方ない……パシフィカはそう思っていた。


　だがそれならば、せめて自分を命いのち懸がけで護り続けてくれた兄や姉の手にかかって、と決めていた。その覚悟を兄や姉が持っていることを知っていたからだ。


　けれど。


　こんな不可解で理り不ふ尽じんな死に方は嫌いやだ。


　何が起こったのか、分からない。どうして急に兄や姉が、他の人々が、あの怪物の言葉に当然のように従したがうのか、分からない。全然分からない。分からないまま、殺される。


「う……くっ……！」


　恐ろしさよりも悔くやしさが先に立った。息苦しさに意識を溶とかしながらも、パシフィカは悔し涙なみだを流していた。








（馬ば鹿かな……なんで俺は……）


　シャノンの意識は激しくもがいていた。


　自分が何をしようとしているのかが、分かる。取り返しのつかないことを自分はしようとしている。だが、分かっているのに止められない。彼の身体からだは、彼の意志をまったく無視して、化け物の命令に従っていた。


（俺が……殺すのか？　パシフィカを？）


　彼の怒いかりをはらんだ問いに、意識よりももっと奥深い部分からの声が、答える。


（そうだ。命じられたから実行するのだ）


　声は断言する。当然のように。


（あれには逆さからえない。そのように決められている。はるかな昔むかしから。生まれる前から）


（なんだと……？）


（それが法のりでありそれが理ことわりだ。分かっているはずだ。あれは人の上に君くん臨りんするもの。だから人たる存在は従わねばならない。反抗はできない。許ゆるされていない。だからできない）


（ふざけんな！　俺は……俺は……！）


　シャノンの意識が異いを唱となえる。動かぬ身体の中に閉じ込められたまま。


　それは、あまりにささやかな抵抗ではあったが……。








　指が締しまる。刀かたなが振り下ろされる。


　理不尽で唐とう突とつな死が、容よう赦しやなく迫せまってくる。


「嫌だよ……こんなの絶対……いや……！」


　否ひ定ていの言葉さえ息苦しさの前に消える。


　息とともに血の巡めぐりさえ阻そ害がいされ、彼女の視界は急速に暗転してゆく。その中で振り下ろされる白はく刃じんだけが鮮あざやかに映はえていた。


　嫌だ。絶対にイヤだ。


　ただその想おもいだけがあった。


　認めない。許さない。純じゆん粋すいな否定の意い志し。定さだめに対する反抗。それだけを呪じゆ文もんのように繰くり返す。彼女にできたのは、それだけだ。


　イヤダ。イヤダ。イヤダ、イヤダ、イヤダイヤダイヤダ……


　ゼッタイニ……ゼッタイニ、イヤダッ！


　イ・ヤ・ダ…………!!


　…………………


　音はなかった。光もなかった。


　だが、何かが弾はじけて広がっていった。 


　どこかで何かが……見えない色が、染そめ変えられる。それを汚よごれと呼ぶなら、確かにパシフィカは何かを、決定的に汚お染せんしていた。


　振り下ろされる刃やいば。それが……パシフィカの額ひたいに届とどく寸すん前ぜんで、奇き跡せきのように止まった。


「パシフィ……カ……？」


　シャノンが呆ぼう然ぜんとつぶやく。


　同時にラクウェルが、自分の手を慌あわてて妹から外はずした。さしもの彼女も、自分の指先を見つめて呆然とした表情を浮かべている。


　他の者たちも夢から覚さめたかのように目を瞬しばたたかせていた。


　何が起こったのか、理解が及およんでいないのだろう。無理もない話だ。


「も……戻もどったの？　元に戻ったのね？」


　すがるような眼で尋たずねてくるパシフィカに何とかうなずいて見せ、シャノンは通りに佇たたずむ肉にく塊かいを振り返った。


　どんな手段を用もちいたのかは分からないが、あれは、自分にパシフィカを殺させようとしたのだ。自分の、この手で……彼は護まもるべき妹を、殺しかけたのだ。


「貴き様さま……！」


『やはり……』


　怒いかりに沸ふつ騰とうするシャノンの声を無視し、無数の顔はひどく断定的な声を発した。


『パシフィカ・カスール……やはり汝なんじはそうなのか？』


　無数の人じん面めん疽そがパシフィカをにらむ。


　次の瞬しゆん間かん、何十本という触しよく手しゆが一いつ斉せいにパシフィカに向けて走った。


　防ふせぐものはない。ラクウェルが操あやつられていた時点で、〈塞壁ミズガルズ〉は解かい除じよされている。咄とつ嗟さに、シャノンやサフィールが武器で弾はじき飛ばしたが……


「パシフィカ……！」


　ウイニアの悲ひ鳴めいじみた声。


　数が多すぎる。シャノンたちの防ぼう御ぎよをかいくぐった一本が、パシフィカの顔に向けて伸のびた。彼女にかわせるような速さではない。


　だが。


　意外にも、触手はパシフィカに届とどくことなく、空中で停止した。
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『ぬ……』


　声には困こん惑わくと焦しよう燥そうがあった。


『……やはり、やはり汝は……』


　まるでパシフィカの存在そのものを恐れるかのように、触手が震ふるえる。ただ触ふれるだけで生き物を生かすも殺すも自由自在……生物に対して使う限り、絶対ともいえるような力を持つはずの触手が、たった一人の少女を前にして、無力に揺ゆれるだけだ。


「止めた？」


「いや……」


　クリスの言葉にシャノンが首を振る。


　止めたのではない。何の根こん拠きよもない直感だが、恐おそらく止めざるを得なかったのだ。何な故ぜかは分からないが。


　思えばなぜ……怪物はわざわざシャノンたちにパシフィカを殺させようとしたのか。自みずから殺すのも造ぞう作さないことであろうに。


「パシフィカ、おまえは……」


「え？　え？」


　本人はただ何がどうなったのか分からずに狼ろう狽ばいしているだけだ。だが……








　街まちを見下ろしながら少女はつぶやく。


「……見み事ごと」


　自身の身長にも匹ひつ敵てきするような空色の長い髪かみを、紫むらさきのリボンで結ゆい、軍服のような衣い装しように身を包つつんだその姿は、タウルスの街のはるか上空に、忽こつ然ぜんと浮かんでいた。


　魔法をもってしても、このような高空に至いたることはできない。空気が薄うすすぎて鳥の羽はばたきすら空から振ぶりする天の高みなのだ。人間なら息が詰つまって悶もん死しする高度にありながら……少女は平然としている。


　彼女もまた、人の姿を借かりた、人以外の何かであった。


「中ちゆう継けい用の依より代しろ相手とはいえ、よくぞ人たる身で〈秩序守護者ピースメイカー〉……いや、〈律りつ法ぽう〉に逆さからった」


　シャノンに語った名前が本物ならば、彼女はアーフィという。


　少女の姿をした不可解な存在。その容よう姿しは非常に美しいが、表情にはどこか作り物めいた硬かたさが見える。可か憐れんで清せい楚そで、しかし妙みように冷たい。


「それでこそ、『世界を滅ほろぼす猛もう毒どく』……それでこそ、我わが主の遺のこした最後の希望」


　アーフィは満足そうにうなずいた。


「……とはいえ、その依代は汝なんじらの手で滅ぼさねばならんぞ。素そ体たいとして人間を使っている以上、私には手が出せないからな」








『……ならば』


　無数の人じん面めん疽そが言う。


『汝に与くみする全すべての者を滅ぼすまで……護まもる者なくば、汝の未来はそこで潰ついえる』


　爆発的に無数の触しよく手しゆが伸のびる。


　戦いなれしたシャノンやラクウェル、サフィールらは咄とつ嗟さにそれをかわしたり、たたき落としたりもできたが……








　触手が迫せまる。


　恐きよう怖ふに硬こう直ちよくするウイニアはその先端にある小さな小さな人面を見た。それは……彼女も見み覚おぼえのある〈粛清使パージヤース〉の顔であった。


　何の苦しみも悲しみもない表情。


　晴れやかな喜びだけがそこにはあった。


　そして訴うつたえるのだ。


　……さあ、一いつ緒しよになろう。


　……さあ、一つになって苦しみや悲しみから逃のがれよう。


　だがウイニアは悲ひ鳴めいをあげて後じさった。


　そんなものは幸福ではない。そんな幸福はいらない。それは死と同じだ。人は苦しいから努力できる。悲しいから優やさしくなれる。


　それらを感じなくなってしまったら、それらから逃げてしまったら、人はそこで終わるのだ。


　だが、否いや応おうなく融ゆう合ごう同化する触手が、彼女に伸びる。


　いやらしくうねくる肉の紐ひもが、彼女の頰ほおに触ふれようとした瞬しゆん間かん……


「おっと」


　触手を一いち陣じんの旋せん風ぷうが斬きり飛ばした。


　次の瞬間、旋風は一本の棍こんに戻もどって、クリスの手に収おさまっていた。棍といえど、技わざに十分な速さ鋭するどさがあれば、それは斬ざん撃げきと化す。


「あなた……」


　その技よりも、自分を護まもってくれたことに驚おどろいて、ウイニアはクリスを見つめる。　


「建たて物ものの中に入ってて。素人しろうとは邪じや魔まだよ」


　斬り飛ばした触手の断片を棍で叩き潰つぶし、クリスは言った。








「壁かべよ・阻はばめ！」


〈塞壁ミズガルズ〉の輝かがやく幾き何か学がく模も様ようが〈野の馬うま亭てい〉を取り囲かこんだのを確認してから、ラクウェルは肉にく塊かいを見み据すえた。


　切っても焼いてもすぐに再生してしまう、文も字じ通りの化け物。だがラクウェルにはそれを滅ほろぼす手段に、二つ心当たりがあった。


　一つは再生能力の限界まで相手を叩くこと。いくら再生能力があっても、限界はあるはずだ。だが限界まで追いつめるだけの攻撃力が、こちらも続くかどうかは分からない。


　確実を期すなら、もう一つの方法を採とるべきだろう。即すなわち、再生する時間を与えず、短時間に体たい組そ織しきの全すべてを滅ぼすことである。


　そしてそれを可能にする魔法が、ラクウェルには一つある。文字通り『倒す』のではなく『滅ぼす』魔法……完全殲せん滅めつ戦せん用攻こう性せい魔法が。


　だが……


「せめてもう一人、魔ま導どう士しがいれば……」


　完全殲滅型攻性魔法〈魔天狼フエンリル〉……それは〈破天ラグナレク〉と同じく、非常に高度で容量の大きい魔導式を用もちいるため、一人で起き動どうできる魔法ではない。


　無論、シャノンと組めばラクウェルにその魔法を起動させることは可能だ。しかし、さすがにその状態で〈塞壁ミズガルズ〉を維い持じする意識容量は彼女にもない。


　また、本ほん来らい対集団戦せん闘とう用である〈魔天狼フエンリル〉は、対たい象しよう物ぶつそのものではなく、対象物を含ふくむ一定の空間に対して仕掛ける。故ゆえにまず起動直前にその殲滅目標領りよう域いきを設定してやる必要があるのだが……そこから敵が動いて出てしまえば、意味がない。


　つまり、ラクウェルたちが魔法の起動に専念する間、敵の動きを止め、同時に〈野馬亭〉を護まもる人間が必要なのだ。


「魔導士がいればいいの？　なら……そこの人たちに頼たのめばいいんじゃないかな」


　クリスが棍こんで指さし示す先には、〈野馬亭〉から出てくる数人の男たちの姿すがたがあった。


　いずれも平へい凡ぼんな衣い装しように身を包つつんでいるが……


「手伝おう」


　一人が言った。無論シャノンもラクウェルもその正しよう体たいは知らないが……クリスはとっくに気づいていたらしい。街まちに潜せん入にゆうしていた〈ブラック・ホーク〉の兵士たちである。


「任務からは外はずれるが……我われ等らとて、こんなわけの分からん状じよう況きようで死にたくはない」


「貴き様さまら、まさか……」


　眉まゆをひそめて詰つめ寄ろうとしたシャノンの外がい套とうを、ラクウェルが引っ張る。不満そうな表情で振り返る双ふた子ごの弟おとうとにラクウェルは首を振って見せた。


　物事の割り切りが早いのは、彼女の持ち味である。シャノンに言わせると節せつ操そうがない、ということになるが。


「よろしく、おねがいします」


　ラクウェルの言葉に男たちはうなずいた。








〈第四の秩序守護者ピースメイカー〉ガリルは、肉にく塊かいを……〈中ちゆう継けい点てん〉を通して、事じ態たいを見ていた。


〈粛清使パージヤース〉たちの肉体を基もとに彼の能力の一部を分け与えて造つくられた〈中継点〉は、いわば彼の分身である。彼は自分の肉体の一部のようにそれを操あやつり、現場の音、光は無論、匂においや温度まで感じることができる。その一方で、彼は好きな時にそれらの感覚を遮しや断だん、〈中継点〉を切り捨すてることもできる。


『ぬ……？』


〈塞壁ミズガルズ〉が切り替かわった。


　別の魔導士が住民たちが避ひ難なんしている建たて物ものの防ぼう御ぎよを引き受けたのだ。〈守護者ガーデイアン〉カスール姉きよう弟だいは、別の魔法を何か仕掛けてくるつもりらしい。


　恐おそらく状況から考えてかなりの大だい出しゆつ力りよくの攻性魔法だろう。だがそれらの欠点はガリルもよく知っている。


　ただ動き回ってやればいい。いかに強力だろうと照しよう準じゆんが定さだまらなければ意味がない。


　しかし……


　肉塊の周囲に幾いく条じようもの線が躍おどった。


『これは……？』


　鎖くさりである。それは素す早ばやく幾いく重えにも巻き付き、肉塊を縛しばり上げていた。


　その一端をたどれば、建物の陰かげや屋おく上じように、それぞれ鎖を保ほ持じする男たちの姿が見えた。鎖を投げかける手て際ぎわといい、身のこなしといい、素人しろうとではあるまい。恐らくは事前に軍が送り込んでいた諜ちよう報ほう部ぶの連中だろう。


『……これで拘こう束そくしたつもりか？』


　ガリルは声もなくせせら笑った。


　人間という存在のなんと無力なことか。


　素す直なおに〈律りつ法ぽう〉に支配されていれば、無む駄だな努力もせずに、すんなりと死ねたろうに。〈律法〉があればこその〈秩序守護者ピースメイカー〉ではあるが、単なる物理的な力だけでもガリルの持つ力は人間のそれと比ひ較かくにならない。


　その力の一部を与えただけの〈中継点〉でさえ、その気になれば街の一つや二つ、簡かん単たんに滅ほろぼせるのだ。


　触しよく手しゆが鎖に巻き付いた。


　こんなものは簡単に引き千ち切ぎれる。必要とあれば変形して抜け出ることも……


　その瞬しゆん間かん。


　強きよう烈れつな衝しよう撃げきが〈中継点〉を襲おそった。


『ぬ……？』


　攻性魔法〈雷槌ミヨルニル〉。その生うみ出す稲いな妻ずまが、鎖を伝わって〈中継点〉に突き刺ささる。


『ぬ……ぬぬ……！』


　手て加か減げんなし、最大出力の電でん撃げきである。普ふ通つうの生物ならば血液が沸ふつ騰とうし、身体からだのあちこちが破は裂れつしていたろう。〈中継点〉も元が生物である以上、無ぶ事じには済すまない。


　ぼろぼろと弾はじけ、焼け落ちる触手。


　無論、電撃で焼かれた体たい組そ織しきはすぐにでも再生が始まる。


　細さい胞ぼう増ぞう殖しよくによるものではない。物質構造の再構成である。中ちゆう枢すう部ぶが死し滅めつしない限り、一度構造体に取り込んで記き憶おくした物質は、いくらでも再構成できるのだ。細胞増殖のそれと違って、再生のための時間は短く、有機体の補ほ給きゆうも必要ない。必要とあれば空気や土、水からでも、〈中継点〉は自みずからの身体を再構成できる。


　欠点はその際に大量の活力を消費することだ。


　そう、それ故ゆえに……


『小こ癪しやくな……』


　電撃は休みなく続いた。〈雷槌ミヨルニル〉は強力な攻性魔法だが、一瞬と言っていいようなごく短い時間しか、持じ続ぞくしない。恐らくは複数の魔ま導どう士しが、交こう代たいで〈雷槌ミヨルニル〉を連続起き動どうしているのだろう。


　まずい……とガリルは思った。


　再生能力は、その〈中継点〉の能力としては最優先に設定されている。損そん傷しようすれば自動的に再生能力は発動し、活力を消費するのだ。


　結果として〈中継点〉は活力のほとんどを再生能力に奪うばわれ、動くことができなくなっていた。まさか、そこまで読んだ上での電撃でもあるまいが……


　このままではカスール姉きよう弟だいの攻性魔法をまともに受けてしまう。


　どの程度の攻性魔法をあの二人が使えるのかは、はっきり分からないが、強力な攻性魔法の中には、〈中継点〉を丸ごと滅ぼし得る程の破壊力を持ったものもある。


　ガリルは屈くつ辱じよくを感じた。


　自分が焦あせっているのを自じ覚かくしたからだ。


　主しゆなる神マウゼルより、このダストヴィン大陸世界を、あるべき姿すがたに統とう治ちする役割を与えられた四柱の絶対存在〈秩序守護者ピースメイカー〉。


　その末まつ席せきに位置するとはいえ、彼は人間よりも絶対的に上位の存在だ。強い弱いなどというような、野や蛮ばんで曖あい昧まいな基き準じゆんではない。そう〈律りつ法ぽう〉に決められているのだ。


　その彼が、人間などに苦戦している。


　たとえ、いつでも切り捨すて可能な分身、能力の〈中継点〉を経けい由ゆしているとはいえ、それはあってはならないことだ。


　絶対に、あってはならないことだった。


『おのれ、パシフィカ・カスール……！』


　身を焦こがす屈辱感を覚おぼえながらも、ガリルは仕し方かたなく搦からめ手てを採とった。








「……繫つながれし獣けもの・今こそ……」


　呪じゆ文もんを詠えい唱しようしながらシャノンは見た。


　肉の塊かたまりから新たな顔が浮かび上がる。それは幼おさない子供の顔をしていた。


　……タスケテ……


　子供の顔がそう訴うつたえる。


　陸おかに打ち上げられた魚のように、声はなく、しかしぱくぱくと開いて子供の口は苦く悶もんを示していた。声なき声で、子供は哀あい願がんしていた。


　……クルシイヨ……コロサナイデ……


　まだ十歳にもなっていないだろう。


　未来という言葉の意味も分かっていないような年とし頃ごろだ。


　明日あしたという日が来る幸しあわせを、何の疑問もなく、意識さえすることなく、無む邪じや気きに享きよう受じゆしていられるはずの年頃だった。


　……イタイヨ……タスケテ……


「…………」


　呪文の詠唱が止まる。


　……タスケテ……


　分かっている。


　シャノンたちにあの子供を救う手段はない。どうしようもない。その事実だけがシャノンを責せめる。あの子供の未来をつみ取ってしまったのは、自分たちではないのか。


　早く呪文を再開しないと……そう焦あせる自分もいる。


　だが……


「……無理だよ」


　その言葉と同時に……飛ひ来らいした一本の短剣が、子供の顔に突き刺ささった。


「……クリス？」


　呆ぼう然ぜんと傍かたわらのクリスを見つめるシャノン。


「君きみを助けることはできない」


　特とく務む戦技兵の少年は、短剣を投げた姿し勢せいのまま静かに言った。


「……もう誰だれにもできないんだよ」


　子供の顔は一いつ瞬しゆん、驚おどろきの表情のようなものを浮かべていたが……すぐにぐにゃりと歪ゆがむと、すぐさま肉の中に埋まい没ぼつしていった。


「おまえ……」


「あの子を救すくう手段がない以上、あなたがすべきことは、その手を止めることじゃない」


　クリスはシャノンを振り返って言った。


「確実に、殺してあげることだよ」


　怒いかりも悲しみも感じさせない淡たん々たんとした口く調ちようで、特務戦技兵の少年は言った。


「言ったでしょ……誰かを守り抜こうと思うなら、誰かを殺す覚かく悟ごもいるんだよ。あなたの信念がどうあれ、それだけは分かっておいた方がいい」


　シャノンは無む言ごん。


　だがなおも彼の手は、その内の苦く悩のうを示して大きく揺ゆれていた。


「シャノン・カスール！」


　クリスが鋭するどく叫さけぶ。


「あなたは護まもると誓ちかったんだろう？　どんなことをしてでも、妹いもうとを護り抜くと誓ったんだろう？　だったらためらうなっ！」


　その声は……叱しつ咤たと言うにはあまりに悲ひ壮そうな響ひびきを帯おびていた。


「お願いだから、ためらわないでくれ……」


「…………」


　心配そうにこちらを見つめてくるラクウェルに小さくうなずくと、シャノンは呪じゆ文もんの残りを完成させる。


「解とき放はなたれよ・其そは・破は壊かいの杖つえなり！」


　ラクウェルの手により、二重に増ぞう幅ふく呪文をかけて威い力りよくを倍増させられた完全殲せん滅めつ型攻こう性せい魔法〈魔天狼フエンリル〉が起き動どうする。


　ばし！……と空気が弾はじける音が響いた。


　突とつ如じよとして地面に巨大な格こう子し模も様ようが浮かび上がる。


　そこから何本もの光の線が立ち上のぼったのは、次の瞬間であった。


　平面から立体へ……光の線は一いつ斉せいに屈くつ折せつし、互たがいに絡からみ合い、網あみ目めのように組み上がってゆく。肉にく塊かいを中心に生成された光の格子模様は、瞬またたく間まに『檻おり』となって完成した。


〈中継点〉を縛しばっていた鎖くさりや、街まち中じゆうに伸のびていた肉の触しよく手しゆが、音を立てて弾け飛ぶ。


『…………！』


　思い出したように〈中継点〉がもがくが、もう遅い。


　殲滅領りよう域いき確定。


　触手や鎖の断面は、熱したナイフで切られたバターのように、滑なめらかであった。叩たたき割ったのでも引き切ったのでもない。光の檻が、その内と外とを厳げん然ぜんと分け隔へだてたのだ。内なるものは出さず、外なるものは入れず、その双そう方ほうにまたがるものは当然のごとく、内外に分断される。処しよ刑けい場じようの扉とびらは閉じられ、もはや犠ぎ牲せい者しやが滅ほろびるときまで開くことはない。


『おのれ……！』


　肉塊は檻に向かって触手を叩きつけるが、光の格子模様は全まつたく揺ゆるがなかった。


　そもそも〈魔天狼フエンリル〉の殲滅領域は、檻に見えても檻ではないのだ。格子模様は隔かく離りされた異質な空間と、通常空間の境さかい目めを示すものにすぎない。その格子の隙すき間まも、単に内側の光景が漏もれてきているだけで、実際に隙間があるわけではなかった。


　不意に。


　ごそり、と肉塊の一部が欠けた。


　切り取られたわけではない。全く唐とう突とつな消しよう失しつ現げん象しようである。


『これは……！』


　消失は連れん鎖さ的に続いた。


　まるで見えない獣けものの顎あごが、肉を食いちぎってゆくかのように、肉塊は次々と抉えぐり取られ、消しよう滅めつしてゆく。肉塊はそれから逃のがれようとするかのように、全身を蠢しゆん動どうさせ、あるいは変形し、檻を叩き……だが徒と労ろうを重ねるごとにその全身は小さくなってゆく。


　この力は……


『分ぶん子し崩ほう壊かい連鎖……！』


〈ガリル〉は愕がく然ぜんと悟さとった。


　その力の前には、いかなる物質も塵ちりより微び細さいな粒りゆう子しに帰する。再構成も増ぞう殖しよくも、その消失現象の速さには追いつけない。肉塊は次々と加速度的に小さくなっていった。


『おのれ、おのれ、おのれ……！』


　負けるはずがないのだ。


〈秩序守護者ピースメイカー〉は人間よりも上位の存在だ。そういう決まりなのだ。二は一よりも確実に多い。それと同じ理り屈くつだ。人間がどうあがいても勝てない絶対者のはずなのだ。


　絶対秩ちつ序じよたる〈律りつ法ぽう〉は、ありとあらゆる人間の本能よりも奥深い部分に刷すり込まれている。それがある限り人間は〈秩序守護者ピースメイカー〉に逆さからえない。敵対できない。ただ無条件に服従するのみだ。


　そのはずであった。このような屈くつ辱じよくが、許ゆるされるはずはなかったのだ。


　だが……破壊は容よう赦しやなく広がってゆく。


　ぼこりと肉塊の表面に顔が浮かび上がった。それは〈粛清使パージヤース〉のものであったり、先ほどの少年のものであったり、〈ブラック・ホーク〉の兵士のものであったりもした。


　肉塊が取り込み、構成情報として記き録ろくしている者たちの顔の群むれ。


　もう戻もどらない死者の顔。


　……ヒドイヨ……


　無数の顔はそう訴うつたえていた。


　……タスケテヨ……イタイヨオ……


「…………」


　哀あい惜せきと怨えん嗟さの合がつ唱しようにシャノンは唇くちびるを嚙かむ。


　……ヒドイヨ……コロスノ？……コロスノ？……コロスノ？……


　唇の端に赤い滴しずくが浮かんだ。それでもシャノンは唇を嚙みちぎるほどの強さで嚙んだまま、彼が滅ほろぼす死者たちの顔を見つめていた。


　じっと……見つめていた。


　それが、彼の義ぎ務むであるかのように。


　……オノレ……


　もがくように蠢しゆん動どうする肉塊。


　封ふう鎖さされた光の檻おりの中で無数の口が呪じゆ詛そを紡つむぐように絶ぜつ叫きようし……


『オのれエエエええええええっ……！』


　とどめ……とばかりに折り畳たたまれる檻。


　無限に折り畳まれてゆく殲せん滅めつ領りよう域いき。


　閃せん光こうが弾はじける。


　次の瞬しゆん間かん、肉塊は塵ちり一つ遺のこさずに消しよう滅めつしていた。




　終章







　……次の日。


　街まちは昨日きのうの騒さわぎがまるで夢か幻まぼろしであったかのように、平へい穏おんを取り戻もどしていた。


　脆もろいようでいて、これでなかなか日常というものも強きよう固こなのだろう。人々は日々の営いとなみをまた繰くり返しはじめ、やがて事件は過か去こという名の記き憶おくに押し込まれるのだ。


　とはいえ、人々が事件そのものを忘れたわけでも、無視しているわけでもない。


　それは街の大通りをまっすぐ抜けてゆく一台の馬車を……その馬車に注そそがれる人々の視線を見ていれば分かる。それは従じゆう前ぜんと変わらぬ恐きよう怖ふと嫌けん悪おの色を、帯おびていた。


「……いいのか？」


　そんな街の様よう子すを街角から眺ながめつつ、ルークは尋たずねた。


　すぐ側そばで、建たて物ものの外がい壁へきにもたれて瞑めい目もくしていたクリスが、顔をあげる。


「何がですか？」


「言い残したことや、聞き残したことがあるのではないか？」


「スターム少しよう佐さともあろう人が、何を……」


「精神衛えい生せいに問題があると、戦せん闘とう能力が低下すると言っているのだ。君きみはまだ、兵士としては未完成もいいところだからな」


「手て厳きびしいですね」


　クリスは大きく伸のびをしながら苦笑した。


「かまいません。答えは、出ました」


「……そうか」


　ルークはうなずくと馬車とは反対方向に歩き出す。クリスも彼に並んで歩きだした。


「しかし興きよう味み深いことになりそうですね……〈廃棄王女スクラツプド・プリンセス〉に関しては」


「それは我われ々われの関知するところではない」


　ルークの口く調ちようは相変わらずにべもない。


「我々が考えておくべきは、次に彼かれ等らと出会ったときに、確実に制圧できる方法だ。多分、そう遠い先の話ではなかろう」








　大きく抉えぐり取られた市し壁へきを横目に、市門をくぐる。


　その脇わきに人影が……それも幾いくつもの人影が見受けられたことに少し驚おどろきながら、シャノンは馬車を停とめた。石でも投げられるかと思ったが、彼等の視線に憎ぞう悪おや憤ふん怒ぬはなかった。


　停車を知ってパシフィカとラクウェルも客室から顔を出す。


　真っ先に駆かけ寄ってきたのは……やはりウイニアだった。




[image: ]


「やっぱり……行っちゃうのね」


　寂さびしそうな表情で、ウイニアが言った。


「とんでもない迷めい惑わくを、かけちゃったものね」


　パシフィカも疲つかれたような声で応こたえる。


　シャノンたちが街まちを救すくったのは事実だ。だが、償つぐないようのない事じ態たいをもたらしてしまったのもまた事実だった。


　怪物に吸きゆう収しゆうされてしまった者たちは、もう帰ってこない。


「本当なら、殺されても文もん句く言えないもの」


「そんなことない……そんなこと、ないよ」


　ウイニアは知っている。


　パシフィカが昨日きのう一晩、うなされ続けていたことを。うなされては起き、泣いて、泣き疲れて、眠り、またうなされ……そんな風にして自分を責せめ続けていたことを。


　そして……恐おそらくは、これからもそんな夜をこの少女が重ねて行かねばならないことを。


「シャノン」


　サフィールが馬車に歩み寄ると、大きな袋ふくろを一つ、シャノンの隣となりに載のせた。


「もう餞せん別べつはいただきましたよ」


　戸と惑まどいがちなシャノンの声に、サフィールは首を振った。


「これは私からじゃない。ここに来た連中、全員からだよ。保ほ存ぞん食しよくとか、薬くすりとか……まあ旅を続けるなら邪じや魔まにはならんだろ」


　サフィールは小さく笑って言った。意外そうな表情でシャノンたちは顔を見合わせる。


　ミシェルがいる。ファルクがいる。クーナンがいる。他にも幾いくつもの、見知った者たちの顔がある。


「パン、入れといたから。クーナン商店のよりは美お味いしいと思うよ」


「黙だまれ、小こ娘むすめ。うちの商品は品質が違う、品質が。旅には保もちがいいのが一番だ」


「馬車の客室の窓まどとか扉とびらとか……蝶ちよう番つがい、交こう換かん用の入れといたよ。俺おれの見立てじゃ、そろそろ寿じゆ命みようだからさ。他にも色々作れたら良かったんだが、急なことだから、徹てつ夜やでもこれが精せい一いつ杯ぱいで……」


　…………


　次から次へとかけられる人々の言葉に驚おどろいて、パシフィカは眼を瞬しばたたかせた。


　サフィールが締しめくくるように言う。


「少なくとも、おまえたちに感かん謝しやして見送ろうっていう人間が、これだけはいるんだ。そんな顔すんな。胸むねを張って出て行けばいい」


　パシフィカはその場にいる人々を見回した。


　悲しそうに頰ほおを歪ゆがめている者もいた。ばつが悪そうに目線を伏ふせている者もいた。憮ぶ然ぜんとした表情で、まるでにらむようにシャノンたちを見つめている者もいたし、ただ透とう明めいな微び笑しようを浮かべている者もいた。見送る者たちの表情は、様さま々ざまだった。


　けれど……


　怯おびえさえ含ふくんだ少女の視線が、おずおずと彼等に触ふれる。それに彼等はいずれも、大きくうなずいて応こたえた。


　自分たちで考え、判断し、ここにくることを選んだ者たちの顔が、そこにはあった。


　それは、パシフィカたちに注がれてきた拒きよ絶ぜつの視線に比くらべれば、あまりに少ない数ではあったが……


「うん……そうだね。でも」


　パシフィカは馬車から下りて、ぺこりと頭を下げた。


「ありがとう。それから……さよなら」


「うん……今は、さよなら」


　ウイニアはぎゅっとパシフィカを抱きしめながら、そう言った。


「宿やどの修理代、返しに来てくれるの待ってるからね……ずっと、待ってるからね」


　そんな絆きずながあってもいいだろう。


　絆は所しよ詮せん、その程度のものでしかない。大事なのはそれをしっかりと握にぎる双そう方ほうの手だ。


「……うん」


　パシフィカは少女の胸むねの中でうなずいた。








　こうして。


　再ふたたび馬車は寄よる辺べのない旅に出る。


　その先にあるのが破は滅めつの地じ獄ごくか、それとも希望の未来か。


　それはまだ誰だれも知らない。






　あとがき







　某月某日。遥かな空間を隔へだて、細い鋼ごう糸しを駆けめぐる電気の揺らめきに載せて、交される密談があった。


「ども～ドラゴンマガジンＴでえ～す」


「あ、どーも、[image: ]です」


「えっとですね、『スクラップド・プリンセス』の略称が正式に決まりました」


「『スク・プリ』じゃ駄目なんですか？」


「いや、なんかいろいろ皆勝手に略していて編集部は混乱状態だったりします。『スプリ』とか『スク・プリ』とか『棄て姫』とか」


「はあ。でも『スプリ』は駄目です（力説）」


「そうなんですか？」


「確か東南アジアの民族料理だったか何だったかに『スプリ』というのがありまして。ライスコロッケみたいなやつ。それと重なるから、駄目です。読者が間違って食べてしまったら大変じゃないですか。製造物責任法で訴えられたらどーすんですかっ！」


「そんなわけないでしょ。それはともかく、編集部でも混乱して取り返しのつかなくなる前に、公式の略称を決めてしまおうと。で、ですね、『スク・プリ』はやはり言いにくいので、『棄てプリ』でいこうと」


「す……『棄てプリ』ですか。予想外ですね」


「とにかく。そう決まりましたんでよろしく」


「はあ……」





　とゆーわけで、どーも、[image: ]一郎です。


『スクラップド・プリンセス』第二巻『赦されざる者達の騒動歌』をお届けいたします。


　本作はドラゴンマガジン誌上で半年にわたって連載された『ウイニア編』の加筆修正版に、一話分の書き下ろしを加えたものです。


　大筋は変わりませんが、当時のドラマガをお持ちで、暇がある方は、細かく連載時のものと比較してみるのも一興かと。[image: ]の苦悩ぶりが分かって笑えます。多分。





　では、各話について思いつく事をちょこっと書いてみませう。あ、多少ネタばれあり。本編未読の方は読まない方がいいですよ。





『旅人来たりて』


　記念すべきドラマガ誌上連載第一話。ちなみにこれを書いてた時は、まだ連載が正式に決まってなかったもんで、ちょっと戦々恐々としながら書いてたのを覚えています。全くの無駄になる可能性もあったわけだし。


　で、本巻のヒロインであるウイニアの登場となるわけですが、この子、動かしにくくて困りました。ある意味では本作品中、唯一の尋じん常じような女の子だったりするんで、作者としてはお気に入りなんですが。





『美女と魔獣』


　書き下ろし。ラクウェルとスーピイくんの話です。某完全金属騒乱小説を読んだ直後に、『むむ、着ぐるみか。いいな、私もやろう』と安易に決めた話だったりします。色々な意味で[image: ]の煩ぼん悩のうが炸さく裂れつしまくりの話ですな。


　ちなみにスーピイくんですが、分かる人だけ笑って下さい。デザインの元ネタは、[image: ]一郎公認ホームページ『うごうご[image: ]くん』でおなじみの、アレです。眼鏡はかけてませんが。これだけは無理を言って、安曇氏にデザインを合わせていただきました。


　さらにネーミングの元ネタはファンレターからいただきました。うーむ。そういう意味では何か、人様に頼り切りの話やな。





『歌姫』


　シャノン受難の話。もっとも、いつも受難してますが、彼は。


　連載二話目にして早くもネタにつまって、温存すべき『双子』『女装』ネタを使ってます。先が思いやられるとは自分でも思いましたが、何とか今でも（'99年夏現在）連載は続いております。良かった良かった。





『特務戦技兵再び』


　クリスくん再登場の話。彼は作者もお気に入りで、動かし易いキャラクターでもありますね。彼は後々、主人公達とは別の流れで物語を引っ張っていってもらおうと考えています。そのうち外伝とか出せたらいいかなあ、などと勝手な妄想もしてたりして。


　でも実際にこういう、くそ生意気な奴が側そばにいたらイヤやな、たぶん（笑）。





『揺らがぬ絆』


　前話の続きですね。はっきり言ってこの回の主人公はクリスとウイニア。


　ちなみにこの話で初めて、北欧神話関係の名前が付いていない呪文が出てきますが、本作品の中で北欧神話系の名前が付いている魔法は、基本的に全部軍の正式採用魔法、あるいは軍が記述開発していた魔法であって、魔法には、必ずしも北欧神話系の単語が名前についているわけではありません。





『弱き人々』


　急展開の話。本当はもうちょっと〈ブラック・ホーク〉の連中、特にルークを動かしたかったんですが、枚数の関係でアウト。


　ちなみに、私はなんとゆーか特殊部隊モノとか破壊工作班モノとか好きです。海外ＴＶシリーズものの一番のお気に入りは『プロフェッショナルＣＩ５』だったりするし。ビデオとか出てないんやろか？　





『律法を破る者』


　すぷらったらったらったウサギのダンス～。


　というわけで、掲載当時、『うごうご[image: ]くん』上で読者の方々の反応をうかがっていると、「気持ち悪い」「後十行続いていたら読むのやめた」「ドラマガでこれは反則だ」など好評を博した最終話であります（……って、おい）。わはははは……ごめん。


　でも実はこういうの、[image: ]は大得意だったりします（笑）。自分で読んだり観たりするのは全然駄目なんですがね。





　さてさて。最後に『ありがとね』シリーズ。


　公認ホームページ『うごうご[image: ]くん』の管理人、草野ぐりま嬢。いつもすまないねえ。


　刺激と毒舌と的確な指摘を与えてくれる岡北氏。また体ガタガタになったら針灸師の技でひとつ、よろしく。


　面白いゲームの情報と自作マシンのアフターケアを与えてくれる島田氏。新型マシン組むのはもうちょっと先になりそう。


『うごうご[image: ]くん』のアイコンイラストを描いてくれた若菜嬢。早くインターネット環境整うといいね。


　挿絵の安曇雪伸氏。小説にはほとんど出てこないのに、絵が良かったせいか、『うごうご[image: ]くん』では、キャロル母さん大人気です。


　旅人になったＹ氏に代わり、私の担当をして下さっているドラマガ編集部Ｔ嬢。毎度毎度で長話につき合わせて申し訳ない。


　週刊ファミコン通信編集部のキッシー嵐山氏。また色々相談のってくれな。


　ファンレターを下さった読者の方々。最近は忙しくて返事書けてません。ごめんよう。


　公認ホームページに来て下さった読者の方々。キャラクター人気投票や対談以外にも、まだまだ企画があるようです。


　そして誰よりも、私の本を読んでくれてるあなた。読んでくれる人が居てこそ物語は完成します。これからも[image: ]作品の『仕上げ』をよろしくお願いしますね。







[image: ]　一郎
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ＭＡＣＨＩＮＥ：パナソニック・レッツノートＡＬ─Ｎ２


ＢＧＭ：Ｌａｓｔ　ｒｅｇｒｅｔｓ（ｂｙ彩菜）




初　出





この小説は『月刊ドラゴンマガジン』１９９８年12月号～１９９９年５月号に連載されたものに加筆したものです。




スクラップド・プリンセス２


赦ゆるされざる者もの達たちの騒動さわぎ歌うた
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